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　十二年前。白い長なが衣ぎぬの優しい顔をした老人は、『彼女』にこう言った。

「君は、他ほかの姉妹たちとは違う。こんなところにいてはいけない」

　優しく言ったのだ。

「棺車カタフアルクはこれから、海を越え地上を通過する。その時、地上へと逃がしてあげることができる」

　まだ小さな彼女は、空に浮かぶ棺車カタフアルクから望む、空と雲と海しか見たことがなかった。だからこの親切な老人に訊きいてみた。

「地上とは、どのようなところなのですか？」

「まるで天国のようなところだよ」

　　　＊　　　＊　　　＊

　こうして彼女は生まれて初めて、確かな大地へと降り立った。

「――天国、ですか」

　彼女は走りながら、重くて大きなため息をついた。

　初めて見る地上は、黄昏たそがれの黒くくすんだ太陽と破壊、そして災厄に彩いろどられた場所だった。雪の中に黒い煙が立ちこめ、それを炎が彩る。空には異形の怪物が飛び交っていた。

　少女は走りながら、変わったカットの白衣に口元を埋うずめた。寒い。個人Ｉ識別Ｄを兼ねる大きな紋章のついた短いマント。それが何度も身を切るような風に吹かれ、翻ひるがえった。翻しながら、ずっとどこまでも逃げなければならなかった。

　彼女は、この地上を覆おおう破壊や怪物から逃げているのではない。もっと差し迫っている。老人の魔法で地上に降りてすぐ、彼女には追っ手がかかったのだ。

　逃げ出すことは禁止されていた。なのに逃げた。それがばれたのだろう。あの老人もただでは済むまいと思った。しかし追跡者のたてる、ガラガラとものを引きずる鈍い音に、彼女は注意を引き戻される。その音はすでに彼女の周りを取り巻いている。

　――どちらに行けば。

　人工的な棺車カタフアルク内部と違い、地上は全くの混乱した世界だった。周りは建物ばかりのくせに、その灰色の風景は逃走のヒントを与えない。そして狭いビルの陰から、唐突に巨大な顔がニュウっと現れた。進路をふさがれ、彼女は急停止した。

「迷宮蛇アルバ・ロンガ……」

　それは白い巨大な蛇だった。なぜ白いかといえば、それが骨だけでできた存在だからだ。見上げるような大きさの蛇の骨は、その巨大な頭から声を発した。

『逃げるな、迷惑なチビ』

　笛の音のような不気味な声だった。

　おまけに気がつくと、彼女の周りはぐるりと迷宮蛇アルバ・ロンガの長い胴体でふさがれていた。骨の檻おりが、できてしまっている。

「……確かにこれでは逃げようがない。私を連れて帰るんですか？」

『ああ。死体にしてな』

　そう呟つぶやく間にも、巨大な蛇の頭ず蓋がい骨こつの奥が、蛍火を放ち始めた。その喉のどの奥から照らされる危険な光は、骨の目の穴に新しい影を作り出す。まるで鬼の顔のように見えた。

　大きな穴だらけの顎あご。それが彼女に向かって開かれる。毒のように吐き出されようとする蛍火の禍まが々まがしい光が、彼女の目を射た。

　だがその巨大な蛇の頭に、この土地の文字が書かれた板が投げつけられる。何のためか、やたらと重そうなブロックがついたその立て板は、大きな頭を直撃して殴り飛ばす。目標を逸それて吐き出された蛍火は、見当違いの方向へ飛んで、無人の建物の窓を吹き飛ばした。

「どうだバス停ハンマー投げの威力は！」

　そう言ったのは見覚えのない青年――と思う間もなく、彼女はいきなり腰のベルトを、青年にひっ掴つかまれた。そのまま荷物のように肩に担かつがれる。青年の方は走り出す。どうやら逃げるらしい。

　――変な服。

　それが彼女の青年に抱いた、極めて失礼な第一印象だった。

　歳としはおそらく二十ぐらい。大人だった。だが彼は青と黄色の原色が目に痛い、分厚い外がい套とうを羽織っていた。地上の服とはこういうものなのか？　と彼女は考え直したが、それにしても目立ちすぎという気がした。

　――この人は、自分がここにいることを知ってもらいたいのだ。

　そんな風に思った。

「あのですね……」

「あのさ」

　二人同時に、前と後ろで話しかける。すぐに青年は無言のまま彼女を前後逆にして担かつぎ直した。

「君は何て呼べばいい？」

　今度は前すぎる。耳の後ろから訊きく青年に、彼女は窮屈な姿勢で首だけ振り返った。

「私はＡエＳイＡサです」

「その『神に賜たまわりしもの』って名前は、君たちの集団のことでしょ？　個人名じゃない」

「天球儀会ソシエタス・スフアエラでは、ＡエＳイＡサから卒業しなければ、個別の名前はもらえませんよ。そしてそんなのは私一人だ。だから結局、区別する必要がないんです」

「へえ、そうなんだ。オレは区別する必要があるので困るなあ」

　本当に困った声でそう言う。だが彼の言うことは何だか変で、彼女は少し考えてみた。

「……地上の人が、ＡエＳイＡサのことを知っているわけがない。あなたは色々なことを、最初から知っているように思います。もしかして私は、試されてますか？」

「その歳で頭いいね」

「どうでしょうか……。私は何せ落第生だし、ここ一年は棺車カタフアルクの一室に閉じこめられていましたから。地上に降りてからの状況も、何だかよく分かりませんね」

　青年はしばらく黙って走っていたが、やがて話し始めた。

「君の成育を受け持った天王星カイルスは、君が思い通りに育たなかったことの発覚を恐れている」

　それは彼女を地上に降ろした、優しい顔の老人の名前だった。意味がよく分からず首を傾かしげる彼女に、青年は続ける。

「天王星カイルスは君が自力で逃げ出したことにして、混乱した地上で密ひそかに君を殺してしまおうと企たくらんだんだ。天球儀会ソシエタス・スフアエラの長おさ・木星ユピテルに、自分の失敗を知られたくない。ホント、それだけのためにね」

「ああ。……なるほど」

　彼女は困ったように、ため息をついた。青年は慌あわてて訊く。

「状況は分かってもらえた？　殺されるって、分かるかな？　やけにクールだね」

「天球儀会ソシエタス・スフアエラがＡエＳイＡサたちを送りこみたい場所は、魔法の使えない土地です。魔力の砂漠地帯なんですよ。しかし私の能力は、魔法に特化してしまっている。――私は失敗です。必要がない」

「だからって、こんなことが許されるはずはない。大丈夫、もう君を助けに来た別口の追跡者がいるから。オレもその一人だし」

「それはご苦労様。しかし……」

「どうしたの？」

「……私は天球儀会ソシエタス・スフアエラに帰って、どうしましょうか？　また小部屋に閉じこめられて、暮らすんですか？」

「それは――」

　青年が言いよどむのと同時。彼の片腕がいきなり蛍火に包まれ、破裂した。

　背後を見ると追いついてきた蛇の白い巨体がある。そのまま猛スピードで二人を追い越した骨の大蛇は、Ｕターンして行く手をふさぐ。青年は舌打ちして怒鳴った。

「しつこくてバカな蛇だな、迷宮蛇アルバ・ロンガ！」

「……腕、大丈夫なんですか？」

　心配する彼女に、腕を失った青年は小声で答えた。

「大丈夫、血とか出てないでしょ？　痛くはないんだ」

　見るとその傷跡は何やら鉱石――いや、色のついたガラスのようなものがはみ出ている。もっともそれが何なのか、勉強を許されていない彼女には知りようがなかった。

　一方、迷宮蛇アルバ・ロンガの方は不可解そうな笛の声で訊きく。

『お前――いや……あなたは、水星メリクリウス様？』

　その問いに「どうかな？」と、青年は苛いら立だった声で答えた。

「しかし馬ば鹿かな蛇。お前の主あるじである天王星カイルスの企たくらみは、もう長おさ・木星ユピテルに発覚している。だからオレがここにいる。今回の不祥事で、天王星カイルスは失脚した。ここで争う理由もない」

『……その通り。我が主もまた天王星カイルス様から長おさ・木星ユピテル様へと替わった』

「何!?」

『長おさ・木星ユピテルの命めいは、ＡエＳイＡサの存在が他ほかの者に漏れぬようにせよとのこと。ここで殺して死体を持ち帰れと言われた。才能が魔法に特化したＡエＳイＡサを、天球儀会ソシエタス・スフアエラは必要としない』

　ゆっくりと鎌かま首くびをもたげた迷宮蛇アルバ・ロンガは、バネ仕掛けのように飛びかかってきた。それを青年は何とか避よけ――迷宮蛇アルバ・ロンガは建物に突っ込んで大穴を開ける。

「敵が態勢を立て直す前に！」と、青年は担かついでいた彼女を地面に下ろした。

「オレはまた追いつかれないよう、ここで足止めする。君は逃げて」

　しかし彼女は二本の足で地面に立ったまま、そこから動くことができなかった。

「どうしたの、早く。どこへ行っても、すぐに探して追いつくから」

　青年にせかされて背を押され、二、三歩進む。しかしそこで足は止まってしまう。

　身体からだを穴から引き抜きながら、迷宮蛇アルバ・ロンガが不気味な声で言った。

『お前はいらないのだ。天球儀会ソシエタス・スフアエラに生きて戻ろうとも、置物のように残りの生を過ごすだけの者』

　青年は憤いきどおった声で言い返した。

「だったら誰だれが、天球儀会ソシエタス・スフアエラに帰すか！」

『ではどこに行く？　どこかへ行けば、誰かが認めてくれるのか？　他人任せの夢のような話だな？　――そのＡエＳイＡサはそうやってそそのかされ、逃げ出した。哀れなり――哀れなり――。しかし無用の者には、向かう先などない。だったら迷うしかないではないか』

「勝手を言うな！」

　言い返しながら青年は、服の懐ふところから、一ひと掴つかみにした細長い金属の入れ物を取り出した。彼が持つのは生存物質エレメントの入れ物――エレメントコンテナだ。彼女も見たことはあった。ここで戦うつもりなのだ。彼女が逃げないから――。

　彼はまず最初に、黒いコンテナを地面に突き刺す。さらに六角形の鉄片を四本、指に挟んで突きだした。青年が唱える。

「excavate the sun of righteousness」

　距離を縮めようとした『迷宮蛇アルバ・ロンガ』は、警戒して身を縮めた。

　しかし何も起こらない。青年もまた驚いたような表情を浮かべる。

「これでいいはずなのに――」

　慌あわてているうちに、敵はためらいながらも、どんどんと近づいてくる。

「the sun of righteousness」

　彼はもう一度唱える。さらに三度目、四度目と唱える。しかし本当に、何も起こらない。

　滑こつ稽けいと嘲あざけるような声で、迷宮蛇アルバ・ロンガは笑った。

『何なんだよ、お前は！』

　その頭骨の中に、ゆっくりと蛍火が点ともる。もう一度あの光を吐き出し、一気にケリをつけようとしているのだ。確かにこの距離この状況なら、二人には逃げようがない。

「――君は自分の才能が嫌い？」

　唐突に青年は訊きいた。彼女は小さな声で答える。

「……好きか嫌いか、考えたことがありません。しかし論理で『無用』と考えます」

「君はかわいいね」

　青年の言うことは突然で、脈絡がない。俯うつむいていた彼女は、しばし言葉が出てこなかった。

「――何です？」

「どうもオレは、君のことが気に入ってしまったみたいなんだ。好きだ。それだけ」

「意味が分かりません。しかしひとまず、それはあなたの気まぐれだ。気まぐれを他人から押しつけられるのは、誰だれでも迷惑なんですよ。大体そんな風に、感じたことを全部口に出すの、恥ずかしくないですか？」

「恥ずかしいよ……恥だ…………。でも全部ひっくるめて、言っておきたかった。どうやらオレは、君を守れないらしい」

　そう肩を落として告白する『彼』の姿は、出会ってから今までで一番小さく見えた。何も悪くはないのに、その姿は惨みじめったらしい。敗北者の姿だ。

　だから彼女は、『彼』のエレメントコンテナを持った手に、自分の手を重ねた。

「何？」

「黙って。――excavate［魔法陣投射］」

『彼』が唱えた通りに、彼女も唱える。その途端、『彼』が最初に地面に刺した黒いコンテナから、魔法陣が広がった。

「『the sun』of righteousness［降り注ぐ正義］」

　続けて彼女が唱える。生存物質エレメントの六面体ヘキサへドロンが二人の目の前に誕生した。そこから放たれた光の球を、『迷宮蛇アルバ・ロンガ』は身を縮めて避よける。口の中は蛍火を発する準備のまま、その身をひねって巨大な蛇の尾を二人に打ちつける。

「bright particular『the star』［最も美しき者］」

「tales of『the hermit』［心老いし者の長話］」

『彼』が案内するように言い、その呪じゆ文もんを彼女が唱える。

　周囲に水球の膜として現れた障壁は、次の瞬間には強固なガラスのようになり、迷宮蛇アルバ・ロンガの攻撃を弾はじく。

「the tools of『the magician』［ガラクタ道具の真価］」

　唱えると共に六面体ヘキサへドロンの面が全すべてはじけ飛ぶ。その中から軸だけになった六面体ヘキサへドロンが現れた。

「貫け、竜ドラゴンの炎!!」

　二人の声と共に、目のくらむような光が迷宮蛇アルバ・ロンガに向け放たれた。その光は最初に蛍火の点ともった頭骨を直撃して爆発させる。だがそれで終わらない。白骨蛇の長い身体からだに沿って、延々と照射される。骨の身体は砕かれていく。

「これが魔法――」

　凄すさまじい破壊を見て、彼女は息をついた。遅れて額ひたいの汗をぬぐった。初めて使った本格的な魔法がこれほどのものとはと、感心を通り越して驚くしかない。

　しかし『彼』の方は叫んだ。

「いやまだ動く！」

　破壊されてボロボロになった大蛇の骨は、それでもなお襲いかかろうと、這はい寄ってくる。

　だがその時、空から巨大な二本の脚あしが降ってきた。迷宮蛇アルバ・ロンガは踏みつぶされ、踏みつぶされたまま今度は掴つかまれ、打ち振るわれて、建物に叩たたきつけられる。

　――岩のような肌をした灰色の竜ドラゴン。

　それが今度は両腕を使い、蛇の長い身体からだを易やす々やすといくつにも引きちぎった。

　わずか数秒でバラバラになった迷宮蛇アルバ・ロンガの破片が、地上に落ちる。その上へ竜ドラゴンは、口から炎を浴びせた。容赦のない浄化に蛇の骨が溶け消えると、次に竜ドラゴンはその視線を『彼』に向けた。

　まるで今すぐにでも飛びかからんとするかのような、殺意のこもった視線。

　だが竜ドラゴンは何かを察したように、身を引いた。そして不快そうに頸くびを一振りすると、空気を割り裂いて飛び去る。

「何だったのか……」

　彼女は、竜ドラゴンの去った空を見上げる。そこでは、あちらこちらに散らばっていた巨大な怪物――異キ形マ生イ物ラたちが、同じ方向へと編隊を組んで飛んでいく。

　彼らは自分たちの家、天球儀会ソシエタス・スフアエラの空を行く大船『棺車カタフアルク』に戻っていくのだ。

　その風景と同じように見上げて、『彼』は言った。

「……今のオレたちの力じゃ、まだ勝てない」

「勝つ？」

『彼』は頷うなずいた。

「これから、十二年かけよう。ちっちゃなＡエＳイＡサ。十二年かけて、天球儀会ソシエタス・スフアエラを倒す準備をする。ここで別れて、また再会しよう。十二年経たったら、オレが君のことを迎えに行くよ」

「あなたは天球儀会ソシエタス・スフアエラの人間なのでしょう？　倒すって、なぜです？」

「君のことが気に入ったからだよ。好きなんだ。好きっていうのは愛してるっていうことで、えっと…………オレは君を守るから、君はオレの子供を産んで欲しいっていうことなんだ」

「適齢期まで待って下さい」

「それはそうだね。……何なんだ、コレ」

　変な独ひとり言を唸うなりながら、『彼』は勝手に自問自答している。

　一方の彼女は、しばらく無表情のまま考え、やがて横に首を振った。

「いいえ――無理そうですね」

「無理？」

「私があなたを迎えに行きましょう」

「……何で？」

「待たされるの、苦手なんです……」

　ボソリと言って、さらに『彼』が手に持つエレメントコンテナを指し、「一つ下さい」と言う。もらったその鉄製の棒を、彼女は折り割った。中に入っているのは精製された生存物質エレメント――賢者の石だ。

「……十二年後のその日まで、見えない力があなたと私を守りますよう」

　そう彼女が祝福の言葉を捧ささげると、光の粒が飛び散り漂い、『彼』と彼女を覆おおってやがて消えた。鉄の入れ物の中身は空からになっていた。

「君が守ってくれるの？　ああそうか。これも魔法？」

　不思議そうに『彼』は言った。彼女は魔法などまだ知らない。それを散々見ていたくせに、こんなことを訊きくのだ。彼女がしたのはただのまじない――ただの『願かけ』だった。だが彼女は意地悪く言い張った。

「そう。これは魔法です。約束が守られる魔法。そしてあなたは、私の『新しい月』です。『新しい月』を、必ず私の力が守ります。必ずきっと、何があっても」

「『新しい月』？　何でオレが月なの？　月って兎うさぎが住んでるところだよ？　そういう話って、君も知ってる？　ああ、いや――」

　どこか思いついたまま喋しやべる癖のある『彼』は、そうやって一通り混乱して、大きく息をついた。



    

  
    
      



    

  
    
      「……とにかくそれは名前じゃないよ。オレの名前は※※※※だ」

「すいませんが、月というのは、王のことを象徴的に言ったまでです。何を言ってるんですか……」

「王様？　ああホントだ。なるほど」

「ああホントだって、一体……。あなたは要するに、天球儀会ソシエタス・スフアエラと戦うために王となるのでしょう？」

　それで『彼』も、ようやく納得したような顔をする。

　だが、そう。

『彼』にはちゃんと『自分の名前』があるのだ。彼女にはない。

「……次、会う時までに、私も自分の名前を考えておきますよ。自分でつけます」

「それはいいね」

「ただ今度会う時、私の名前は変わっていることになる。だから――分からなくならないよう、私はあなたを『新しい月』と呼ぶことにします」

「うん、そうしよう。ちっちゃなＡエＳイＡサ」

　青年は手を差し伸べた。その手を掴つかんで頬ほおに当ててから、相手は握手のつもりだったのだと気がついた。まあ、どうでもいい。

「……私が大人になるまで、待っていて下さい『新しい月』。大人になったら、私が迎えに行きます。――また十二年後に、会いましょう」

　そして二人に、別れの時がやって来た。

　夜の迫る空が一瞬にして輝き、雷光の輪が生まれたかと思うと、一気に広がる。

　天球儀会ソシエタス・スフアエラの向かおうとする世界。世界の果てへの扉が開いたのだ。



　――そして十二年後の旧東京地点。

　今は大渦を巻く海となった場所。

　その空には、棺車カタフアルク六隻を連結して造られた空中要塞都市スノー・クリスタルがある。直径一キロにも満たない人工の城である。

　浮遊動力源以外のエネルギーには不自由も多いこの城は、夜には素直に闇やみの中へ、その身を置いていた。

　そして彼――天球儀会ソシエタス・スフアエラの水星メリクリウスは、薄暗い自室で人目を忍ぶように水晶盤を――そこに映った麻あさ奈なの様子を見ていた。長髪の彼は思わずといった風に、嘆息を漏らす。

　――あの無表情だったＡエＳイＡサが、ここまで笑うようになった。

　そう妙な感慨を覚える。環境が変われば人も変わっていくものだ。いやそれこそが意志の力かと、そうも思う。世界とは、人間とは、そうでなくてはならない。

「水星メリクリウス――」

　囁ささやくような密ひそやかな女性の声。

　その呼びかけにようやく、水星メリクリウスは水晶盤から顔を上げる。部屋の隅に裾すその長いローブを着た女が立ち現れていた。扉を開けずに、水星メリクリウスの部屋に入ってきたのだ。彼女はそういうことができた。

　性別が知れるのは体型からのみ。その顔は深く被かぶったフードに遮さえぎられ、全く見えない。

「金星ウエヌスか。待っていた。首尾は？」

「計画に必要なことは全すべて」

「大したものだな……」

　言いながら水星メリクリウスは金星ウエヌスに椅い子すを勧めようとして、やめた。彼女は重力のくびきから解き放たれた存在なので、座る意味がない。

「とにかく、君の協力を得られてよかった」

「構わないわ。天球儀会ソシエタス・スフアエラの行いは、神への造反なのだから」

「ああ。そう気づくのに、我々は時間をかけすぎた」

「十二年前に去っていった多くの友人たちに代わって、私は責務を果たす」

　冷徹な目で、水星メリクリウスも頷うなずく。

「それではまず一人目だ――天王星カイルスを陥おとしいれるとしよう。ところで計画実行の前に、人を一人、君に紹介しておきたい」

　水星メリクリウスは部屋の隅を指す。そこに白と黒のモノトーンでできた、不思議な塊のようなものがあった。もやもやとして渦巻いている。

「はて？」と金星ウエヌスが強く視線をこらした途端、その白と黒が急速に意味あるものへと変化を始めた。立体的な――しかしあくまでモノトーンの人間に変化したのだ。

　新聞写真のような顔色で、白黒の――眼鏡めがねをかけた人の形は喋しやべり始める。

『初めまして、明けの金星ウエヌス。私は日本神じん祇ぎ省しようの者です。代表の四し方ほう邦くに城たちと申します』

　金星ウエヌスは無言のまま。

　水星メリクリウスは肩をすくめた。

「手品だよ。ただの電話のようなものだ」

「そうではなくて……」

「彼には地上での具体的な活動を、担になってもらっている。私がここを離れるのは、今はいろいろと不都合が多い」

　その説明に金星ウエヌスはなお、フードの下から不審がかった息の音を響かせる。

「…………とうに分解した『日本』の力だとしても、バックアップを得られるのはありがたい。でも――水星メリクリウス。本当に信用できるの？　この彼の能力的な点も含めて」

　その問いに対して、水星メリクリウスは両手を広げた。

「彼は優秀なエージェントであると、自分でそう自己紹介した。――まあつまり、信用できるものなどというのは、何もないのさ。私も、君も、この青年も。不安なら自分で手を打つより他ほかはないな」

　当の四し方ほうは、根拠のよく分からない笑顔で頷うなずく。

「まいったわね……」

　金星ウエヌスはフードの奥の目を、困ったように細めた。



　夜になっても生ぬるい風が、薄い華きや奢しやなカーテンを何度も揺らし続けている。

　その部屋は特に特徴もない住宅の一室だったが、中は一転、ちょっと変わった風景が広がっている。

　研ぎ石にノミにピンセットに薬品。まるで石工の工房のようだった。

　それぞれの道具は無理なく整せい頓とんされていて、室内も丁寧に掃除がなされている。薄汚れた感じはなかった。

　全すべては今この部屋で作業を行う異国の少女――セシリアのこまめさのおかげである。

　彼女自身はＴシャツとポケットのない長ズボンを作業着としており、その上には厚手のエプロンをしていた。今はルーペを覗のぞきこみながら、黒曜石の破片を組み立てている。

　拡大された黒曜石の内部や表面には、ゆらゆらと煙のように揺れる縞しま模も様ようがあった。その縞模様の表面にはさらに、細かな幾何模様が描えがかれている。これを寸分違たがわぬように張り合わせていくのだ。

　一度位置が確定したら、その上に特別製の油を垂らし、定められた祝詞のりとを唱える。その度に小さな炎が上がり、石の鏡は元の魔術的な存在に組み上がっていく。

「これでどうかな……」

　いま組み合わせた石の破片で、全体の半分が完全な形で修復されたことになる。この状態で、会話のための機能は完全に回復できたはずだった。

　しばし待つと、石の板の上にセシリアをそのまま鏡に映したような姿が浮かび上がってくる。それは肌の色と感情による顔の表情以外、全くセシリアと瓜うり二ふたつだった。魔法の鏡が生み出す、実体のある鏡像リフレクシヨンである。

「会話できる？　テペヨロートリー」

　それは立たつ木き霜そう夜やと名乗る鏡の、本来の名だった。上半身だけの鏡像は薄く目を開き、はいと頷いた。

「……お久しぶりになります」

　言って霜夜は自分の両の手のひらを見る。続いて自分のまだ不完全な身体からだを見下ろした。

「明日には完全に治るよ。細かいこともその時までに話す。それより急いで訊ききたいことがあって。いいかな？」

「はい。……？」

「うん、それじゃあ。――あのね。テペヨロートリーはヒロと、最初どこでどうやって出会ったの？」

　質問に霜そう夜やは、テキパキと答える。

「私『テペヨロートリー』はセシリア様の命により、日本へ派遣されました。十二年前、天球儀会ソシエタス・スフアエラの起こした大陥落グレート・フオールを観測し、その後、孤児であった立たつ木きヒロを拾い、我らの次なる王として、世話してきたという流れになります――。この情報は、鏡像リフレクシヨンの間に共有されているものです」

「うん。それは確認してるよ。でももっと詳細な情報が欲しいの。あと修理中に、記憶領域の魔術封印を見つけていて――」

　霜夜はピタリと口を噤つぐんだ。

　主あるじのセシリアは、重ねて訊きく。

「この封印は、誰だれのものなのかな？　この封印の中には、あなたが今も憶おぼえていて、でも私には知ることのできない情報が存在している」

　だが霜夜は、完全に黙り込んでしまった。そしてセシリアもまた、困惑してしまう。

　ことは単純ではない。

　霜夜はただの召使いではなく、セシリアの人格コピーそのものである。つまりヒロについてのある情報を得たセシリア本人が、隠そうと判断しているのだ。――無む理り強じいして聞き出しても、今度はセシリアが誰にも話せない。そういう情報なのである。

　十二年前。

　ヒロと鏡像リフレクシヨン・テペヨロートリーはどのようにして出会い、そしてヒロの姉・霜夜となったのか――。

　答えはない。

「――分かった、テペヨロートリー。無理に訊いたりしない。しばらくこの問題は、私たちだけのことにしよう」

　そうセシリアは言った。

　セシリアは今の関係が嫌いではない。今のままでいいと感じている。

　結局セシリアは、自分がヒロのことを好きなのだろうと思った。

　――だから恐こわいのだ。
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　煌こう々こうと照りつける太陽が、朝の早い時間から地面を照らしつけている。その空を、立たつ木きヒロはまぶしそうに見上げた。

　――今日も暑くなる。

　まだ五月の連休明け――東京も本当であれば、北海道や九州と同じぐらいの涼しさなのだそうだ。しかしそういう気候というのが、ヒロには想像できない。いいなあと、勝手に思うばかりである。重い気分でため息をつく。

　そんなヒロの後ろから、「まるで老人のようですね……」と容赦のない声が来る。

「もう少しハキハキとしたらどうでしょうか？」

　そう言う彼女――真ま名な辺べ麻あさ奈なを、ヒロは暗い表情で振りかえった。

　長い髪にヘアバンドをした彼女は、『魔術の使い手』を名乗る存在である。

　だが麻奈はヒロにとって、どうにも扱いが難しい。その力に助けられたと思うと、今度は酷ひどい目に遭う。とにかく彼女が妙にまともなことを言うときは警戒することにしている。

　そんな大体いつも通りな二人は、今朝は学校に着いてすぐ、中庭へと向かっていた。そこではすでにヒロや麻奈と同学年の一年生が、ワイワイと人垣をつくっている。

　五月初めの連休が明けた今日は、クラス替えの結果が発表される日だった。連休前の転校生が多すぎて、もう一度クラス分けをやり直すことになったのだ。

「高校入学して一ヶ月でクラス替えじゃ、四月は何だったんだろうって感じだよね」

　ヒロの言葉に、麻奈は嫌な笑みを浮かべて言い返す。

「あなたの責任ですよ。自業自得ということでしょう」

「王国造ったのは真名辺さんだし」

「じゃあ『ドンマイ』で」

　ヒロはため息をついた。

　現在、ヒロの身分は『荏えの原はらの新国』の王である。

　国民は、わずか四人。王のヒロを筆頭に、騎士の長な川がわ律りつ、魔術師の真名辺麻奈、司祭のセシリア、ということになる。

　騎士は剣で国を護まもり、魔術師は魔法で国を動かす。司祭は書物で国の史実を造り出す。

　アレ？　とヒロは首をひねり、隣の麻奈を振り向いた。

「……それじゃ王って何をするの？」

「何もしなくていいですよ。できれば漬つけ物もの石いしのように、じっとしていて下さい」

　麻あさ奈なの返答はまさに、とりつくしまもない。

「ヒロ、今日はのんびりだな！」

　そう声をかけてやって来たのはヒロの友人、柿かきの木き太た輔すけである。彼とは面識がない麻奈は、ヒロを一いち瞥べつしてさっさと先に行ってしまう。一方の柿木も、そんな麻奈の存在を敢あえて気にしないフリをして、ヒロと話す。

「クラスの発表、もう見たか？」

「いや、これから。柿木は？」

「もう見た。お前とは別のクラスみたいだ」

　そうかとヒロは、ちょっと残念に思う。

「入学早々で大変だよなあ……何だか」

「んな深刻ぶるなよ。ヒロは問題ないって。俺おれの方も『東京湾巨人』の話できるヤツ増えて、好都合なくらいだし」

「東京湾巨人？　……ああ、そういう名前で落ちついたんだ？」

　ちょっとヒロが苦笑すると、柿木は不思議そうな顔をする。

「何言ってるんだ？　元からタイトルは『東京湾巨人』だろ？」

「え、タイトル？」

「いや、うん。だから映画の……。あれ、ヒロは見に行ったって言ってなかったか？　史上空前絶後の大ヒット、ってテレビで。――あれ？　ヒロもあの映画見てると思って、前にも会話したような記憶が――」

　柿木自身も困ったように言う。

　混乱するヒロはひとまず、柿木に慌あわてて答えた。

「ごめん。何か暑さでボンヤリしてたみたい。アレのことね」

　その言いつくろう姿が気落ちして見えたのか、柿木はポンとヒロの肩を叩たたいた。

「クラス替えのことはしょうがない。また何かあったら、前のクラスの連中で集まればいいじゃん。その時にはお前にもちゃんと、声かけるからさ」

「ああ、うん。よろしく頼むよ」

　ヒロはひとまずそう答えた。色々と誤解もあるのだが、柿木の気持ちは素直に嬉うれしい。柿木も頷うなずく。

「じゃあな。俺のクラスで何かあったら教えるから、そっちも何かあったら話してくれ」

「分かったよ。じゃあ」

　ヒロは軽く手を上げて、校舎へ向かう柿木と別れる。

　だが内心ではすぐには、混乱から回復できなかった。巨人・秋あき津ず洲しまとアルゴスの戦いを、大勢の人間が見た。その記憶がいつの間にか、『そういう映画を見た』という話にすり替わってしまったのだ。改めて、途方に暮れる。

「それが『国家』という魔術の力ですよ」

　麻あさ奈なの声に、ようやくヒロは我を取り戻した。どうやら彼女は辺りをぶらりと一周して、時間を潰つぶしていてくれたらしい。

　とりあえずはヒロも、ここに突っ立っていても仕方がない。麻奈がクラス発表の場へ行くよう促すので、ヒロは歩きながら訊きいた。

「国家という魔術って――。つまりここの統治者の无耶志国ムサシノクニの方で、何かやったってこと？」

「そうです。人々の記憶は消せませんから、現実の方を変えたんですよ。十二年前の事件にしても、こうやって事態の収拾が図られた」

「でも今回のことって、俺おれ自身の現実は、何も――」

　反論するヒロに、麻奈は頷うなずいた。

「つまりはこれこそが、我々がこの土地の人間ではないということの証あかしです。无耶志国ムサシノクニの魔法は、私たちにはかからない。同時にあなたは一国の王、独立した存在だ。それでいいんですよ。――慣れて下さい。どのみち人間というのは、全く他ほかの人間と同じようには、人生を歩むことなどできませんよ」

　いつもの嫌味な調子は変わらないものの、それでも麻奈は慰なぐさめるように言った。

　ヒロも気を取り直して頷く。

「まあ悪い方にばっかり考えても、しょうがないしね。今日から新クラスなんだし、出会いに期待して、新しい友達づくりに専念するよ」

「そちらもそう簡単にはいかないと思いますが……」

　いきなり麻奈は否定してくる。出鼻を挫くじかれたヒロは、「何で？」と訊く。麻奈は答えた。

「これからあなたが行くのは、先日の転校生たちばかりのクラス。――要するにあなたの監視を目的にした、『魔法の世界を知る者たち』が集められたクラスです。おまけに彼らは、出身地がそれぞれ違う」

「出身地って、何か問題なの？」

「はい。敵対している国もあるんです。そういう利害の全く一致しない人間を、教室という一つの部屋に閉じこめるわけですからね。随分と面倒なクラスになりますよ。楽しみなのは、世界であなた一人だけだ」

「そうかな？　それはそれで、面白い人もいそうだけど」

「面白い、ね。……その面白い一人に殺されかけてから、まだ半月と経たっていませんが」

　そう言われるとヒロも、ぐうの音も出ない。

　ちなみに麻奈が言っているのは、転校生としてやって来た風かざ祭まつり出海いずみのことである。目の細い忍法使いである彼は、刺客としてヒロの前に現れた。

　ただ現在はヒロが出海いずみの主人・大だい道どう寺じ繁しげ長ながと和解したため、ひとまず命を狙ねらうようなことはない。もちろんその風向きもどこで変わるか、分からないところはあるのだが。

「まあ私には関係のない話ですがね……」

　そう麻あさ奈なは他人事のように言った。ヒロは肩を落とす。

「……余裕があっていいね、真ま名な辺べさんは。もし一緒のクラスになったら、その時は頼りにしてるよ」

「それはありませんね。私は絶対、別クラスです」

「……そうなの？　どうして？」

「はい。実は共同して作った特別待遇者の名簿があって、それが今回のクラス替えに反映されているわけです。いわば隔離クラスであるそこに、私も入っていたんですが――」

「が？」

　麻奈は説明しながら人差し指を立てる。

「そこから私は、自分の名を削除しておきました」

「……どうやって？」

「夜中に職員室に忍び込みましてね」

「犯罪だよそれ」

「この場合は正当防衛と言います」

「違うし」

　つき合いきれないと、ヒロは少し早歩きにクラス発表の掲示板に向かった。

　だがそこにあった結果は確かに、麻奈の言った通りだった。

　転校生ばかりを寄せ集めた特別クラス。知らない名ばかりで、ちょっとがっかり来てしまう。

　しかしだからこそだろうが、見知った名をすぐに見つけた。『長な川がわ　律りつ』の名前が、ちゃんとヒロと同じクラスにあった。

　彼女の身にもいろいろ変化はあったが、ヒロにとっては何をおいても入学以来の友人である。

　さらにその名から下に降りていくと、『真名辺　麻奈』の名前がある。ナ行とマ行は近く、すぐだ。

　ヒロは隣にいた麻奈を振り向いた。

「同じクラスみたいだね、真名辺さん」

　そう穏やかに呼びかける。その時の光景――いや麻奈の顔を、ヒロは一生、記憶しておこうと思った。何せ真名辺麻奈が『知らずに梅干しを食べたような顔』で硬直しているなどというのは、滅めつ多たにあることではない。いや実に愉快痛快な出来事であると言える。

「そんな馬ば鹿かなァ……！」

　言こと葉ば尻じりを大きく上げたまま、麻あさ奈なは黙り込んだ。そして右へ左へ、一定間隔で目を左右に動かす。その不審な挙動を、麻奈は何度かくり返す。

「……何してるの、真ま名な辺べさん？」

「シッ！　話しかけないで下さい。もう少しで目が覚めそうな気がする……」

「夢じゃないよ」

「夢じゃないような気がする夢です」

「相変わらずとぼけたことを言っているな、真名辺」

　背後からの聞き慣れない声に、ヒロと麻奈は振り向いた。そこにいたのはすっきりした背筋の男子生徒である。

　顔の作りはどこか垢あか抜ぬけない――悪い言い方をすれば田舎者っぽい。だがその声には歳としに似合わない落ち着きと、それと相反した『勢い』のようなものがある。ヒロは彼と、連休前の一日だけ会っていた。

「えっと……」

「喜き連つれ川がわだ。級友として改めて挨あい拶さつしたいんだが、いいかな？　転校してすぐ休みで、ほとんど話すチャンスがなかった」

　妙に堅苦しく、彼はそう言った。あまりに表情通りなので、ヒロは何だかおかしくなってしまう。



    

  
    
      



    

  
    
      「そうそう喜き連つれ川がわ君だ。変わった名字だよね。名前の方は何て言ったっけ？」

「いや俺おれは喜連川だから、そう呼んでくれればいい。名前に意味はないな。俺は喜連川の駒こまのつもりでいる――」

　言いながら彼はハッとした表情になる。

「ちょっと不自然か？」

「不自然っていうか不審かな……高校生としては」

　やはりあまり、普通の人でもないらしい。

　ヒロは目をしょぼしょぼさせたまま、肩を落とした。一方、喜連川は麻あさ奈なを振り向く。

「しかし真ま名な辺べは危ないところだったな」

「……何がですか？」

　突然の切り出しに、麻奈が不思議そうな顔をした。喜連川は「うむ」と男らしく頷うなずく。

「実は『特別者名簿』というものを、関東各国協議で作成し、学校側へ提出していたんだがな。それが何者かに改かい竄ざんされた。真名辺の名だけ消えていたんだ。幸い、きわどいところで俺が気づいたので、教師に頼んで戻しておいた」

「いや、あの……」

「どこの誰だれだか知らんが、酷ひどい奴やつがいるものだ。――あと一歩遅かったら、真名辺だけが別のクラスになっていたところだった。荏原国エノハラノクニはまだ極小国とは言え、こういうやり方は俺としても落ち着かない」

　いいことをしたという顔の喜連川に対し、麻奈の方は無味乾燥の無表情である。

「……ええと。つまりあなたの仕業なんですね？」

「仕業？　どうしたんだ？」

「こっちのセリフですよ。いえ……やっぱり何でもありません。もうこれ以上この手の人間には関かかわりたくはない」

　ヒロは二人を、交互に見る。

「えっと、お互いに知り合いなの？」

「はい。以前、彼の地元の毛野国ケヌノクニで、異キ形マ生イ物ラ退治を引き受けたことがあったんですよ。喜連川君はその時の地元の案内人で荷物運びをしてくれた一人です」

「荷物運び？　いやあれは……毛野国ケヌノクニとしては極めて正式な軍事出動だったんだぞ？　顎あごで使われたが――」

「じゃあ駄目ですね」

「駄目って言うなよ」

　喜連川と麻奈の言いあいにヒロはしばし呆ぼう然ぜんとし、次の瞬間ハッとして眉まゆをひそめた。

　困惑する。

　自分は今、自分の知らない麻奈と喜連川の関係に、ちょっと嫉しつ妬とを覚えていた。よりにもよって麻あさ奈なのことに対してである。それも、こんなつまらないことでだ。信じられなかった。

　――小学生か、俺おれ。

　そんな苦悩も知らぬげに、喜き連つれ川がわは麻奈に言う。

「しかし仕官するでもなかったお前が国くに興おこしとは、正直驚いたな。真ま名な辺べ麻奈は根無し草のようなものと思っていたが……」

「私は根無し草ですよ。私があなたにそう言ったんです」

「誰だれか捜しているっていう噂うわさを聞いたが？」

「秘密です」

　麻奈の答えに、喜連川は腕を組んだまま「なるほどなあ」と悩みながら言った。一体何が『なるほど』なのか、おそらく本人も分かってはいない。そういう顔をして、喜連川は麻奈に視線を向ける。

「――だが今は、一所にいることを選んだ？」

「不本意ですが、まあ世の中には『しょうがないこと』というのがあります」

「なるほど。じゃあ全すべてが終わって一段落ついたら、今度は俺の地元の方に来てくれないか？　喜連川に力を貸してもらえれば助かる」

　その申し出を面白そうに、麻奈は笑った。

「私に対してのそういう要請は、愛情の告白と変わりませんよ？」

「やけに重いな。……まあそう取ってもらっても、俺は構わないが」

　ボソリとだがはっきりとそう言った喜連川に、ヒロは無言のまま衝撃を受ける。麻奈は企たくらみ顔でニヤリと笑った。

「……いいですね。喜連川家を乗っ取るというのも、案外悪くないかもしれません」

「そんなことまで許可していないが……。まあできる力量があるなら、やってもらって構わんぞ。喜連川はそういう者こそ求めている」

「まあ全部冗談なんですがね」

「冗談か！」

　ヒロと喜連川が同時に叫ぶ。麻奈は悪びれもせず頷うなずいた。

「私はもう決めた人がいると、前に言ったでしょう。あなたにも、立たつ木き君にも」

「え、あれってそういう意味なの!?」

「そういう意味ですよ。『彼』がガッカリするので、喜連川家制覇はナシですね。……何でそんなに驚いた顔なんです？」

「いや……真名辺さんが誰かに気を使うの、すごく意外だなって思って」

　ヒロはしどろもどろになって答える。入れ替わるように、喜連川が身を乗り出した。

「相手の男の方は、もう承知したのか？」

「いえそれが、そもそも会うのに難儀していまして」

「フラれたら喜き連つれ川がわに来い！」

　麻あさ奈なは喜連川の腹を思い切り蹴けり飛ばした。

「国ごと滅べばいいのに。喜連川一族」

「それでも喜連川という一族には、新たな風が必要なんだ……」

　全く油断していてもろに蹴りを食らった喜連川は、腹を押さえて悶もん絶ぜつしたまま言う。だが麻奈は息をついた。

「あなたの都合ではね。話になりませんよ」



　この三人を、少し離れたところから見ている一人がいた。

　彼女はヒロや麻奈の同級生にして、『荏えの原はらの新国』の騎士――長な川がわ律りつである。

　律はつい先日、国連認定勇者という、ありがたいのか馬ば鹿か馬ば鹿かしいのかよく分からない役職についたばかりだった。しかしこの場の律の姿から、そういった立場を想像する者は皆無だろう。

　他ほかと代わり映えしない半はん袖そでの学生服に、風に流される長いポニーテールが舞う。普段の律は、あふれる快活さと行きすぎた公正さでちょっとした変人扱いをされているただの高校生だった。そんな彼女はこの時、少し卑いやしいことを考えていた。

　どうやら転校生・喜き連つれ川がわ尊たか照てると真ま名な辺べ麻あさ奈なは、旧知の仲らしい。そして肝心の立たつ木きヒロは会話に混じれず、あぶれかかっている。

　――ナカナカいいかもしれない。

　そう考えてしまう。

　何せ律にとってはここのところ、ただの友人であった立木ヒロの見方は、随分と変わってきていた。

『人知れずしっかり者』とは、以前からも思っていた。だが打って出る時には危険な賭かけでも打って出る。そんな度胸なのか無む茶ちや苦く茶ちやなのかよく分からないところを見てから、律の中でヒロの存在感が変わってしまったのだ。

　律はヒロの危なっかしさの分を、守り補いたく思う。しかし同時に、自分ではできないことを成し遂げてしまう姿を、とても尊いものに感じる。つまりは現在のヒロに、保護欲と被保護欲を同時にかき立てられてしまうのだ。

　そして二人で、この世界にどこまで通用するのか力試しをしたい――そんな願望を漠然と感じるようになっていた。

　しかしイカンイカンと、律は首を横に振る。

　私欲を友人関係に持ち込み歪ゆがめるなど、律にとってはもってのほかの行いだった。

　――ボクは気合いが足りてない。

　そう勝手に落ち込んだ気分で思う。

「あ、長な川がわさんおはよう」

　ヒロに見つけられ呑のん気きに声をかけられた律りつは、ビクリとする。反応できないうちに、今度は麻あさ奈なと話していた喜き連つれ川がわが、どんどん律の方へやってくる。

「君が長川律か？」

「ああ、そうだ」

　うわずった声で返してしまう。しかし引っ込みがつかない。

　一方の喜連川の方は、立ち止まると上から下まで律のことをジロジロと見回した。

「な、何なんだよ!?」

「あ……いやすまない。見覚えがないかと、記憶を探さぐっていた。剣道の中学大会でお互いすれ違う機会もあっただろうに、女子というだけでノーマークだったからな。俺おれの目も節穴だ」

「剣道？」

「ああ。実は俺も剣を使う。いろいろ話を聞きたいのだが、いいかな？」

　そういうことかと、律はようやく納得する。

「構わないよ」

　許可を得た喜連川は、今度はヒロの方を向くと几き帳ちよう面めんな表情で言った。

「彼女のこと借りていいかな？」

「別に俺の許可はいらないよ」

　ヒロは苦笑して返す。喜連川は「そうか」と真ま面じ目めな顔で頷うなずいた。「では」と律を促し、二人で校舎へと向かいながら、まずは自己紹介を始める。

　――そんな喜連川の一連の行動を、物陰からじっと見ている者がいた。

　風かざ祭まつり出海いずみである。

　彼は、この学校の建つ土地・无耶志国ムサシノクニの忍しのびである。そして先の事件からずっと、ある事情で喜連川を見張っていた。

　これに対して喜連川も、監視する出海の存在にすぐ気づいた。出海を威嚇するように睨にらみ返す。出海は薄く笑うと、その場を去っていった。

　一連の一瞬のやり取りに気づいた律が、不審そうに問う。

「どうかした？」

　喜連川の方は「何でもない」と返した。だがその表情は硬かった。



　とにかくこんなことは我慢できない。――というのが麻奈の主張である。

　早速というか何というか、彼女は職員室へ抗議に行ってしまった。今からでも「クラスを替えろ」と言ってくるらしい。

　ヒロは止めたのだが、麻あさ奈なの方は聞く気もない。こういう時の行動力は、麻奈もなかなか大したものなのである。

　――でも理由とか根拠とか、どう説明するつもりなんだろう。

　そうヒロとしても、思わず考えてしまう。

　ひとまずこれは、真っ当なクラス替えの結果ということになっているだろう。一生徒の抗議を教師が受けつけるとも思えない。だからといって魔法だの何だのと説明するわけにはいかないのだ。この学校の教師は魔法で動く世界のことなど、知りはしない。つまり麻奈には抗議のための糸口すらない。

　ともあれ、一人残されたヒロは教室へと向かった。

　新しいクラスは、元の教室と同じ本校舎二階の二つ隣。階の一番奥である。

　その入り口に立ったヒロは、ちょっと緊張して扉を開ける。中は転校生ばかりが集められたクラスだけあって、ようやく八割ほどが学校指定の制服だった。

　そしてそんな彼らは、教室に入ってこようとするヒロを一斉に振り向く。何十という視線を向けられ、ヒロの足はそこで止まった。

　――とんでもないことになっちゃった、ってことなんだろうなあ。

　改めて、そう思う。

　全員がそれぞれの所属する集団へ忠誠を抱いだき、それ以外の生徒への牽けん制せいで、目をギラギラさせているのだ。彼らのその必死さは、およそ高校生らしくない。

「入らないのかい？　立たつ木き君」

　ヒロのすぐ背後から声。驚いて振り向いた視線の先にいたのは、風かざ祭まつり出海いずみだった。同時にヒロは、自分が教室の出入り口をふさいでしまっていたことに気がついた。出海と連れだって、教室の扉をくぐる。小さく笑って、出海は言った。

「いちいち気にすることはないよ、立木君」

「いやでも……正直なかなか、慣れないもんだね。こういうノリ」

「慣れるさ。もう一ヶ月もすれば、立派にこっちの世界へ仲間入りだ。それよりまた同じクラスになれて嬉うれしいよ」

　出海はタチの悪いニコニコ笑いで、心にもないことを言う。笑顔でいながらその手を入れたポケットには、手裏剣だの何だのがゴッソリと入っているのだ。

　いや武器などは、どうでもいい。真に恐ろしいのは出海自身の追跡能力である。彼は一度食いついたら二度と離れない。直接手を出さずに相手を精神的に自滅させられるという、実に嫌な特技を持つ。

　ヒロは引きつり気味の笑顔で、どうにか出海に頷うなずいた。

「こちらこそ、よろしく」

　すると出海は含むところがあるかのような、薄い笑みを浮かべた。

「――じゃあ新クラスのよろしくついでに一つ。いいかい、立たつ木き君。闇やみというのは、親しげな顔をしてすり寄ってくるものだよ。十分に注意することだね。これは忠告だ」

「何の話？」

「分からなければいいさ。憶おぼえておいてくれれば」

　出海いずみはヒロの反応を気にした風もなく、軽く手を振って教室の適当な空席へと向かった。

　ヒロは鼻で息をつく。

　出海は『親しげにすり寄る』と、揶や揄ゆするように言った。なら素直に考えれば、出海が言っているのは喜き連つれ川がわのことだろう。今朝の時点では、他ほかに該当する人間がいない。

　その喜連川はすでに教室にいた。今は数人の同級生と円陣を組むように座っており、何やら真剣な顔で話し込んでいる。その集団には随分慣れた雰囲気があるので、おそらく同郷の者同士だろう。

　確かにヒロにとって、喜連川は苦手といえば苦手なタイプだ。しかし出海が『闇』と言うほど、裏がある性格には思えなかった。それを言えば出海の方こそ、光すら吸い込むブラックホールだ。

　――いま考えても、仕方がないか。

　そう考え直し、教室の空席を探すヒロは、その途中で今度は四し方ほう邦くに城たちに気がついた。

　喜連川尊たか照てると同じ一日遅れで転校してきた、もう一人の方である。

　彼の眼鏡めがねをかけた線の細そうな外観は、よく言えば知的で繊細――悪く言えば薄情で冷淡な印象があった。

　ちなみに彼は、まだ前の学校の制服のままだった。それもあってか、クラスに馴な染じまず浮いている感がある。もっともヒロが彼に注目するのは、全く別の理由からだった。

　実は以前、風かざ祭まつり出海が話してくれた情報によると、四方ははるばる京都から来た神じん祇ぎ官かんということらしい。――この『神祇官』という肩書きがヒロはよく分からなかったが、勝手に神社の神主か何かだと解釈をしている。

　問題はその四方が、无耶志国ムサシノクニの本拠、府ふ中ちゆう屋や敷しきでひと騒動起こしたらしく――にもかかわらず、彼の住居の世話を、无耶志国ムサシノクニがやっているということなのだ。

　こちら世界の力関係というのが、ヒロには未いまだに理解できない。しかし四方は、有力者だった。ヒロとしても、対処の仕方を考えなければならない。

　――まあ追い追い、かな。それはそうと。

「立木君！」

　そう律りつの声に呼ばれて、ヒロは彼女の存在に気づいた。すでに席についた律は、自分の右前の空席を指している。どうやら知っている者同士、固まって座ろうということらしかった。ヒロは頷うなずくとそちらへと向かう。律の方はその間、頭のポニーテールをピョコピョコさせて、落ち着かない。

　――長な川がわさんも、何か雰囲気変わったかなあ？

　そうヒロは考える。一体どうしたのかと思うが、律りつの表情は一貫して明るいのであまり気にしないことにした。何か楽しいこと、嬉うれしいことでもあったのだろうと、そう思う。

「ここだよ」

　律がもう一度、自分の右前の空席の椅い子すを指し示す。気がつくとそのさらに左前には、頬ほお杖づえをついてふてくされた顔の麻あさ奈なが、すでに座っていた。ヒロが教室入り口でグズグズしている間に、職員室から戻ってきたらしい。この素早さでこの態度なら、教師には全く相手にされなかったのだろう。

　そして教室に来て、ヒロと同じように律に呼ばれたようだ。だが麻奈は、わざわざ律から席を一つ空けて座っている。

　――素直じゃない。

　ヒロは肩を落とした。

　ひとまず機嫌が悪そうな麻奈には話しかけず、ヒロは律に「ありがとう」と礼を言って、空席に腰掛けた。

　途端にポンと軽く、後ろから肩を叩たたかれる。

　律だと思い「何？」と振り向いたヒロは、そこにもう一人、見知った顔を見つけることになった。眼鏡めがね顔の女子、前のクラスの学級委員長、新につ田た玲れい子こである。ヒロの席の真後ろ、つまり律の真横の席に座っていることになる。

「立たつ木き君酷ひどいよね。全然気づかないんだから」

　確かにそうである。ヒロは本気でビックリしていた。ひとまず玲子はご機嫌斜めなので、ヒロは「ごめん」と謝った。

「何だかこのクラス、知らない人ばかりだから圧倒されちゃってて。普通の人がクラスにいると、思ってなかったんだ。安心したよ」

「普通の人？」

　不思議そうな玲子の横から、律が文句を言う。

「ボクは普通の人だよ？」

　さらに麻奈が机に突っ伏したままくぐもった声を上げる。

「私も普通です」

　――普通じゃないよ？

　そう黙ったままヒロは思う。だが口に出すと災いの元だ。ヒロは黙ったまま、改めてクラスの状況を確認する。

　ひとまず、連休の前後で急に転校してきた一年生が、三十人ほどいた。そして彼らはこの一つのクラスにまとめられている。だが、それだけではわずかに、一クラスとしての定員に満たない。

　そこで一般生徒の中から何人かが足されたようだった。そういう生徒の一人が、新につ田た玲れい子こということらしい。

　やがて予鈴が鳴り教室の前側の扉から、教師が入ってくる。

　ヒロたちの新たな担任は、見知らぬ金髪白人の外国人だった。

「みなさんの受け持ちのジョン・Ｑです。よろしく」

　外国人は全くよどみのない日本語で喋しやべった。まるで吹き替えのテレビ映画を見ているようで、ヒロは目をパチクリとさせてしまう。その間にも新教師は、黒板に『John Queue』と書いた。これが正式な綴つづりらしい。

「アメリカから来たばかりですが、よろしく」

　彼は自己紹介をそう締めくくった。だが学生たちの方は一様に『ナゼ外国人？』と驚きを隠せない。おまけにこの新担任はかなり若いというのがヒロにも分かった。多分二十歳を過ぎたぐらいではないかと思う。教育実習生のような歳としに見えた。日本の一般とは教師になる手順が違うのかもしれないが――と、ヒロは思う。

　問題なのはこの明らかに新任の外国人教師が、いきなりクラスの主担任に収まっていることだった。当の本人すら、どうやらそのことに戸惑っている様子である。

「それでは、ホームルームを始めます。クラス替え後の一時間目なので、一年生は全クラス、ホームルームになります」

　やはり教師ジョン・Ｑの話す日本語は流りゆう暢ちようだった。なのにいちいち説明しなくてもいいことまで説明する。高校生教師の経験自体が相当少ないのではと、ヒロは思うしかなかった。まるでそれを証明するかのように、ジョン・Ｑは小さなメモ帳――アンチョコを取り出した。

「まず最初にえー……、学級委員を決めます。誰だれかアヴァイラブル――ではないな、立候補する人いませんか？」

　教室はシンとなる。ジョン・Ｑは苛いら々いらしたように、手を大きく振り出した。挫ざ折せつ感かんに満ちた顔で独ひとり言を呟つぶやく。

「何ということだ。私の日本語が通じていないのか？　それとも国民性の問題か？」

　――いいから落ち着いて下さい。

　全員が等しくそう思っていた。

　ひとまず、ジョン・Ｑの日本語は、とても分かりやすかった。誰かが立候補してやろうという空気ではある。

　ただ彼らは、独特の事情を抱えていた。いろいろ地元の利害を抱えてこの学校にいるため、迂う闊かつに抜け駆けと取られるようなことはできないのだ。

「あの……立たつ木き君。私がやるっていうんじゃ、不ま味ずいのかな」

　後ろの新田玲子が、オドオドとそうヒロに訊きいた。彼女は妙な緊張感で満ちる教室を見回しながら、さらに隣の律りつへ小声で言う。

「雑用なら慣れてるし、先生困ってるし。立候補がないなら――」

「そうだね……。ボクからもお願いするよ」

「うん、俺おれも新につ田たさんが立候補しちゃった方が、よさそうな感じだと思う」

　ヒロは頷うなずくと、引っ込み思案な玲れい子この代わりに手を挙げ、教壇に向かって言った。

「ジョン先生――」

　その声で初めて、今まで知らんぷりだった麻あさ奈なが突然ヒロを振り向いた。その両目は驚きよう愕がくと非難に見開かれている。だがそうヒロが理解した時には、続きの言葉が口から出てしまったあとだった。

「――新田玲子さんを推薦したいんですが」

　今のクラスの状況を考えれば、学級委員長は何の利害も絡まない人間である方がいい。そうヒロは考えていたつもりだった。

　だがそのヒロの考えと行動に対する周囲の受け止め方は、完全に食い違っていた。ますますピリピリとする教室の空気に、ようやくヒロは理解する。

　新田玲子には問題はない。だがヒロが推挙したおかげで、彼女は『立たつ木きヒロの後押しがある』存在に変わってしまったのだ。

　教師ジョン・Ｑはチョークで黒板に『新田玲子』の名を、ふにゃふにゃの下へ手たな漢字で書いた。そしてさらに立候補を募つのる。

「他ほかには？」

　やがて一人、男子生徒が音もなく手を挙げた。喜き連つれ川がわだった。

　さらにその喜連川の動きで、一遍に教室が動き出した。三人目の立候補が出る。京都から来た四し方ほう邦くに城たちだった。彼の顔は何な故ぜか、輝くように喜々としている。喜連川のように仲間がいるわけでもないなのに、なぜそれほど楽しそうなのか。ヒロには理解しがたかった。だが四方の明るい表情は、もう自分が当選したかのようだった。

　そしてこの四方の動きが、さらに立候補を活発化させる。四人目、五人目と、次々と手があがり、ついには合計七人となる。教室は先ほどまでとうって変わり、騒然とした雰囲気となった。

「早速やらかしてくれましたね、立木君……。何てことだ……」

　机の上にグッタリしたまま、麻奈はそう呟つぶやいた。



　何だか酷ひどい新クラス初日を終え、部活もこなし、ヒロは家に帰ってきた。

　ちなみに今日の地域社会研究部は、細々とヒロ一人で部誌の準備をするだけで、終わってしまった。結構学生らしい、真ま面じ目めな一日である。

　というか、麻奈が「用がある」と先に帰ってしまい、部室に行けば律りつが待ちかまえていた。律りつはとにかく地域社会研究部を、部としてきちんと活動させたいらしい。

　そんなわけで、ヒロは上腕二頭筋をダンベルで鍛える彼女に監視されながら、ノートに部誌の原案をまとめてきた。ちなみに部室には部活用のパソコンなどというこじゃれたものはない。というか、そもそもコンセントがない。原稿をパソコンに打ちこんで印刷するのは、別の機会に視聴覚室に行ってやらなければならなかった。

　そんなこんなでようやく帰宅したヒロは、部活をサボって難を逃れた麻あさ奈なに、玄関廊下で呼び止められた。彼女は「セレモニーがある」などとワケの分からないことをヒロに言う。もっとも麻奈のワケが分からないのは、いつものことである。他人を翻ほん弄ろうするのが好きなのだ。

　そのまま来いという麻奈の指示に従い、ヒロは一階の居間へと向かった。そこには椅い子すに立てかけられた大きな四角い石板があって、隣にセシリアが立っている。

「あれ――もしかして」

　その姿形は、セシリアの使役する魔法の石鏡と同じである。しかし数百枚もある石鏡の中で、ヒロにとって特別な意味を持つものは一つしかない。

　待っていたセシリアも嬉うれしそうに、にっこりと笑った。

　合図のようにポンと手を打つと、無機質な石鏡は人の姿へと変わっていく。ショートカットのセシリアと瓜うり二ふたつ。――ただし少し大人っぽく感じる姿が、椅子に腰掛けた姿でそこに現れた。



    

  
    
      



    

  
    
      「霜そう夜や――」

「ヒロさん。……お久しぶりになります」

　妙に冷静な態度で、霜夜は言った。霜夜の再生は不可能とさえ思ったことのあるヒロとしては、拍子抜けしてしまう。しかし活動を再開したばかりで状況が分からないことだらけなのだろうと、ヒロは思い直した。早速、霜夜に説明し始める。

「実は霜夜がいない間、色々あって――」

「それは分かっています、ヒロさん。ちょっと待っていてもらえますか？」

　ヒロの言葉を遮さえぎるように霜夜は言った。ムスッとした無表情のままである。

　――何か怒ってる？

　ヒロが「ありゃ？」と思っている間に、霜夜は麻あさ奈なの方を向く。

「随分と私の家で、好き勝手にやってくれているようですね？」

「私がですか？　……ええ、もう私の家ですからね。それにしても好き放題とは――。私は国家運営のために、必要に駆られてやっているんですよ」

　いきなりケンカ口調の二人に、ヒロとセシリアは顔を見合わせた。

　実はもともと麻奈と霜夜の間には確執がある。そのことを二人とも知らなかった。霜夜は明らかに麻奈を敵視している。

「……とはいえいきなりのケンカ腰というのも、いかがなものでしょうか？　あなたに関かかわる事件は、もうとっくに全すべて解決したんですよ？」

「知っています」

「……なるほど。じゃあ私は非常に不愉快ですね」

「そこまで！　二人とも!!」

　セシリアはついに、無理矢理割って入った。霜夜はもちろん、麻奈も不満げな顔のまま一いつ旦たん黙った。だがセシリアの言うことだけは、麻奈も聞くのだ。

　セシリアは腰に手を当てて、霜夜に言う。

「折角直したのに、それはないと思う」

　お説教して椅い子すに腰掛けた霜夜の横まで行くと、霜夜の頭に手を当て、ねじ切るような勢いでヒロの方を向かせる。突然ヒロと目があった霜夜は、斜め下にクイッと視線を落とした。

「……」

「あ、あの霜夜。いろいろ勝手やっちゃって、その気に入らないこともあると思うんだけど。それは追々何とか」

「……はい」

　ようやく霜夜は素直に頷うなずくと、椅子から立ち上がる。そしてヒロの元まで行くと抱きしめ、「ただいま」と言った。ヒロは妙に緊張する。霜そう夜やのこの抱きつき癖も、随分と久しぶりだった。

　だがヒロが「うん」と答えて、霜夜の背を優しく叩たたくと、霜夜はそのままヒロをギチギチと絞め続け、床の上に押し倒した。

「ちょっと、あの何!?　霜夜？」

　袈け裟さ固がためがガッチリ決まり、ヒロは慌あわてて足だけをバタバタとする。しかし霜夜はヒロの抵抗さえ上う手まく利用したかと思うと、今度はあっという間に上かみ四し方ほう固がためまで持ち込んだ。そのあいだ全く無言のまま、ただ延々と絞め続けている。

「俺おれに怒ってるの？　実はやっぱり、俺に怒ってるの!?」

　ヒロはもうどうすることもできず、何とか口先でこの状態を脱しようといろいろ話しかける。しかしやはり霜夜は無言のまま。

「……痛そうなスキンシップですね。義理とはいえ、滑こつ稽けいな姉弟きようだいだ……」

　見物を決め込む麻あさ奈なに、ヒロは涙目で訴える。

「見てないで、ちょっと助けて」

「善処させてもらいますよ」

「何その言い方!?　ていうか何？　……何で笑ってるの!?　ア、アイタタタ！」

　言ってる間にも、絞めつけはますます厳しくなる。



    

  
    
      



    

  
    
      　身動きできないどころか息すらできず、ヒロは甲高い悲鳴を上げた。



　セシリアはそんな二人に、真っ赤な顔で後ずさる。

　今は霜そう夜やの自由にさせているが、その感覚はセシリアも共有しているのだ。大胆だな……とそう思う。決断が早く、遠慮がない。

　だがセシリアは、そんな霜夜のヒロに対する表現力を、羨うらやましいと思っていた。

　そう、表現する力だ。

　すでにセシリアは、ヒロの手によって鏡像国家テスカトリポカから解放された。されてしまったのだ。――だから同時に失ったものもまた、確かにあった。

　それは例えば、鏡像国家の生み出す永遠の若さであり、尽きることのない永遠の命である。さらにどんなことでも見聞きできる万能の認識力や、あらゆる姿となって世界の命運に介入する行動実現能力だ。

　それは何もかもが可能な、万能の力だった。だが『そういうもの』は、もうすでにないのだ。

　後悔はしていない。しかし『ない』という事実は事実である。これからセシリアは、少しだけ特殊な能力を運用できる、普通の人間として生きていかなければならない。その方法を考えなければならない。

　自分がどのような人間で、誰だれに何を望むか。それを伝えていかなければならない。

　だがなかなかそうはいっていないのが、現実である。セシリアは世界に対して一歩引いてしまう。本当はどこか、逃げてしまっている――。

　いま目の前にいる霜夜は、セシリアの分身である。

　霜夜がヒロに対して抱いだく好意は、そのままセシリア自身の好意だった。

　霜夜はヒロに抱きついて押し倒している。同時に何かわだかまりがあって、それを分かりにくい形で思いきり相手にぶつけている。――なぜここまで鏡の霜夜の方が、生き生きとして見えるのか。

「どうしたんですか？」

　顔を覗のぞきこむ麻あさ奈なに、顔を真っ赤にしたセシリアは何とか頷うなずいた。ひとまず「何でもないよ」と答える。

　フム、と麻奈はまだ霜夜と床でドタバタしているヒロを見下ろす。延々と絞め技をかけられるヒロは、顔を赤くしたり青くしたりで忙しい。

「……まあこのバカはほっといて」

「バカって……！」

　麻奈はヒロの反論を無視して、セシリアに言う。

「立たつ木き霜夜の鏡像リフレクシヨンを纏まとえるかどうか、実験してみましょう。セシリアにはこれから、日本人の姿になって学校の方に来てもらわないといけません」

「う、うん……」

　セシリアは硬い表情のまま、小さく頷うなずく。そのために霜そう夜やを甦よみがえらせた。これからはもう、一人で留守番する必要はないのだ。

　今まで待ち望んだことのはずなのに、だがいざとなってみると心細い。

　気がつくと麻あさ奈なは見抜いたような目で、唇の端で小さく笑っていた。

「……自分が『誰だれかのようではない』ことを、恥じる必要なんかないんですよ。どこにも『普通の人間』なんてのはいない。そういう存在があると、思いこんでいるだけです。だから自分自身に訊いて、いま必要なものを手に入れていきましょうよ。そうすればすぐにセシリアの姿、セシリアの名で、学校へ行くことができるようになりますよ」

「うん……」

　セシリアの返事に麻奈は満足そうに頷くと、床の上の霜夜に近づく。

「では、そこらでお終しまいにしてもらいましょう。社会復帰者養成ギブス！　……全く、いつまでやっているんです」

　そう言いながら麻奈は、霜夜のつむじの辺りを指で突く。途端に霜夜の姿はかき消えて、黒曜石の鏡に戻った。

「そんなところに弱点が！」

　叫んだヒロのおでこに、支えを失った石鏡がすぐさま落ちてきて、強打する。ヒロは床で悶もん絶ぜつすることになった。麻奈は心底困った人だという態度で、ヒロに言う。

「……何を遊んでいるんです。修理したばかりなのにまた壊す気ですか？」

「今のって俺おれ、悪くないじゃん……」

「そうでしたか？　まあいい。ちょっとそちらの端、持ってもらえますか？」

　麻奈は雑な仕草で、ヒロに協力を要請する。二人は一緒に、石板と化した霜夜を机の上まで持ち上げた。その隣には石板にくくりつけるためなのか、革ひものベルトのようなものが、すでに用意されている。

　麻奈は金具にあわせて石板をベルトで締めていき、最後にそれをセシリアに背負わせた。仕上げとしてきちんと固定できているか、揺すって確認する。

「……大丈夫そうですね。ではもう一度」

　麻奈が石板の表面を押すと、再び霜夜の姿が現れる。今度は石板ごと、セシリアの体を覆おおうように出現した。

　ああ、とヒロが感心したように言う。

「本当に霜夜が一人でいるみたいだ」

　麻奈はセシリアの身体からだが鏡像リフレクシヨンからはみ出していないか、あちこちをチェックする。そしてセシリアに言った。

「背中側は石板を背負った分、やはり膨らんでしまいますね。凹面鏡効果で、へこんで見えるようにしましょう。あと、ちょっと動いてみてもらえますか？」

　セシリアは霜そう夜やと一体化した自分の手のひらを見て、その手をひっくり返す。次に身体からだを左右にひねってみて、クルクルと奇妙な動作を一通り確認する。麻あさ奈なはそれを見て、満足そうに頷うなずいた。

「完全に動きがシンクロしていますね。大丈夫みたいだ。苦しくないですか？」

『うん』

　内部のセシリアが頷いたのだろう。霜夜も頷く。

「身体や発言のコントロール権をどちらが持つかは、セシリアたちの方で決めて下さい。今は半強制的に同一化させてますから――」

「ヒロさん……」

　霜夜が不気味な声を発して、またしてもヒロを足払いして押し倒す。そのまま片十字締めになだれこむ。ヒロと霜夜の中のセシリアは、同時に悲鳴を発した。

「真ま名な辺べさん、つむじ押して！」

『アサナ！　アサナ！』

　二人の悲鳴を完全に聞き流して、麻奈は騒がしそうに頭を振る。

「お茶でも入れますか……」

　そう呟つぶやきだけを残して、麻奈は台所へ向かった。



　川辺の夕暮れは、何事もなく更ふけていこうとしていた。

　すでに日の沈んだ夕空が、川の蛇行した水面に反射して赤黒い帯を作っていた。それを横切るように幾本かの光の橋が、かかっている。東京はいつも通りの渋滞で、光の橋にかかった一粒一粒の光の点は、なかなか動き出す気配もない。

　苛いら々いらとした赤いブレーキランプと、無駄に空費されて噴き出す排気ガス。それらの慰なぐさめになるものがあるとすれば、この日はいつもより風が少しだけ強かったことだろう。夕ゆう凪なぎの時間を終え、地上を吹き払っていく乾燥した強い風は、昼間降り注いだ都市の熱を、少しずつその力で清めていく。

　そんな川沿いの代わり映えのない風景を、ビルの給水塔の上から見ている影があった。

　換気扇の規則正しい回転音と、ビル内冷房の熱交換機から落ちる水の雫しずくの音。その眠りを誘うような穏やかな音に、人影――トリンキュローは耳を委ゆだねていた。

　奇抜な道化師の格好はいつものまま。見み栄え以外ではあまり役に立たない大おお鎌がまは、今は持っていない。今回は作戦行動ではない。仲間を待っているのである。

　――さっさと来いよ。

　憤いきどおりが通じたかのように、待っていた人影がようやく姿を現す。

　燕えん尾び服ふくに顔一面の赤い化粧。それがトリンキュローのパートナー、活動執行人・執事ステファノーの姿だった。

「早いな、トリンキュロー」

「あなたは遅い」

　仲間内なら妙な喋しやべり方は必要ない。素の口調でトリンキュローは言った。

　どうせ二人とも日本人なのだ。不機嫌を素直にぶつけられるのは気楽なものだった。執事ステファノーは懐ふところから懐中時計を取り出し見せる。

「私が時間通りだ。間抜けでないなら、予定は予定通り進める努力をしろ」

　トリンキュローは口答えせず、舌打ちした。ただ先輩筋に当たるステファノーに、直接の反論はしない。まずは素直に報告する。

「こちらでは最初の手を打った」

　暗くら闇やみの中でそう告げて、トリンキュローはゆらりと立ち上がる。

「立たつ木きヒロと同じ学級に紛れこみ、混乱の火種を埋め込むことに成功した。さらに今後も、打てる限りの手は打つ。奴やつの足下はすぐに火薬庫のような有様になる」

「今回は加減が肝心なんだ。やることの範囲を間違えるな、道化師トリンキュロー」

　心の中で『下らない』と鼻で笑う。その偉そうな態度が苛いら々いらした。

　トリンキュローは服の中に隠し持つ宝刀に、密ひそかに手を触れる。この執事もどきを、今すぐここで斬きり捨てたくなった。

　だが大仕事の前にゴタゴタはまずいか――と、そう思い直す。

「私は命拾いしたな」

　全すべてを見抜いている仮装の執事は、馬ば鹿かにしたような表情でトリンキュローに言う。頭に血が上ったが、まずは仕事のことを考えなければならない。

「……前提を整理したい。我々は目標を、長な川がわ律りつから立木ヒロへ完全に切り替える。神剣アレイオンの奪取について、私たちは一いつ旦たんそれをわきに置く」

「ああ」

　執事ステファノーは頷うなずいた。

　彼らの主あるじ、天王星カイルスは、今や立木ヒロにご執心である。彼に関して、何もかもが上う手まくいきすぎている。そう感じているのだ。

　何者かが立木ヒロを軸に、力の結集を行おうとしている。

　これを企たくらむのが水星メリクリウスではないか――というのが、天王星カイルスの想定である。天球儀会ソシエタス・スフアエラの内部に、裏切り者がいるのだ。

　だが今のところはまだ、確たる証拠は掴つかんでいない。水星メリクリウスがどういうルートで立木ヒロと繋つながるのか、それが判明していない。

　そこで今回トリンキュローたちは、積極的に立木ヒロを危機に追い込み、これに対する水星メリクリウスの行動を監視しようということになったのである。

「――要するに、身内の足の引っ張り合いか。そもそも天王星カイルスの爺じいさまは、水星メリクリウスに大恩があるそうじゃないか。今回の追加調査で初めて知った。――そうなると、道義をないがしろにしすぎではないかな？　私には理解できない」

　トリンキュローは、肩をすくめる。

　詳細は不明だが天王星カイルスは十二年前、長おさ・木星ユピテルに対して失敗を隠いん蔽ぺいしようとした。これがばれて、彼は一度、完全に失脚しているのだ。

　だが、もはや破滅寸前だった天王星カイルスを救い、その地位を引き上げるのに尽力したのが他ほかならぬ水星メリクリウスだった。彼は天王星カイルスにある新たな重要職を与えるよう、取りはからった。それがつまり周辺外国や敵対地域、日本列島への対処を行う役職である。

　地上敵対勢力に対する全すべての対処を、天王星カイルスは一任されることになったのだ。当然だがそれは、巨大な権限と膨大な影響力を有する地位だった。

　おかげで天王星カイルスは、今や大幹部の処遇を受けている。

　だが、一度『手に入るのだ』と味を占めれば、人は止まらない。その最初の足がかりとして、まずは恩人の水星メリクリウスが踏み台にされようとしていた。

「組織の政治などというのは、そういうものさ、トリンキュロー」

　つまらなそうに執事ステファノーは言う。

「さもなければ一生飼い犬として、こき使われるだけだ。チャンスに攻め込めない奴やつは、一生負けたままだ」

「勝ち組結構だが、それならば自分でやってほしい。実際どうやって、立たつ木きヒロを追い込むんだ？　殺してしまうとまずいのだろう？　水星メリクリウス造反の証拠が消滅してしまう。だが立木ヒロの周りには今、无耶志国ムサシノクニやその他た勢力の人間も張りついている」

「だから今回は『迷宮』を使う。立木ヒロをこいつに閉じこめ、周囲から物理的に孤立させてしまう作戦だ」

　ふうん、と道化師トリンキュローは、気のない返事をした。

　何かと作戦の折に『迷宮を使う』――そう天王星カイルスは言いだす。天王星カイルス自身が迷宮蒐しゆう集しゆう家かであり、その実効性を試したがるのだ。趣味と仕事の区別がつかないのは小物の傾向である。

「迷宮は今回『カエル・ドロイア』を使ってもらう。これは私の方で用意する」

　執事ステファノーの言葉に、トリンキュローは顔をしかめた。

「たった分岐ノツト24のヤツか。せこいものだな」

「十分だ。そこに立木ヒロと戦闘用の異キ形マ生イ物ラを一匹、一緒くたに突っ込んでみる」

「せめて再生生物アンデツドぐらいは、用意できないのか？」

「何度も言うが、今回の目的を忘れるな。隔離して、追い込むだけだ。あとお前も一緒に入るんだぞ？　脱出不可能な迷宮に、倒すのが不可能な怪物を入れて、どうやって帰還する？」

「……分かったよ」

　ヤレヤレと首を振り、道化師トリンキュローは化粧した目を細める。

「私が無理なく張りつくなら、しかけるのは学校で、だな。ただ実際の迷宮設置役は、あなたなのか？　できれば担任の外国人教師は外したいんだが」

「教師？」

「ああ。あれは魔術師だ。国連の竜ドラゴンと親交があり、知識も深い。迷宮『カエル・ドロイア』の解き方ぐらい、知っているだろう。時間稼ぎの迷宮が役に立たないのは困る」

　トリンキュローも、やる以上は成果を出したいと考えていた。執事ステファノーもまた、その慎重さにまでケチをつける気はないようだった。

「分かった。ならば外せるタイミングを探さぐろう。お前にも普段からその用心深さがあれば、生き残れる」

「どうも」

　トリンキュローは気のない返事をする。実際、最大の困難は、もっと根本的なところに残ったままのように思えた。

「――改めてだが、立たつ木きヒロと水星メリクリウスの接点はどんな形で現れる？　いやそもそも、この二人はどういう関係なんだ？」

「水星メリクリウスが立木ヒロの行動を操っている、というのが可能性として高いだろうな」

「本当にそれだけか？」

「どういう意味だ？」

　ふむ、と道化師トリンキュローは考えこみ、薄く笑う。

「……水星メリクリウスは鏡像国家持ちで、カドゥケウス伝令使の杖持ち。立木ヒロもまたカドゥケウス伝令使の杖を持ち、鏡像国家の女を身内にしている。そこまで行くと、何だかもう同一人物のようじゃないか」

　その言葉に、執事ステファノーは心底呆あきれた表情を浮かべた。

「歳としが全く合わないだろう……」

「だから魔法を使ったのさ。立木ヒロはこれから様々な力を取り込み、手に入れる。そして時間の魔法を使って、過去へ行く。過去で水星メリクリウスとしてやり直すのさ。そうすれば、唯一無二の神器、カドゥケウス伝令使の杖使いが二人いる理由が説明できる。おまけに水星メリクリウスはこれから先、立木ヒロの身に何が起こるか、正確に全部知っているってわけだ。その行動を予想し操るのは容易たやすい。何せ自分自身だからな――」

「水をさすようで悪いが、過去に遡さかのぼる時間魔法は存在しない」

　その言葉にトリンキュローは驚いた表情を浮かべた。もちろん適当なことを喋しやべっていただけだ。だが魔法の限界について、そこまではっきりと断言つきの否定が返ってくるとは、思っていなかった。

「そうなのか？　半分化け物みたいな魔術師がウジャウジャいる天球儀会ソシエタス・スフアエラなら、誰だれかが発明しそうなものだが。……だいたい時間魔法自体は、実際にあるじゃないか？」

「時間魔法というのは、時間停止・時間加速・時間遅延。この三つだ。不老長寿もこの一つ。しかし時間の流れの速度を変えるだけだ。遡さかのぼる方法はおそらく存在しない」

「おそらく、ね。消極的な否定だ。あなたが知らないだけという可能性は？　天球儀会ソシエタス・スフアエラの誰かがそれを開発して、隠れて使用している可能性は？」

「ないよ。そんな可能性はない。――お前はそんなに過去に戻りたいのか？」

　馬ば鹿かにしたように、執事ステファノーは言う。

「それは敗残した者の抱いだく願望だ。下らない妄想で時間を潰つぶすな」

「説教好きよりましだろう？」

　うるさそうにトリンキュローは言って返した。

　妄想？　分かっているのだ、そんなことは。

　――だが変えたい過去、なかったことにしてしまいたい事実。

　それがトリンキュローには、あまりにも多すぎた。



    

  
    
      
第二章





　翌朝。

　通学路を歩くヒロは、共に登校する霜そう夜やを振り返って言う。

「何か、すごく久しぶりの気がするよ」

　昨夜は色々あったが、かつてのようにギターケースを持って歩く霜夜もこちらを向くと、ヒロは思わず笑ってしまう。照れくさいが嬉うれしいので、そういう時は目をそらす必要がない。霜夜も微笑ほほえみで、答えてくれる。

「実際は、そう大した時間ではありませんでしたが――」

「意識がなかった霜夜はそうかもしれないけどさ。色々あったんだよ」

「いえ、そういうことではなくて。大変だったのは全部知っていますけれど――」

　霜夜は風の匂においを嗅かぐように、背を伸ばして言う。

「自分の時間と周囲の時間というのがあったとしてね、ヒロさん。自分と周囲を切り離して考えて、どんどん自分が『自分だけ』になってく必要はないんじゃないかなと思うんです。ヒロさんの一ヶ月は、他人にとっても一ヶ月でしかない。そのことを忘れると孤独ですよ？」

「うん……」

　朝から妙に意味深で、学校への道を歩きながらヒロは感心してしまった。

「それにしても――」

　霜そう夜やは周囲を見回し、やがて勝利者のように口元をほころばせる。

「誰だれかさんがいなくて二人だけで話ができるといいですね。開放的で」

「霜夜の中には、セシリアがいるけどね。真ま名な辺べさんとホント、仲悪いんだ……」

　ヒロは苦笑して返した。

　麻あさ奈なは今朝に限って、先に学校へ行ってしまった。気を利かせてくれている。二人の間に何があるのかヒロは知らないが、少なくとも麻奈には譲歩する用意がある。

「霜夜は真名辺さんとじゃ、上う手まくやれそうにない？」

「努力はしますけれど、苦手ですね。――そもそも『彼女が得意な人』というのが、存在するとも思えないのだけれど……」

　酷ひどいことを、困ったような顔で霜夜は言う。ヒロは再び苦笑した。

「まあ、努力してみてよ」

「ヒロさんは自分一人で男だから、簡単にそう言いますけれど……」

「そうかな？」

「はい。真名辺麻奈は我慢しているし、私に気を使っている。でも我慢している時点で、それはもう鬱うつ屈くつが始まっているということです。今のままならいつか決壊する」

「だとすると難しい問題だね。もっと長い目で考えないと、ダメか」

　うーんとヒロは思う。

　霜夜には霜夜の結論がある。だから仲良しのフリなどできない。それではヒロには何ができるのかを、考えなければならないだろう。

「霜夜――！」

　突然の金切り声で、呼び止められる。通学路の真ん中で、ヒロと霜夜は振り返った。

　声を上げたのは同じ高校、ヒロの知らない女子だった。多分霜夜の同級生――というか友人だろう。彼女はいきなり霜夜に抱きつくと「どうしたのー、どうしたのー」と連呼しながら、霜夜の髪を引っ張り、両耳を同時に引っ張り、鼻を引っ張る。

「イタタ。ちょっと……風邪こじらせただけだから」

　霜夜は長い休暇の言い訳を、友人に始める。同時に彼女の目を盗んで、ヒロに手振りで『ごめん』と謝ってきた。

　ヒロは頷うなずくと、騒がしい声を背後に聞きながら一人で先に学校へと向かった。



　だがその霜そう夜やは放課後になると、朝とは一変した不穏な表情で校舎裏に来ていた。

　そこは学校敷地を区切るのが、フェンスではなくコンクリ塀の一角だ。一日を通して日の当たることがなく、いつでもじめじめとしている場所である。地面には雑草の小さな芽が出るが、決して育つあてのない場所。

　他人に見つかりにくいこと以外、全く無用のロケーションである。だから霜夜は、最大限の警戒態勢にあった。内部にいるセシリアも同様である。

　彼女たちはある人物からの言づてによって、この人ひと気けのない場所に呼び出されていた。呼び出したのは无耶志国ムサシノクニの走そう狗くにして忍しのび、風かざ祭まつり出海いずみである。出海と直接会うのは、霜夜はもちろん、セシリアも初めてだった。

　ただ、先日の事件でどういう人間かは、よく分かっている。出海は一時とはいえ、ヒロの命を狙ねらったのである。警戒をして当然だった。

　やがてその出海が、神妙な面持ちでこの校舎裏に現れる。

「何でしょうか？」

　霜夜の冷たい声に、風祭出海は頭を下げた。

「是非とも、あなた方の力をお借しいただきたく……」

　その声は真しん摯しで、上げた顔は思いつめた表情。

　霜夜はむしろ困惑して、自分から出海に訊きく羽目になった。

「何なんですか……」

「はい。実は天球儀会ソシエタス・スフアエラの工作員、道化師のトリンキュローを名乗る人物が、すでにこの学校に学生として潜入している疑いがあります」

　もし事実ならば、霜夜たちにとってもとんでもないことだった。しかし出海の方は明言を避けた。

「疑い、ですか……」

「僕も忍しのびの端くれなので――。目星はつけていますが、証拠のない事柄に断定はできません。そこで対象人物に人をつけ、張らせてはいるんですが尻しつ尾ぽが掴つかめません。おまけに僕はもう、顔が割れてしまっている」

　――それは出海の勝手、出海の無能である。

　と、切って捨ててしまうのは簡単なのだが、それは霜夜もセシリアもやめておく。

　実際、相手が一度警戒に入ってしまえば、その追跡は非常に困難なのだ。

「細かいことは置くとして、相手の目的は？」

「まずは、先日奪い損そこねた神剣アレイオンの再奪取かと。奴やつはその持ち主・長な川がわ律りつに、別人の顔で接触を図っています」

「……なるほど」

　それでは霜夜たちにとっても、完全に他人事でもない。ただ軽率に動くこともまた、避けたかった。

「……どちらにせよ、私たちだけで決められることではありませんね」

「では立たつ木き君の方には僕から、直接交渉してもいいでしょうか？」

　全くためらいなく出海いずみは言い、その提案に霜そう夜やの方は言葉につまってしまう。出海は突然、嫌な手を打ってきた。

　仮に出海がこの話をヒロに持っていく。しかし多分ヒロは、霜夜とセシリアにやれとは言わない。自分がやると言いだすのだ。霜夜としてもセシリアとしても、ヒロを危険と気苦労に、あわせたくはない。

　――嵌はまってしまっている。

　失敗を悔いる霜夜に、出海は首を振った。

「そんな顔をしないで下さい。実は工作員・トリンキュローを放ほうっておくことは、立木君自身にとっても直接危険なことかもしれません。奴やつは本来、暗殺を生なり業わいとする者です。障害はためらいなく殺す」

「その情報の根拠は？」

「僕がトリンキュローと実際直接に戦った時、奴は特徴のある刀を使ったんです。調べてみたら北きた野の天満宮から盗まれた『安やす綱つな』だった」

「ヤスツナ？」

「名を『鬼おに切きり』という、千年前の刀です。さらにこれが使われたのではという刃にん傷じよう殺さつ人じんが、もういくつか起きている」

「……そちらの事件から、犯人像を割り出せていないのですか？」

「それが時期によって太た刀ち筋すじが、微妙に異なっています。全体像が掴つかめない。その筋の専門家に鑑定させればさせるほど、混乱していく状況です」

「そう……」

　霜夜は目を細める。

　出海の言わんとすることの真意は分かった。要するに複数犯なのだ。『時期によって』と言うなら、代替わりしているのかもしれない。

　――そういった極めて組織化された殺人集団の一人が、ヒロの近くに張りついている。

　霜夜としても、手を打っておいた方がよさそうな状況だった。

「分かりました。共同作戦といきましょう。ただ、くれぐれもヒロさんには」

「もちろん秘密にしますよ。彼には彼のするべきことがある。そういう人間です。こんなことに時間を使わせるのは勿もつ体たいない」

　素直に言う出海に、霜夜はちょっと意外な思いがする。

「そう？」

「ええ。僕と彼とは違う。もちろん『ああなりたい』と思ったことはありませんが」

　最後だけちょっと皮肉めかして言った。

　ひとまず出海いずみは、今回は友好的ですらある。その点で信用していいと霜そう夜やは判断する。

　――ヒロさんに言わずに他人に使われるのは、気が引けるけれど。

　ため息混じりに、霜夜とその中のセシリアは天井を仰いだ。そしてコンクリ製の建物の柱に、奇妙なものを見つけた。

　何度も回転しながらゆっくりと中心へ向かう、渦巻き模様。それが葉っぱのように四つあって、真ん中には三日月模様が描えがかれている。いや渦巻く海にいるボートだろうか？

　フリーハンドで描いたらしく、線がのたくっていた。

「こちらもすぐに仲間に知らせます」

　出海の声で、霜夜は意識を引き戻された。

「そちらも鏡像国家の誰だれかを、指定した場所で接触させて下さい」

「分かりました」

　霜夜は頷うなずいた。



　新クラスとなってから数日は、比較的平穏な日々が続いていた。

　その間でヒロにとって一番印象が変わったのは、やはり喜き連つれ川がわだろう。もちろんモサッとした外観は転校時と変わらないが、そういう第一印象はつくづく役に立たない。そうヒロは思い知った。

　喜連川は努力家でもあり、また外に向かっては礼儀正しい。さらに学生生活においては文武両道に長たけることを証明してみせ、一躍人気者となっていた。利害を超えて、彼を慕う者も増えてきている。彼はクラス替えの時点ですでに何人かの仲間がいたが、順調に友人を増やしていた。

　今では彼の元来の取っつきにくそうなところが、逆に愛あい嬌きように見え、また同時に頼もしくも思えるのだ。委員長候補として、そのリーダーシップは十分だった。

　ただその実力ゆえに、喜連川を絶対に認められない立場の生徒もいるらしい。だから相変わらず無言の緊張感というのは、クラス内に存在していた。この一点において、ヒロはやはり喜連川を委員長には推せないなと感じていた。

　もちろんこれは、喜連川が悪いわけではない。

　だが完全すぎるがゆえに、おそらくクラスは喜連川派と反喜連川派にはっきりと割れる。このことは騒動の元だ。

　消極的な理由になるが、委員長はやはり新につ田た玲れい子この方がいい。そうヒロは思う。

　一方、喜連川とは正反対に、評価を落としに落としているのが眼鏡めがねの四し方ほう邦くに城たちである。

　――この人は本当にどうしようもない。

　ヒロをしてそう匙さじを投げさせる、ある意味、怪人物だった。

　四し方ほうは冗談抜きで、何をしに学校に来ているのか分からない生徒だった。何せ授業の半分くらいは、無断欠席である。それも学校に来ているのに、フラフラと勝手に校舎内をふらつくのだ。あの麻あさ奈なですらこんな無法なことはしない。徘はい徊かい高校生なのである。

　彼もひとまず委員長戦には名乗りを上げているが、『論外』というのがクラス全員の一致した認識だった。候補は七人いるが、ひとまず六人のつもりで進んでいる。

　ともあれ、どうにも学級委員長は、話し合いでは決まりそうになかった。

　そのままもう、一週間が過ぎようとしている。

「で、しょうがないから、実力勝負による模擬試合で委員長を決めることになったよ」

　神じん祇ぎ官かんの四方が金曜の朝、そうにこやかに告げ、ヒロは自分の席に座ったまま絶句していた。

「いや、ちょっと待とうよ！　実力勝負って何？」

　四方は眼鏡めがねを押し上げ、悠然とした態度で言う。

「実はこのクラスの全員が、喜き連つれ川がわ君をリーダーとして推したいと思っている。そのことは君も分かっていると思う」

　ヒロは無言のまま頷うなずいた。確かにそれはそうだ。新につ田た玲れい子こに訊きいても、『喜連川君がいいと思う』という気弱な答えが返ってくるだろう。そういう雰囲気だ。

「……でも喜連川君が委員長になること自体が、混乱の火種をはらんでる」

「立たつ木き君も気苦労が多い。ただまあ、そうかもしれないね」

　本当に嫌味な口調で、四方は答えた。

「だから君は、中立の新田玲子を推したい。他ほかの候補者たち、その支援者たちも、同じように考えている。つまり結局どちらにしても、火種は残ってしまうんだよ。だったらこちらの管理下で、一度ぶつけ合ってみたらどうかと思うんだ。それで不満は昇華され、大分スッキリとするだろう」

「――『こちらの管理下』って。えっと、君が企たくらんだっていうこと？　君が主催者なのか？」

「そうなるね」

　四方は何度も頷いた。

　だがヒロとしては『困ったことになった』という気分しかない。

　聞いただけだと四方の言うことは、いかにも絶妙な案にも思える。しかし実際に気負った生徒たち同士が試合をして、何かの拍子に新たな遺恨を作り出してしまう可能性もある。デメリットが全く考慮されていない。

「駄目だと思う、それは」

「そうか、残念だね。でももう君の所以外は、全員の了解を取っている。試合は決まったことだから、不参加なら不戦敗だよ？」

　ヒロは一回分、口を開け閉めする羽目になった。言語道断とはこのことだ。落ち着くよう自分に言い聞かせ、ようやく次の言葉が出てくる。

「つまり参加は強制ってこと？　神じん祇ぎ省しようだか何だかのやり方ってのも、いつもそうなの？　事後承諾っていうのは不公平だし、ちょっと乱暴じゃないかな？」

「公正な試合さ」

　四し方ほうはわざとはぐらかす。ヒロはそんな彼を睨にらんだまま訊きいた。

「審判は誰だれになるの？　やっぱり主催者の君？」

「さすがにそうもいかないのでね。ジョン先生にお願いして、これもすでに了解を得ている。審判に関しては、誰からも文句は出ていないよ」

「……」

「で、試合は明日土曜の部活時間終了後」

「あ、明日!?」

　再びヒロは素すっ頓とん狂きような声を上げる。四方はおかしそうに笑った。

「いやー悪いね。他ほかの了解を取るのに時間がかかっちゃってさ。君のところへ言うのが遅れたんだ。夕方六時から、体育館一階の格技室で極秘裏にやるからね。団体戦だから、チームの五人選んでよ。あー、あと悪いんだけれどさ」

　気づいたように四方は言葉を切る。

「……代理立てられると試合の心理的な意義が薄いから、委員長に立候補する人は必ず選手として入れるよう、取り決めちゃってるんだ」

「えっ？　新につ田たさんも、試合に出なきゃいけないってこと？　――だって、他の候補はともかく、彼女は一般人だよ？　魔法だの国だのって、いろいろ知られちゃっていいの？」

「そうだよね。これはちょっとうっかりしていたな」

　一応反省するように、四方は言った。

「ただまあ、彼女一人くらいならどうとでもなるよ。それに、ちょうどいい機会かもしれない。彼女も学級委員長になるならクラスの実態を知っておいた方がいい」

「君は簡単に――」

　睨むヒロに、四方はあくまで気楽に答えた。

「なに、結局のところスポーツだよ。清く正しいスポーツ」



　そして翌日。土曜日の夕方、午後五時。

　家から学校へ向かうことになったヒロは一人、その途中で昇り始めた満月を見ることになった。他の面子メンツとは、学校で落ち合う約束をしている。

　協力を頼んだ一人である麻あさ奈なは「誰かさんのせいで、面倒臭いことに……」と一通りブツブツ言っていたが、恨みがましいわりにはすぐに行動へ移ってくれた。彼女は何やら部室で準備があると言って、荷物を持って先に学校へ行ってしまった。

　――まあ、迂う闊かつだったのは確かだよなあ。

　そう反省しながら、ヒロは学校への道を急いだ。

　普段なら絶対に登校はしない時間である。それを制服姿で通学路を行くというのは、妙な気分だった。だが校門まで来ると、同じようにゾロゾロと集まってくるクラスメイトたちと出くわす。もっとも顔を合わしても、気楽に挨あい拶さつをするような雰囲気ではなかった。

　校舎の方は、すでに完全にシンとしている。

　各部活とも土曜の活動は終了しており、教師を含め、校内の人間は全員帰ったあとだった。また今夜の学校当直は、試合の審判でありヒロたちの担任でもあるジョン・Ｑが、一人でやることになっているらしい。無用の騒動を避けるためだろうが、随分徹底しているとヒロは思った。

　校門を入った脇わきの花壇で、ヒロは他ほかのチームメンバーと合流する。どうやらヒロが、一番遅かったようだ。

　結局、新につ田た玲れい子こを推したいヒロたちのチームは、何とかギリギリで五人集めることができた。

　チームの構成は、先せん鋒ぽうが長な川がわ律りつ、次峰が真ま名な辺べ麻あさ奈な、中堅が風かざ祭まつり出海いずみで副将がヒロ自身。大将が全くの一般人・新田玲子である。完全に先行勝ち抜きが前提のチームだった。

　結局、できれば巻きこみたくなかった玲子にも、何とか事情を話し来てもらっている。あと、ヒロさえもちょっと意外だったのは出海で、彼は自分から参加させてくれと申し出てくれた。もちろんヒロは、こういう好意は素直に受け取っておくことにしている。

　ともあれ一いつ旦たん集合したヒロたちは、まず彼らの拠点である地域社会研究部に向かった。

　試合会場となる体育館・格技室とはちょっと離れているが、本校舎の北東の離れにある新校舎内の部室で、ヒロたちは試合の準備を行う。

　部室には、先に来た麻奈が何か持ち込んだようなことを言っていたが、元が散らかり放題の部屋である。何が運び出され何が持ち込まれたのか、もう把握することは諦あきらめていた。

　男女それぞれ順番に体育着に着替えを済ませ、五人は試合の場へと向かう。

　会場の格技室は、本校舎の西の体育館一階の板張りの部屋。いつもは剣道部などが使っている。ヒロは授業でもまだ使ったことがないので、入るのは初めてだった。

　すでに競技に出るらしい生徒たちは、準備を終え、この部屋に集まっていた。だが一歩その部屋に入って、ヒロは唖あ然ぜんとしてしまった。そして黙ったまま、隣の新田玲子を見る。心の準備すらない彼女は、全く意味不明という顔で呆ぼう然ぜんとしていた。

　――悪いことをしたなあ……。

　ヒロは改めてそう思った。

「来たのか、立たつ木き」

　そう真っ先に声をかけてきたのは、喜き連つれ川がわだった。

　彼は室内の他ほかの者と同じく、晒白の胴着に袴はかま姿、襷たすきと鉢はち巻まきを身につけていた。小さな差こそ様々にあるが、基本的には皆がこの格好である。うっかり学校指定の体育着で来たのは、ヒロたちのチームだけだった。

　だがそんなことよりも何よりも、一番異様なのはその腰に帯びた刀だった。どう見ても日本刀である。他の者たちも刀か槍やりがほとんど。この刃やいばに革の留め具を当てて鈍なまくらとし、試合に臨むらしい。ヒロは自分が持ってきた木刀を見る。

「そりゃ武器は自由って言われてたけど……」

　喜き連つれ川がわは不思議そうな顔をして、律りつたちの方へ顎あごをしゃくった。律は玲れい子こから極力見えないように持ってきた、いつもの西洋刀。麻あさ奈なに至っては魔法の杖つえ、出海いずみはクナイを持ち込んでいる。

「……どっちもどっちでした」

「まあ刀持ちは、さすがにちょっと多いな。うちのクラスの連中が何でこんな構成になっているのか、俺おれも不思議に思っている。まあ今回のような状況での派遣なら、色々と動きやすい者が選ばれるものなのかもな……」

　喜連川はフォローしてくれるつもりなのか、そんな風に同意する。

「手すきの法術使いのあてがあったら、俺たちも試合に連れてきたんだが。――真ま名な辺べは結局、そちらのチームで参加か。ちょっと意外だな」

「何がですか？」

　麻奈の問いに、喜連川は笑う。

「半々で来ないかもと思っていたから、な。俺も駄目元で誘ってみればよかった。やはり自分で決めた王というのは、特別なものなのか？」

「いえ全然関係ありませんね。ただの義務感ですよ。苦行だ」

　麻奈はものすごく薄情な口ぶりで、そう答えた。

「私ももう少し、無責任で気楽に生きられればよいのですが」

「それ以上は無理だ」

　喜連川は閉口して言う。その二人の会話に、玲子は一人、情報的に飽和してしまっている。まあ、無理もない。

　そうこうするうちに、審判役の教師ジョン・Ｑが現れた。ヒロがこの部屋の時計を見ると、開始と言われた十八時ちょうどになっていた。

「予定通り武器の検査を行うから呼ばれたチームから順に来て欲しい」

　この検査のことはひとまず、すでに全員に通告されていた。審判であるジョン・Ｑが、参加者の武器を審査する。審査を受けていない武器を使えば、その時点で失格である。

「あと試合の主審は私がやるとして、副審を二人お願いしたので、その指示にも従うよう」

　そう言ったジョン・Ｑの隣にいる一人はやはりというか、この試合を仕切る四し方ほう邦くに城たちだった。ちなみに試合の運営者である彼は、すでに委員長候補を降りている。

　だがもう一人の副審に、ヒロは驚く。そこには霜そう夜やの姿があったのだ。

「何で霜夜が……」

「……上う手まく接触してくれたか」

　出海いずみがそう、ほとんど口の中で呟つぶやいた。

　ヒロの方は不可解な思いのまま、喜き連つれ川がわに視線を戻した。

「審判が三人っていうのも、何か本格的だよね。格好もきっちりしてるし、妙に気合い入ってるよ、みんな……」

　そのヒロの言葉に、うむ、と喜連川は困った顔でしばらく黙り込んでしまった。

「……あのだな、立たつ木き。言いにくいんだが。……そうだな。お前は、日本刀の重さを知っているか？」

　ヒロは横に首を振る。喜連川は静かに頷うなずいた。

「約８００グラム。これは金属バットなんかと同じ重さだ。で、今から全員、防具をつけずにそれで殴り合い可能な試合をする」

「なるほど。…………うんでもそれって、死人でない？」

　ようやく状況を自覚したヒロに、喜連川は長いため息をつく。

「――出るかもしれんな。まあそこまで無様なことにはならないよう、俺おれとしても努力したいところだが。ただここにいる全員、そういうつもりの試合なことは、確かだ」

「だって……死人って」

　ヒロは急にキョロキョロと周囲を見回す羽目になる。

「いやでも。学級委員を決めるだけでしょ？」

　その狼ろう狽ばいに、喜連川が答える。

「これは関東地区の代理戦争をも意味する戦いだ。俺たちは真剣試合のつもりでいる」

「そうは言うけどさ、今回そこまで厳密な試合になるの？」

　ヒロは反論しながら、その根拠を探す。

「何か、――弓とかいるし」

　確か島しま浦うらという名の生徒だったと思う。――そう。こちらの麻あさ奈なだって、いつもの勢いで魔法を使うつもりだろう。とにかく公平な試合として、破は綻たんしているように思えた。しかし喜連川は、『それがどうした？』という顔をする。

「慣れるんだな。あんまりクヨクヨしても始まらんぞ。じゃあ試合でな」

　そう言って、ジョン・Ｑにチームが呼ばれた喜連川は、行ってしまう。

　入れ代わりに、この試合では実質上のリーダーでもある律りつが言った。

「もう時間がないから、簡単に作戦だけ確認しておこう。まず新につ田たさんには代表としてチームには入ってもらってるけど、それだけ。もし試合が回ってきても、自動的に不戦敗でいいから。そうならないよう、ボクたちで何とか勝つ」

「うん」

　玲れい子こは半分泣きそうな、気弱な表情で頷うなずき、質問する。

「でもそれじゃあ、実際は五対四で試合をするの？」

　麻あさ奈なが「違いますよ」と気け怠だるそうに手を振った。

「五対三です。――戦力にはならない人が、ここにもう一人」

　そう言ってヒロの方を見る。

「俺おれ？　ああ俺もそうなの!?」

　自分を指し、慌あわてて言うヒロに「当たり前でしょう」と麻奈は答えた。

「言っておきますが、生身が前提の試合ですよ？　どうしてあなただけ、神器であるカドゥケウス伝令使の杖を使う気満々なんですか」

「アレは駄目なんだ？」

「駄目ですよ。神器があったから勝った、では、誰だれも納得しませんよ。不公平感が残れば、この試合の意味がないでしょう？　あとあれ、ものすごく危険ですから」

「……確かに危険だね、うん。何となくそんな気はしてたんだ。でも魔法はアリなんでしょ？」

「魔法は私の技ですからね」

「いやそれは分かるんだけどさ……。ああ、うん。じゃあ戦力外だね……」

　ヒロは力なくうなだれ、ひとまず頷いた。



　ここで試合を行うのは、全６チーム。計三十人である。

　これを勝ち抜き戦により、優勝チームを決める。まずはその組み合わせの抽選が行われた。第一試合目のチームは喜き連つれ川がわたちで、早速試合の準備に入った。ちなみにヒロたち新につ田た玲子組は、第二試合目である。

　この格技室で試合場となるのは、10ｍメートル×10ｍで区切られた板張りの床の上――白いラインが引かれた正方形の中である。これは剣道と同じだった。

　中央の二本の白線、いわゆる開始線の前に、審判旗を持った主審ジョン・Ｑが立つ。さらに試合場となる白ラインの角に、副審として霜そう夜やと四し方ほうが、こちらもそれぞれ旗を持って立っていた。やがて選手が呼ばれ、互いの開始線につく。

　一方は先ほど話しかけてきた喜連川。武器は両者とも刀である。

「彼、いきなりかあ……」

　ヒロの隣で試合を見る律りつは、喜連川を見てそう小さく言った。

　これはまだ先せん鋒ぽう戦、喜連川自身は学級委員長候補である。本来なら全員が負けた時のみ順が回ってくる大将に収まっていてもいい。それがいきなり出てきたのだから、まさか負ける気はないだろう。それどころか、よほど自信があると思っていい。

　室内は空気が張りつめ、静まりかえる。

　選手両者が礼をして、留め具つきの刀を抜いて構える。

　ジョン・Ｑは厳おごそかに宣言した。

「それでは始め、一本」

　言い間違えたのではない。審判三人の旗が上がる。あっという間に距離をつめた喜き連つれ川がわが、面を打ったのだ。試合時間は一秒かかっていない。

　室内は一転してどよめきに包まれる。ヒロもまるで手品を見たような気分だった。

　おまけにその速さにもかかわらず、喜連川は完全に寸止めしていた。対戦相手は刀で額ひたいを打たれたというのに、その実感がない顔で、打たれたところに指を当てている。撫なでられた程度にしか感じていない。まるで狐きつねにつままれたような表情だった。

「やっぱり強いね、喜連川君は」

　ヒロが律りつに話しかけると、律は「うん……」とやけにギラギラした目で小さく返事した。

　だが続いての試合の前に、なぜか勝った喜連川が、一時中断を申し出た。

　見ると何やら腕の袖そで口ぐちから、ずれた包帯が垂れているのが見えた。どうも喜連川は元々腕にケガをしていたらしい。すぐさま包帯の取りかえと締め直しに取りかかる。大した時間ではなかった。

　さっさと済ませた喜連川は対戦相手に、試合開始の遅延を礼儀正しく詫わびた。試合が開始される。しかし二人目も喜連川の敵ではなかった。その後も喜連川は、あっという間に四人目まで抜いてしまう。

　喜連川は早速の一人勝ち抜きをかけ、五人目――敵チームの大将と対戦することになった。

　この喜連川の対戦相手の大将は、名を島しま浦うらという。委員長に立候補した一人でもあると同時に、ヒロたちが先ほど問題にした弓使いだった。武器はその弓以外に、腰の後ろに片手で扱える長さの、幅広の小こ太だ刀ちをさしていた。

　ちょっと身を退ひき避難を始めるギャラリーに対し、ひとまず島浦は矢の鏃やじりがただの円筒形の錘おもりであることを示す。島浦は矢筒を持たず、射る矢は右手の指に挟む三本に絞っていた。左手には和弓を持つ。

「うん。これはどうかな？　彼の弓は速いよ。たぶん一射目は間に合う……」

　独ひとり言のような律の声に、ヒロは振り向く。しかしその時にはもう、律は試合に集中している。ヒロも視線を戻した。

「始め！」

　開始と共に島浦は足を退いて身体からだだけ逃げながら、弓を引ききり矢を放つ。確かに速い。

　喜連川の剣先は踏み込みでも届かず、真正面からの矢を弾はじいて逸そらすのがせいぜいだった。

　もっとも一矢目をしのいだことで喜き連つれ川がわの勝ちと誰だれもが思った。すでに双方に距離はなく、島しま浦うらはまだ揺れる弓の弦を掴つかめない。いや島浦の方は、最初から腰の小こ太だ刀ちに手を伸ばしていた。引き抜き、喜連川の叩たたき込んだ一撃を受ける。だが刀に小太刀では焼け石に水である。次の喜連川の一太刀で決まると、またも誰もが思った。しかし。

　島浦の小太刀は、実はただの小太刀ではなかった。手錠のような仕掛けがあって、喜連川の刀を万力のようにガチャリと挟み込み、そのまま抜けなくしてしまう。おまけにその柄つかは、非常に重く作られているようだった。

「――仕掛け分銅か！」

　思わず喜連川がそう声を漏らした時には、島浦は手を離して跳とび退のき、二本目の矢を引き絞っていた。あくまでも弓矢で決着をつける気なのだ。この二射目を、喜連川は何とか再び刀で逸そらした。だが急に重さの増えた刀は自由に扱えず、この間全く動けていない。速度が勝負の戦いは、これだけで致命的である。完全に守りに入ってしまったことになる。

　その間にも島浦は、さらにまた距離を取っていた。そして必勝の三矢目を引き絞る。だがこの時になって、喜連川は決断を下した。どうにもならない愛刀を床に置いて手放し、素手で相手から右にわずかに膨らむ進路で突進したのだ。右手で矢を引く島浦にとっては、死角になる。この思い切った移動によって、喜連川は放たれた矢をすんでのところで避よけることができた。

　両者とも武器を失い、徒と手しゆ空くう拳けんでの戦いに移行する。

　だが勢いと共に島浦の懐ふところまで飛び込むことに成功した喜連川は、そのまま肩車で相手を投げる。

　さらに押さえ込み、あわせて一本となった。

　試合の一部始終を見ていたヒロは、すぐには口さえ利けない。勝った喜連川が島浦を助け起こし、両者が満足そうに握手して――。

　ようやく緊張から解放されたように、大きなため息をつく。

「……何か、もしかしてとんでもないことになっちゃったかもね。長な川がわさん」

　改めてヒロは、そう背後の律りつに言った。その途端――

「よし！」

　律は気合いの入った声で言うと、立ち上がってヒロを振り向いた。

「これは意義高い試合だね！　勝ちに行くよ、立たつ木き君!!」

　ヒロは三秒ぐらい経たってから、ようやく頷うなずいた。



　第二試合。いよいよヒロたちのチームの試合となる。

　一応玲れい子こまでを含めた五人は、試合場に並んだ。まずは相手チームと試合前の礼。その後双方とも、一いつ旦たん試合場の線の外まで下がる。

　ヒロはふと、隣にいる玲れい子こに目をやった。彼女は気丈な表情のまま、真っ青になっている。先ほどまでの無茶な戦いを見たら、そうならざるを得ないとヒロも思う。

　おまけにこれから先せん鋒ぽう同士が行う最初の試合には、彼女が親しくしている律りつが出る。ヒロ自身も緊張していた。

　だが。

「よ―――――し！」

　突然その律が気合いを入れるためか素すっ頓とん狂きような大声を出し、ヒロたちはガックリ来る。

　何事かと見るヒロ、玲子、麻あさ奈な、出海いずみに向かって、律は「うむ」「うむ」と頷うなずいた。

「きっちり戦ってくるよ！」

　そう訊きかれもしないのに宣言する。

　やがて主審のジョン・Ｑが、律と対戦相手・竹たけ田だ直なお治はるという生徒の名を呼ぶ。その途端、いきなりギャラリーの山ができた。

　――やっぱり長な川がわさんって、大したものなんだなあ。

　ヒロはそう素直に感心する。

　普段の律はあまりにも身近にいすぎて、ヒロは特別な目で見ることがない。だが外から来た者にとっては、竜ドラゴンの認めた勇者である、注目に値するのだろう。



    

  
    
      



    

  
    
      「あー」

　主審のジョン・Ｑは手を挙げて、静かにするよう場外に注意をした。さらにポケットから何やら紙片を取り出す。

「その前に、長な川がわさんには師匠さんからもらってきた伝言があって――」

「師匠と知り合いなんですか？」

　驚いて小声で訊きく律りつに、ジョン・Ｑは小さく頷うなずく。だがその二人の様子に、場外から野次が飛んだ。

「ひいきするなよ、Ｑちゃん！」

　ジョン・Ｑは口を閉じ、どうすべきかしばしためらったようだった。

「……みんなの前で読んでしまっていいかな？」

　律は黙って頷いた。これは彼女の師匠・フヴェルに対する信頼があってのことだろうと、ヒロには分かる。不公平を引き出すようなことなど、いちいち吹き込む存在ではない。

　ジョン・Ｑも承知した。

「では内容だが『長川律は戦闘魔法マーメツトの使用を禁止とする。また試合開始から十秒間、あらゆる攻撃と剣の使用を禁止する。剣を鞘さやから抜くな』とのことだ。……どうする？」

　周囲の全員が半ば呆あきれたように、静まりかえった。

　現在の律の対戦相手だけではなく、ここにいる彼ら全員が、それなりに実力には自信のある集団である。

「舐なめてるのか……？」

　対戦者の竹たけ田だは、不愉快そうに言った。しかし伝言を告げたジョン・Ｑは腕組みをして考えこむ。

「まだ任命したてとはいえ、彼女は国連公認勇者だからね。それぐらいのルールハンデは、いるのかなあ……」

「それって、特殊な武器とか魔法とかあってのことだろ？　十秒ルールとか勘弁してくれよ、先生。白ける」

「いえ、やりますよ」

　そう言い切った律の目は、自信満々で爛らん々らんと輝いている。竹田は数度言うか言うべきでないか口をパクパクさせて、律を指さした。

「……後悔させてやる」

　言ってから、ヤレヤレと首を振った。こんな挑発を女にしていること自体が、彼自身にとっては許されざることなのだろう。

「両者、開始線まで下がって」

　コツが掴つかめてきた余裕か、ジョン・Ｑはさっさとしろと手を振る。律と竹田は開始線についた。竹田の武器は定番の刀。それを手に片かた膝ひざ立ちで構える。

「――始め！」

　居合い抜き。これも速い。

　だが剣を抜かない律りつは最初から後ろに逃げることを決めているので、竹たけ田だの攻撃は届かない。となれば竹田の方は、続けて突きに移るしかない。

　しかしそれならと、竹田は律を突きで攻め立てて、場外に追い込むつもりのようだった。『後ろに逃げ回って十秒経たった』というのであれば、これは律の方が恥ずかしい。

　してやったりと竹田が笑った途端、律は彼の真後ろに背を向けて立っていた。

　この位置関係の変化は、実に単純だった。単に竹田が、突きの最中に律を追い越してしまったのだ。問題はほぼ１ｍ近い距離を突き込む間、そのことに気づかなかったこと。

「――っ！」

　竹田は横よこ薙なぎに振り払いながら、律の方はまだ剣を抜かないまま、同時に振り向く。だが律は竹田が払う剣の柄つか頭がしら――律から見て剣の一番近い場所を、無造作に掴つかむ。それで竹田の振り向き動作は完全に止まった。それ以上動けなくなる。単純な梃て子この原理だった。

　すぐさま脚あしを入れ替えた竹田は、その勢いで足払いをかける。相手に手を離させないと、にっちもさっちもいかない。

　だが実際はこれは空振りし、逆に律の足払いが竹田の軸足に決まった。竹田は転倒し、審判は「技あり」を宣言する。

「両手で強く持ちすぎだよ。それじゃ片手だけ掴んでるボクの方が、足が伸びる」

　その律の忠告に、竹田はカッとなって跳ね起きた。

　そんな素人しろうとのような理屈は分かっている。律が柄頭を押さえて力比べになったから、両手に力をこめることになった。両手がふさがれていれば、足技で現状を突破するしかない。

　――そう。全すべて段階を踏んでいる。しかも極めて基本的な。

　そう竹田が気づいた時、律が小さく頷うなずいた。

「十秒経ったね」

　そうわざわざ言って、剣を抜いた――その銀色がひらめいたと思った瞬間には、刃やいばに留め具をつけた剣先が、竹田の喉のど元もとをきれいに一往復、撫なでていた。

　審判のジョン・Ｑが『一本、それまで！』の宣告をするより早く、律は手首を反転し、剣を鞘さやにしまっている。

　もちろんその間も、竹田の方は攻撃のため剣を振るっていた。にもかかわらず、全く律の動作は狂わされず、完結していた。

　試合の終わった竹田はまだそのことが信じられない顔で、刀をしまうと自分の首もとに触れた。



　試合の終了と共に、ヒロの隣に喜き連つれ川がわが来た。彼は黙って会釈すると、そのまま座り、開始された律りつの次の試合を見る。今回もやはり律は十秒待つ。喜き連つれ川がわはその間、一挙手一投足さえ逃さぬ目で、じっと見ている。

　律は危なげなく二試合目も勝利した。

　――あれ？

　ヒロが気がつくと、副審の霜そう夜やが、心配そうにこちらを盗み見している。それともう一つの視線、風かざ祭まつり出海いずみの厳しい目を一瞬感じた。

　何事だと思っているうちに、隣の喜連川が感心したような声で話しかけてくる。

「いやはや、大した試合だな。いい侍大将をお持ちだ」

「そうだね――いやでも、『俺おれの』じゃないよ？」

「前も言っていたな。じゃあ彼女も、喜連川にスカウトしてみるか……」

「長な川がわさんを？」

　おどろいたヒロの声に、律をじっと見つめていた喜連川は、急に肩を落とした。

「やめておくか。ついてくる竜おたまちけが、嫌すぎる。長川にアレと縁を切れと言うわけにもいかんし……」

「まあそれはね」

「そっちには真ま名な辺べもいる。どうしてこうも、人集めが上う手まくいってるんだ？」

　喜連川は静かに言って目を細める。だがそれは、ヒロにとっても答えようがなかった。運がよかった、というだけなのだろう。

　――いや律については、師匠のフヴェルが何やら手を回したようなことを、言っていた気がする。では完全に偶然ではないのか？　混乱してきた。

　一方の喜連川は、再びじっと真剣な表情で律の第三試合目を見る。小声で「惜しいなあ、惜しいなあ」を繰り返す。

「いやでも、喜連川君の試合もすごかったよ。見てたけど――」

　そう話を振るヒロに、「ああ」と喜連川は照れも謙けん遜そんもせず、ただしっかりと頷うなずいた。

「刀で挑む俺にとっては、やりやすい条件と好都合なルールの試合だ。嫌な言い方になるが、勝って当たり前だな。屋外なら、先の試合は負けていたかもしれん。まあそれは置くとして、注目すべきは、やはり長川律だ。――女子の剣道試合には出て、相当に勝っていたみたいだが、恥ずかしいことに俺は本当に見た記憶がない。ただ――どうやったらあんなチャンポンなことになってしまうんだ？」

　腰に古い十字剣を下げた律を、喜連川は怪け訝げんな目で見る。

「フェンシングの型に嵌はまっているわけでもないし。見れば見るほど邪道だな」

「型に嵌っているのは、そんなに重要なことなの？」

　少し硬い口調でヒロは問い返すが、喜連川ははっきりと頷いた。

「剣には規律と規則が必要で、それは絶対だ。なぜかと言えば、剣は人を殺すための道具ではないからだ。なぜ剣で人を殺してはならないか、分かるか？」

　ヒロは素直に『分からない』と横に首を振る。一方的な言い分かもしれないが、剣も刀も端的には人殺しの道具である。

　しかし喜き連つれ川がわは鼻で息をついて笑った。

「剣では畑を耕せんからだ。いいか、立たつ木き。武士というのは食料を生産できず、分け前で生活をしている。ゆえに、だ。なるたけ人々を傷つけないよう、活動しなければならない。そうでなければ、階級自体が破は綻たんする。そのために規律と規則が何よりも重要となる。戦争ですらルールのある競技と化していくのだ。本来は――」

「なるほど。……いやいろいろ考えてるんだね」

　素直にヒロは、しっかりした喜連川の物言に感心してしまった。

「やっぱり生まれとか、そういうこと？」

「生まれは関係ない。そもそも俺おれは庶民の家の出だ。旧姓は別にある。今は喜連川の家に迎えられたから、喜連川であるというだけだ」

「えっと、養子ってこと？」

　喜連川は頷うなずいた。

「もとより道場がさかんな町だった。だから俺もガキの頃ころから通わされていたんだが。ある日、剣の才能があると言われて迎えが来て、以来こっちの世界にいる。六歳の頃だから、遅い方だな」

「それを言ったら俺なんか先月だし。喜連川君もマーメットが出せるの？」

「いや――」

　言いかけて困ったように苦笑して、喜連川は息をついた。

「長な川がわはあれで結構、特別な存在だぞ？　人が人を育てるのと、人を竜ドラゴンが育てるのでは、意味が違う。ただ逆に言えばこれも、『その者の生まれ』というのはほとんど関係がないという話だな。長川が強いのは、長川の心性が強いことに向いていて、強いことを望んでおり、さらにチャンスが与えられたからだ。そういうことになる」

「なるほどね――」

　うん、とヒロは思う。喜連川の言うことは、ヒロ自身についても当てはまることだ。向いているし、たまたまきっかけがあった。だから王になった。

　最初の疑問、なぜヒロの元に人が集まったのかという疑問も、そういうことだろう。だがやはり、ただそれだけのことなのだ。

　そんな風にヒロが黙って考えているうちに、律りつは結局たった一人で五人全員を倒しきってしまう。

「終わったようだな。試合を楽しみにしている」

　そう言って喜連川は、何か含むところのあるような笑みを浮かべる。

　ヒロは自分を指さして首を傾かしげ、次に律りつの方を向いた。しかし喜き連つれ川がわははっきりとヒロを指さし「お前だお前」と念を押す。

「またあとでな」

　喜連川はヒロにそう言うと、不敵に笑いながら立ち上がった。



    

  
    
      
第三章





　最初の二試合を消化したところで、ジョン・Ｑは一いつ旦たん休息を宣言した。

「二十分後に試合を再開するから、それまで解散」

　そう全員に告げる。

　ただどうも試合の方が、テンポよく進み過ぎてしまっていた。

　そもそもが６チームしかない全五試合のトーナメント戦である。あまり連戦させると選手がばててしまう。休息はこまめに長めに取るつもりでいた。

　副審の四し方ほうと霜そう夜やについても、呼んで全体のスケジュールを再確認してから、休息するよう言う。しかし用件を終え去っていく霜夜の姿を見ながら、ジョン・Ｑは内心、複雑な思いに駆られていた。

　――まさかもう一度、『鏡像国家』を目にすることになるとは。

　その感慨がある。

　職員室に霜夜がジョン・Ｑをわざわざ訊たずねてきた時、そして自ら審判の手伝いを申し出てきた時には、驚きの方が強くあった。彼はもう五百年を生きる存在だが、それでも稼働する鏡像国家を目にするのは、まだ二度目である。おまけに鏡像リフレクシヨン内部には、生身の人間が隠れている。非常に奇妙な運用をされていた。

　――まあそれはあとだ。

　気を取り直しジョン・Ｑは、先にすませるべき用件――長な川がわ律りつの方へと向かう。彼女は格技室の片隅で、何やら一人、真剣な顔で型のようなものを再確認していた。そばまで行くと声をかけるより先に、律の方が気づいて笑顔を向けてくる。

「先生、お疲れ様です」

「いや君の方こそ。――フヴェルの弟子とは聞いていたが、驚いた」

　この感想は心底からのものだった。

　実は試合の最初から、ジョン・Ｑの胸ポケットには、エレメントコンテナを組みこんだ三角護符が入っている。

　何かの時に魔法『Flexibility is『strength』［越え難がたき壁］』を緊急発動させ、試合を止めるための装置だった。

　しかし現在のところは律と喜き連つれ川がわが全勝で試合を引っ張ってくれている。今の調子で全勝が続くなら、他ほかのチームは全員この二人のどちらかと、必ず当たらなければならない。そうなれば、二人が上う手まいがゆえに、試合が危険な殴り合いにならない。

「ありがとうございます。ただボクはこれだけの人間で――」

　はっきりした口調ながらも照れたように、長川律は言う。

「何かっていうとすぐ行き詰まっちゃうんで、立たつ木き君のことの方が自慢ですよ」

　律はそう答える。最初ジョン・Ｑはなぜ律の話が立木ヒロに飛んだのか面食らった。

　しかしそう。立木ヒロは律にとって王であり、王として機能しているのだ。

「――いい信頼関係のようだね。それは大事に。そういえばその立木君は、どこに行ったのかな？」

　ジョン・Ｑは周囲を見回して訊きく。

　元はといえば彼こそが、ジョン・Ｑがこの学校に来た目的である。この審判を引き受けたのも、実際に動くカドゥケウス伝令使の杖が見られるかもしれない――という期待あってのことだ。

　だが律は「アレ？」っと周囲を見回す。

「いませんね。立木君なら試合が終わってすぐ、霜そう夜やさん捜しに行きましたよ。何か霜夜さんが副審すること、聞いてなかったらしくて」

「そうかい。ああ、別に急ぎではないんだ……」

　ジョン・Ｑはそう言葉を濁にごした。あまり慌あわてるようなことでもない。少なくともこの学生試合は、カドゥケウス伝令使の杖など使われず無難に進んだ方が、いいに決まっている。あまり欲張っても、収拾がつかなくなる。

「残りの試合も、期待しているよ」

　そう通り一遍のことを言って、律りつは「はい！」と元気よく返事し――そしてジョン・Ｑはふと、律の剣に目を留めた。

「……君の剣は――」

「はい？」

　キョトンとした顔のまま、律は首を傾かしげた。その古めかしい剣に、ジョン・Ｑはどこかで見覚えがあった。急速に記憶の輪郭がはっきりしていく。

「いやあの……君が使っている剣は、もしかして文字が掘られているかな？」

「はい」

「もしよかったら、見せてもらっていいだろうか？」

　ジョン・Ｑの申し出に、律は「どうぞ」と剣をさしだした。

　それを受け取ったジョン・Ｑは、剣をそろそろと鞘さやから引き抜く。

　――まさか。

　だが思っていた通りそこには、『Saluagesseサルヴアジエスsansサンfinesseフイネス』の文字が彫られている。

「……なぜここに？」

　外国人教師は引き抜いた剣を、凝視してしまった。この剣が作られた四百年前と全く同じ文字である。信じられないものを見ている気分だった。

「あの……先生、どうしました？」

「この剣は、私の友人が持っていた剣なんだ。ちょっと消息を捜していてね。名はアーティガルというんだが……」

　律は「聞いたことがない」と横に首を振る。ジョン・Ｑは重ねて訊きいた。

「この剣をどういう経緯で手に？」

　そこで律は、剣の持ち主が十二年前の命の恩人であること。そして彼から剣を預かった師匠・フヴェルを通じ、この剣を託されたことを話した。

　――フヴェルめ。私には話さなかったのに。

　ジョン・Ｑの方は、そうため息が出る。韜とう晦かいの上う手まい竜ドラゴンの回りくどさには、時々閉口させられた。

「名前は今日初めて聞きました。どういう人なんですか？　そのアーティガルさんって」

「うん。――話は四百年前の英国ブリトンに遡さかのぼるんだが」

「随分と由緒のある話になんですね……」

　そこでジョン・Ｑは一いつ旦たん口を噤つぐんだ。唇に指を当てる。

　律はジョン・Ｑがこれから、長々と剣の来歴や由来を語ると思っている。その誤解を解いておいた方が話が早い。フヴェルの弟子というなら、こちら側の人間だ。問題はないだろう。

「そうではなくて四百年前に、彼と直接出会ったんだ。そもそも私は、弾圧されて新大陸アメリカに渡った、英国ブリトンの魔術師なんだよ。もう魔法で五百年生きている。ちなみにアーティガルの方も、千歳を超えているよ」

「……何だか、壮大な話ですね」

「長生きなだけだ。アーティガルは鏡像国家の持ち主でもあって、歳としを取らないし」

「本人は、どんな人なんですか？」

　律りつは当然の素直な質問をする。その純粋さにジョン・Ｑはちょっと言葉をためらった。

「……アーティガルは、カドゥケウス伝令使の杖の使い手でね」

　それこそジョン・Ｑがカドゥケウス伝令使の杖に執着し始めたそもそもの理由だった。しかし。

「やっぱりそうなんですね。立たつ木き君のと一緒か……」

「？　もしかしてアーティガルのカドゥケウス伝令使の杖のことは知っていた？」

　質問するジョン・Ｑに、律は頷うなずいた。

「その力でボクは、命を助けられましたから」

　ジョン・Ｑはその返答に、すぐ納得した。

　おそらくフヴェルの報告にもあった、十二年前の日本に一度だけ現れたカドゥケウス伝令使の杖のことだ。アーティガルは天てん龍りゆうミーミルをカドゥケウス伝令使の杖で消滅させ、長な川がわ律の命を救ったのだろう……。

　ジョン・Ｑが黙り込んで考えていると、その背後に向けて律が手を挙げる。

「あ、立木君！」

　ジョン・Ｑの意識は引き戻された。彼女が手招きをしている方を見ると、確かに立木ヒロ――カドゥケウス伝令使の杖の現在の所有者がやって来る。

「ジョン先生、ご苦労様です。何か話してたの長川さん？」

「うん。そっちは霜そう夜やさん見つかった？」

　立木ヒロは首を横に振った。

「いないね。何か行き違いになっちゃったみたい。まあ審判を引き受けたことは、手伝いみたいなものだろうし。それで長川さんの方は何の話？」

「ジョン先生、魔法使いなんだって。それも五百年生きてるって」

「……ごめん。それもうどのくらい驚いたらいいのか、分からないや」

　立木ヒロは苦笑した。直後「……そうだ」と声を潜めて言う。

「先生が魔法使いって言うなら、天球儀会ソシエタス・スフアエラって人たちに、ルートを持ってませんか？」

　ジョン・Ｑはいきなり突拍子もないことを言いだされ、面食らう。

「……天球儀会ソシエタス・スフアエラかい？　いや……申し訳ないが。私は彼らに興味はないし、評価もしていない。趣味も考え方も合わないし。勝手に耳に入ってくる情報以外は、全く知らないね」

「距離を取ってる……ってことですか？」

「それはそうだよ。天球儀会ソシエタス・スフアエラはいわば邪道だからね。悪いが私の方では、知り合いなど一人もいないし」

「こっちも邪道……？」

　不思議そうな顔で立たつ木きヒロは訊きいてくる。ジョン・Ｑは頷うなずいた。

「そうさ。善悪ということではなくてね。彼らのやり方というのは、常に結果第一主義なんだ。頑張り屋な連中なのさ。だがそれが過ぎて、あれもこれも狂気ばしって見える。おまけに邪道というのは一見スジが通っているように思えるから、余計タチが悪い。まあどちらにせよ、彼らは私の趣味じゃないな」

「そうですか……」

「魔術というのは、もっと純粋な存在なんだよ。力でねじ伏せて、独占するためのものじゃない。芸術と同じだ。名画を札束で買って金庫にしまってしまう手合いが、私は一番嫌いなんだよ。あげくに管理がずさんで台無しにしてしまったりする。もっとオープンであれば、それはそれだけで世界的な、全人類的な価値がある！」

「うーん……」

　立木ヒロの反応は今一である。

　ジョン・Ｑの方こそ、首を傾かしげたい気分だった。

「おかしいかな？」

「いえ、そんなことは。ジョン先生の言っていること、何となく分かるんですけれど。ただやっぱり抽象的で――」

　言葉を切った立木ヒロは、なぜか慎重な口調で、ジョン・Ｑに訊いてくる。

「どんな組織なんですか？　俺おれは王様ってことみたいだから、もっと客観的な事実を知りたいんです。今後のためにも。あまり主観が混じってしまうと判断に困るんです」

　そういう理由か、とジョン・Ｑは妙に感心してしまった。正直に言えば日本人の全員が、天球儀会ソシエタス・スフアエラのことなど、全く知らないか、目の敵にしか思っていない。そう考えていた。

「うん……そうだね。では一つ、具体例として事実について語ろうか。君は天球儀会ソシエタス・スフアエラが乗り物に使っている棺車カタフアルクを知っているかい？　現在は六隻をモジュールとして合体させて、空中要塞都市スノー・クリスタルという名になっているが……」

「はい。大きな黒い方はこ舟ぶねみたいなヤツですよね。空を飛ぶ」

「それだ。直接見たことがあるなら話は早い。ではあれがなぜ棺車カタフアルクと呼ばれるか、それは知っているかい？」

「さあ……」

「あの空中船は、巨大な『空飛ぶ棺かん桶おけ』が本体だ。その周りに構造物を増設していったものなんだ。本当に棺ひつぎを乗り物にして、空中都市と呼べるまでのものに発展させたわけだ」

「それは確かに――罰当たりな話ですね。先生が嫌うのも分かる気はします」

「いやさらに肝心なのは、ここからなんだよ。彼らの巨大な『空飛ぶ棺桶フライング・コフイン』の中身、浮遊動力源となっている50ｍメートル近くある棺ひつぎ。この中身は、一体何だと思う？」

「さあ……？」

　しばらくヒロは考えていたが、降参したように頭を下げた。

「すいません。そういうの俺おれ、あんまり詳しくなくて」

「なら教えよう。答えは、輪切りにされた『さまよえるオランダ船フライング・ダツチマン』だ。それを巨大な棺の中に封印して、棺ごと宙に浮かせた乗り物、それが棺車カタフアルクなんだよ。――彼らはそういう所行をして、天才魔術師を名乗る」

　ヒロは目をぱちぱちとさせていたが、やがて「ああ……」と唸うなったかと思うと、ポンと手を打った。

「これがアメリカン・ジョーク!?」

「いや真ま面じ目めな話だよ、君……」



　休憩の時間が終わり、試合が再開される。

　準決勝であるこの試合でも、ヒロたちのチームは律りつの一人勝ちで、順調に勝ち進んだ。そしてもう一方の決勝戦進出チームは、こちらも一人勝ち抜きした喜き連つれ川がわのチームである。大方の『思った通り』の展開だった。

　ここで再度の休憩を挟み、決勝戦――喜連川チーム対新につ田た玲れい子こチームの試合が始まる。

　だがここで何と喜連川チームは、選手の順序を入れ替えてきた。これまで先せん鋒ぽうだった喜連川は一番最後、大将に引っ込んだのだ。

「敵は先行逃げきりをやめてきましたね」

　顎あごに指を当てもっともらしく分析する麻あさ奈なに、試合の準備をする律は呆あきれた顔で答えた。

「喜連川君のトコは、先行で逃げきる必要のあるチームじゃないよ。初めから……」

　やがて主審に名を呼ばれ、律は大きく深呼吸をして開始線へと向かう。そして試合が開始されると、喜連川チームの目もく論ろ見みは判明した。律が剣を抜かないことに決めた十秒間、相手はひたすら攻め抜いたのだ。

　いや正確に言えば、試合に勝ちに来ない。とにかくただひたすら律が逃げ回り、動きが大きくなるよう、打ちこみを連続して入れてくる。律の疲労を狙ねらい、追い回しているように見えた。

　律はその後の反撃で勝利したが、次の対戦相手も同じことをしてくる。

　これは喜連川が律に勝つための前準備、いわば捨て駒ごま戦術だった。だがヒロの見る限り、喜連川のチームで不平を露あらわにするものはいない。そういう作戦がためらいなく取れるほど、彼らの結束は強固なのだ。

　――これはチームも強い。

　ヒロとしてもそう認めざるを得ない。

　だが律りつはそれでも、何とか四人を抜いた。もっとも傍はたから観戦するヒロにも、律の疲労ははっきりと見て取れた。余計なことかもと思いつつ、ヒロは最後の喜き連つれ川がわ本人との試合に向かう律に声をかける。

「大丈夫？　長な川がわさん。無理しないで」

「うん……もうあと一人、何とかね」

　そう上がった息で律は答え、開始線に向かった。

　一方の喜連川は悠々と、試合場に出てくる。遅れて律は、喜連川の正面に立った。

　そして主審のジョン・Ｑが試合開始を告げる。

　律はこれまで通り、剣の柄つかに手をかけたまま。だが喜連川本人は他ほかのチームメイトのように向かってはこなかった。手にした剣をわざわざ鞘さやに収めると、代わりに口を開く。

「長川。待たなくていいぞ？」

「……いや」

　驚いたことに、律は迷っていた。それは確かに、喜連川はハンデをつけて勝てる相手ではない。一方喜連川は、「そうか」と頷うなずくと、小さく短く息をついた。

「お前とはいずれ、一度きちんと試合をしてみたいな。しかし俺おれとしては今回、立たつ木きヒロとやり合ってみたい。こちらは滅めつ多たにあるチャンスでもないだろうからな」

　律は驚く。

「立木クンが狙ねらい？」

「ああ。そんなわけで、勝たせてもらう！」

　喜連川は突然大きく身をひねって、半身を開いた。律はハッと気づいた表情になる。とうに十秒は過ぎていた。話しかけられたことで、カウントが狂ったのだ。慌あわてた律はさらにワンテンポ反応が遅れ、喜連川が放った強烈な斬ざん撃げきをギリギリで弾はじいた。だが、剣はまだ抜けていない。鞘に収まったままだ。

　そうヒロが思った時には、律の額ひたいに相手の剣先が触れていた。

「一本、それまで」

　審判の宣告が下る。喜連川はきれいに止めた刀を、鞘に収めた。

「……次はちゃんとやるから、今回は見逃せ」

　小声で言いながら、喜連川は開始位置まで戻る。律は何も言わず、一礼してその場をあとにした。

　気がつくとパラパラと、拍手が聞こえる。律の健闘をたたえてのことだった。だが耳に入っていない顔で、律はヒロの隣にどっかりと腰を下ろした。

「負けちゃった、ごめん」

「いや十分」

　ヒロの声に、心配したような玲れい子この声もかぶさる。

「はいタオル。大丈夫、律りっちゃん」

　律りつは素直にそのタオルを受け取り、顔の汗を拭ふく。

「死んだかと思ったよ。そういう試合じゃないのは分かってるんだけど、きっちり引っかき回されたあとじゃ。彼、強いね――」

「そこで頭脳戦担当の私の出番なワケですよ。――さすがに出番が一度もなしでは、土曜に居残ったかいがない。ドカンと一働きしますか」

　降ってきたのは麻あさ奈なの声だった。ヒロと律は顔を上げる。律は不思議そうな顔で訊きいた。

「……あの、頭脳戦？」

「ええ」

　麻奈は杖つえを手に、いつものつまらなそうな顔で頷うなずく。

「真まっ直すぐ突っ込むしかない剣士など、魔法使いにかかればイチコロでしょう。敵もつくづく運が悪い。……まあ見ていて下さい。戦いというのがどういうものか、目にするいい機会です」

　言い残して、麻奈は試合へと向かう。喜き連つれ川がわもやってきて、両者開始線につく。

「始め！」

「★『thechariot』of　ふぁ！」「一本!!」

　麻奈は目をパチパチさせながら、ヒロたちのところへ戻ってきた。

「いやはや。援護なく接近戦に駆り出される魔法使いほど、脆もろいものはありませんね」

「さっきと言ってること違うじゃないか！」

　律からのツッコミを完全に無視して、麻奈は次に出る出海いずみに言った。

「敵は強いですよ。ユメユメ油断しないよう」

「――分かっている」

　クナイを持って立ち上がった出海は、短く無機質な声で答えた。なぜか出海は、喜連川との戦いに完全に没入している。集中しているのだ。

「……ちょっと様子が変じゃないかな、彼？」

　律はヒロに言ってくるが、ヒロも小さく頷くことしかできない。

　試合場の開始線で喜連川に向き合った出海は、じっと喜連川を睨にらむ。そして喜連川の方は出海に指を突きつけた。

「……貴様には借りを返すぞ」

　静かだがはっきりとそう宣言する。

　喜連川の挑発的な態度は、今まで出たことがない。一方、対する出海の方は「借りって何を？」と、とぼけるような言葉を返す。

　これがどういう意味のやり取りだったのか、ヒロには分からなかった。いややり取りを聞いた全員がそうだっただろう。ただ喜き連つれ川がわは怒りの表情を浮かべたまま、押し黙った。代わりに出海いずみの方が言う。

「まあ僕の方は仕事柄、無法な輩やからに恨まれるのは慣れているけど」

「黙れ、傲ごう慢まんな无耶志国ムサシノクニの飼い犬！」

　今にも掴つかみかからんばかりに言いあう二人を、ジョン・Ｑが止めに入って注意する。それをきっかけに二人は一切の会話をやめると、さっさと開始線まで下がる。どうせすぐに公然とぶちのめせる。そういうことを二人とも考えている顔だった。不穏である。

　実際、試合はどうなるだろうとヒロは考える。出海の身体能力は驚異的だ。だがそれは全すべて、奇襲的であって初めて成り立つことである。障害物なしの狭い試合場では、出海の能力はほとんど発揮できないのでは？　と、そう思える。

　ジョン・Ｑは上げた手を振り下ろした。

「始め！」

　開始早々、出海は一いつ旦たん跳とび退のき、そこから前後左右の不規則な移動に入る。観戦者の方ではちょっとしたざわめきが生まれた。

「何だ、あの風かざ祭まつりっての。――目で追えん速さだ」

　そう驚いた声を上げた者がいて、別の数名がそれをポカンと驚いた顔で見た。ヒロはポカンの方だった。

　出海自身は床を蹴けって行ったり来たり、喜連川の周りを動き回って隙すきを窺うかがっている。しかしひとまず、それだけに見えた。素人しろうとのヒロから見ても、目にも留まらぬなどという表現はあまりに大げさだ。

　ただ分からないのは、出海はこれで勝てるつもりでいることだった。実際喜連川の視線は、出海を追えていない。相手の出方を待つように、剣を正眼に構え、じっとしたままである。完全に守りに入ったのだ。

　しかし――。

「ああ……」

　律りつが思わずといった風にため息をついた。

「どうしたの？」

　訊きくヒロに律は「これは奇策だよ」と答えた。何が起きているのか説明する。

　律によるとつまり、『出海はものすごく目がいい』ということらしい。だから相手の眼球運動を見抜き、その目の動きと反対側へと、常に動いているのだ。出海を見ようとすると必ずその逆の方向へ、出海が視界を横切る。

　これで試合相手が『いい意味で並』の者であれば、出海は目にも留まらぬ速さで動き回っているように見える。飛び跳ねる出海を目で追っている者にも、同じ現象が現れている。それがヒロに起きていないのは、最初から出海の動きを追えていないからだ。

　だが喜き連つれ川がわは並ではない。

「このままだと、動かされる――」

　そう律りつが言った矢先だった。

　喜連川は振りかぶって大雑把な打ちこみを放つ。そのゆるゆるとした剣の、振り下ろされたその先に、出海いずみは自分から飛び込んでいってしまった。喜連川は最初から剣の行き先など見ないまま、目の動きで逆に出海を誘い込んだのだ。

　主審のジョン・Ｑは「有効」を告げるかと上体を伸ばす。しかし出海はその攻撃を、ギリギリの所で、クナイによって受けた。防いだのだ。

　だが『技を破られた』と認識しなければならなかった出海は、確かに喜連川から一瞬意識を外した。その一瞬に喜連川の方は、脚あしの軸を入れ替えている。

「――速い！」

　思わず律が叫ぶ。つむじ風のように喜連川の手首は翻ひるがえり、切り返した渾こん身しんの一撃が出海の胴に叩たたき込まれていた。出海はすごい勢いで後ろに跳とび退のく。その勢いで場外まで飛び出してしまうが、顔を起こしたその先で咳せき込みだした。床に片手をついて起きあがれない。

　大丈夫かとヒロは立ち上がったが、律は手を取って引き留めた。

「まだ試合中だ、失格負けになる。審判の判定だけ待って。大丈夫、骨折の心配はないみたいだ。あれで血を吐かずに済んでるなら、こっちも相当だよ」

　そう言う間に、ジョン・Ｑは旗を上げ宣言する。

「一本、喜連川」

　喜連川は無表情のまま一人で礼をすると、まだ立てない出海を置いて自分だけ場外へ下がった。

　ジョン・Ｑがこの試合の終了を認め、ヒロたちは出海のところへ行く。出海は腰を折ったまま、まだ声も出ないようだった。しかし片手だけを上げて、近寄ろうとするヒロたちを制する。

「大丈夫か？　クラスメイトの風祭君」

　その慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな声をヒロが振り向くと、そこには喜連川が立っていた。出海は答えないまま、ようやく「クソッ！」と悪態をついて、背を丸めたまま立ち上がった。喜連川の方ももうそれ以上は、出海には興味がないようだった。



　次はヒロと喜連川の試合である。

　すぐに試合を控え、ヒロは真剣な表情で木刀を素振りする。一回、二回、三回。

　先の連休の間、ヒロは多た摩ま台だい町の道場――というか壊滅した道場街跡へ行っていた。そして律の師匠・フヴェルから、ちょっとした稽けい古こをつけてもらった。それがこんなに早く役立つ日を迎えるとは、思ってもみなかった。たった三日分の稽けい古こだが、随分サマになっている――ように自分では思う。

　感想を聞こうと律りつの方を振り向くと、もう負けたような顔をしたまま無理に笑ってウンウンと頷うなずく。彼女は正直で優しい。

　その隣の麻あさ奈なは、半分寝ているような顔。出海いずみはといえば、喜き連つれ川がわの方を殺人者のような目で、じっと睨にらんでいる。

　実に友達がいのない人々である。

「立たつ木きクンがんばって！」

　唯一そう元気に応援してくれた新につ田た玲れい子こに向かって、ヒロは手を振った。それと同時に、ヒロと喜連川の名をジョン・Ｑが呼び、ヒロは試合の場へ向かう。喜連川もやってくる。

　さて。

　ヒロはひとまず副将だが、まさか玲子と喜連川を戦わせるわけにはいかない。これは事実上の最終試合だった。

　――困ったな。

　そう今さらヒロは思う。

　試合の最初に麻奈から言われた通り、力比べであるこの試合では、カドゥケウス伝令使の杖を使うわけにはいかない。

　しかし生身のヒロ程度の実力で、鬼神のごとき喜連川と戦って、勝てるとは全く思えなかった。実質、律が負け、副将のヒロまでつめられた時点で、ヒロのチームは負けてしまったのだ。

　ただ、だからといって最初から負けてもいいつもりで、この試合に挑んでいるわけではない。大体ヒロには、新田玲子をこの試合に引きずり出してしまった責任がある。最初から何もせず降参しましたというわけにはいかない。それは巻きこむことになった玲子に失礼だ。――なのに、打てる手が思いつかない。

　しかしそんな風に悩むヒロに対して、喜連川は意外なこと――ある提案をしてきた。

「俺おれと立木とが戦っても、勝負にならない」

「そうだねえ」

　素直にヒロは肯定した。ためらう余地もないというか、あまりに明白な事実である。

「だからこうしよう。立木はカドゥケウス伝令使の杖を使ってくれていい。あれは王に力を貸すものと聞いている。それなら互角のいい試合ができるだろう？」

　とんでもないことを言いだした喜連川に、周囲はちょっとしたざわめきが起きる。要するに喜連川の狙ねらいは、カドゥケウス伝令使の杖との対決だったのだ。

　だがヒロは慌あわてて言った。

「危険だよ。俺もまだちゃんと使いこなせてないんだし。そもそも事故を防ぐために、みんな武器にカバーつけて試合してるけど、カドゥケウス伝令使の杖はそういうことができないし」

「危険はどちらも同じだ……。こっちも立たつ木きに追い込まれれば、上う手まく寸止めとはいかなくなる可能性もある」

「俺おれはどっちも、ゾッとしないなあ」

　そうまとめるヒロを、しばらくじっと喜き連つれ川がわは見ている。少しだけ考えるようにしていた喜連川は、ヒロのすぐそばまでやって来ると、小声で言った。

「では――真ま名な辺べ麻あさ奈なを賭かけよう」

「何で!?」

　驚くヒロをシッと、喜連川は静かにするよう身振りする。

「いいか？　俺が勝ったら、俺はもう一度、真名辺麻奈を地元に誘う。あの力は喜連川に欲しい。しかし立木が勝てば、俺はそういう誘いは今後一切しない。この条件でどうだ？」

「……決めるのは真名辺さんだよ。俺がどうこうって話じゃない」

「もちろんその通りだ。だから真名辺本人との交渉は、また別の話だ。だがお前が負けたなら、俺と真名辺の取り引きには、一切口を挟まない。そういう条件にしてみないか？」

　その言葉にヒロは、考えこんでしまう。

「いや……俺がカドゥケウス伝令使の杖が使いこなせてないっていうのは、本当のことなんだ。恥ずかしながらね。だからもし試合して事故でも起きたら、すごく後味の悪い結果になる。第一、俺がカドゥケウス伝令使の杖を試合に使うことは、君にメリットがない」

「全すべて覚悟の上だ。だが俺は、こういう試合の機会を得た。これは俺の運命だ。そしてその運命をどこまで俺の腕でねじ伏せられるか、俺は喜連川の一員として試したい。それこそが力を持つということだ。ましてや真名辺のことに関しては、もう一枚、越えねばならん壁があるだろう」

　それは麻奈の言う『彼』のことだった。それはヒロにも分かる。

「俺は立木という壁は、ここで越えておきたい。ここで勝てんようなら、次の壁も越すことはできん。素直に諦あきらめよう」

　ヒロはまた考えこんだが、結局は頷うなずいた。

「分かった。やろう」

　その返答に喜連川は笑みを浮かべる。新たな取り決めを正式に伝えるべく、ジョン・Ｑに話に行く。主審のジョン・Ｑは危険を理由に止めているが、喜連川の表情からは余裕が窺うかがえた。結局はジョン・Ｑも、喜連川の説得に折れる。

　ヒロは深呼吸するように、大きく息をついた。自分は挑発に乗せられているのだ。

　だがヒロにしても今のように腰の退ひけた状態では、どうにもならない。

　麻奈のことを、ヒロはこれまで適当に考えている。ひとまず馴なれ合いで済ませたい、済むと思っているのだ。――しかし実はそうではないだろうと、自分で自分に問いかける。ヒロは本心では、麻あさ奈なに言い寄る喜き連つれ川がわの鼻っ柱を叩たたき折っておきたいのだ。

　ヒロは改めて試合の準備へと向かった。

　まずカドゥケウス伝令使の杖に命じて、その姿を実体化させる。このカドゥケウス伝令使の杖は、左手は手のひらの形をした籠こ手てとなっているが、右手側は狙ねらいを定めるための握り。つまり左右非対称になっていて、ものを持てるのは左手だけである。ヒロが武器として用意した木刀は、左手でしか使えない。そのかわりカドゥケウス伝令使の杖は、生身のヒロには不可能な反応速度と、行動方針を与えてくれる。

　さらにこの武器には左右に螺ら旋せん溝こうの入った鉄柱があるのだが、これは使わないと自分の心に言い聞かせる。喜連川は使ってもいいというつもりでいると思うが、対象の存在自体をこの世から消してしまう武器だ。これだけは人間に当たると事故では済まない。攻撃手段は左手で持った木刀のみ。ヒロはこれを自分の縛りとした。

　そこまで考えて妙な後ろめたさに、何だろうとヒロは思う。有利・不利のことではない。

　そして気づく。ヒロがこうやって個人の目的のためだけに、カドゥケウス伝令使の杖の力を意識して使うのは、初めてのことだった。

　ヒロと喜連川は、改めて開始線につく。主審ジョン・Ｑのきびきびした声が響いた。

「始め！」

　だが速攻戦とはならなかった。

　ヒロは動けない。――なぜなら喜連川が、動かなかったからだ。

　彼は律りつの時と同じように、またもや腰の鞘さやに剣を戻した。そして素手のまま、ふらりふらりとヒロの方へ近づいてくる。さらに喜連川はヒロの顔を見たまま「ふわー」とあくびをする。とんでもない大根演技。わざとだ。

　しかし悪びれた風もなく、ニコニコとヒロを見ている。

　そして本当にその間、ヒロは全く動けなかったのだ。もっとはっきり言えば、こういう時にどうしたらいいのか、全く分からない。はっきりと途方に暮れていた。危機感を感じていないヒロに、カドゥケウス伝令使の杖は行動の指針を寄こさない。徒手でも十分強い喜連川なのに、今は攻撃の意志がないことをいちいち読みとってしまう。

「やはりカドゥケウス伝令使の杖は、そういうものか――」

　喜連川は自然体のままヒロのすぐ隣までやって来る。そして空の両手を、大きく広げた。

　――何かしかけてくる！

　そうヒロが判断した時点で、ようやくカドゥケウス伝令使の杖は反応した。素早く喜連川の両手両足の位置を確認し、繰り出せる攻撃を頭の中に割り出す。至近だが相手の両腕はまだヒロまで届かない。しかし両足の加重はヒロから跳び離れる方向。喜連川は武器に手をかけようとはしていない。

「えっ――」

　それでは当たらないではないか。防御しようがない。喜き連つれ川がわの両手は、ヒロまで届かないのだ。

　とそう考えた時、喜連川の手と手は、何もない空中、ヒロの顔の前で合わさった。

　パンッ！　と想像以上の大きな破裂音が、その手の間から響き渡る。

「猫ねこ騙だまし！」

　観戦者たちが口々に叫んだ。しかしヒロの方はそれどころではない。感覚を開いていた分、目がチカチカし、耳の鼓膜が痺しびれる。ただ今はなりふり構わず、喜連川のいた場所に当て推量で木刀を振るった。カドゥケウス伝令使の杖は完全に活動を開始する。

　しかし当然その場に、喜連川の身体からだはない。跳とび退のいたまま抜刀している。まだくらまされた目は焦点を結ばないが、喜連川は少なくとも笑ってはいない。今度こそしかけてくる。

　そう思った時には、首の横を軽く叩たたかれていた。喜連川はすでに、刀を鞘さやに収めている。

「一本それまで！」

　ジョン・Ｑの止めが入る。カドゥケウス伝令使の杖は最後の喜連川の攻撃に、ほとんど何の行動方針も送ってこなかった。いやヒロ自身が状況を察知できなかったがために、送れなかったのだ。

　――負けた。



    

  
    
      



    

  
    
      　そう頭で理解した途端、どっと全身から汗が出てきた。

　二人は開始位置に戻り、互いに礼をした。頭を上げる時、喜き連つれ川がわが小声でヒロに言う。

「分かったか、立たつ木き。カドゥケウス伝令使の杖は確かに、その持ち主に『方法』を与えてくれる。だがカドゥケウス伝令使の杖自体に感覚やセンサーがあるわけじゃないんだ。杖つえはお前を注意深くするが、実際はお前の感覚が広がっているわけではない。ものの見方を助言するだけだ。だからお前が知覚しないものには、対応できない」

　確かにその通りだった。喜連川の推察は的確である。ヒロは戦いの準備、そしてその結果において、完全に負けたのだ。

「俺おれの勝ちだ。――真ま名な辺べの件は、約束を守ってもらうぞ」

　そう勝者の顔で、喜連川は言った。ヒロは頷うなずくしかなかった。



　ヒロが敗北した時点で、玲れい子こは不戦敗であることをジョン・Ｑは確認した。

　優勝は喜連川のチーム、学級委員長は喜連川本人ということになった。実力を見せた喜連川の存在に、異論の出るはずもない。

　試合はこれで終了となり、ジョン・Ｑは使った格技室の片づけと掃除を指示した。

　目的がバラバラの参加者たちだが、この指示には素早く素直に従う。彼らはこの手の行事にほとんどの者が慣れており、何も指示するまでもなく、床ゆか拭ふきに始まる部屋の掃除を始めた。

　そんな周囲を見回して、ジョン・Ｑはようやく肩の荷が下りた思いだった。

「……しかし今日は、いろいろ貴重なものを見た」

　学生試合の審判など、最初は冗談ではないと思った。しかし予想以上の収穫があった。

　教師としては生徒間の力関係を、ほぼ観察し、把握することができた。

　魔術師としては、活動するカドゥケウス伝令使の杖の姿を実際に目にすることができた。

　あれは確かに、彼自身が半世紀に亘わたって、美術館の地下で見守っていたものだった。ただ一点。左右が反転していることを除いて。

　立木ヒロのカドゥケウス伝令使の杖は、左手側が鉄製の巨大な籠こ手て、右手側が槍やりの時に狙ねらいをつけるための握りになっている。だがジョン・Ｑの元から勝手に飛び出していったカドゥケウス伝令使の杖はこれが左右逆――右手側に来る部分が籠手であり、左手側に来る部分が握りだったのである。細かいことを言えば、鉄柱の部分の螺ら旋せん溝こうも右巻きと左巻きが逆になっている。

　つまり両者は鏡像異性体キラリテイー、実物と鏡の像の関係なのだ。なぜこんなことが起こっているのか？

　――さてここには、どんな謎なぞが隠されているのか？

　起きていることは確かにとんでもないことなのだが、何やら間の抜けた話だ。人知れず彼は、笑ってしまう。

「ジョン先生」

　黙考する彼にそう声をかけてきたのは、副審を頼んでいた霜そう夜や――鏡像国家の彼女だ。

「審判旗の片づけが終わりました。あとはどうしましょうか？」

　ジョン・Ｑはそれまでの知的好奇心に蓋ふたをして、気持ちを引き戻して周囲を見回した。もう間もなく、生徒たちは格技室の清掃を終えてしまう。

「しまった、しまった。随分呆ほうけてたな。――悪いけれどもう一仕事、頼めるかな？　参加者を労ねぎらうために甘味を買ってきたいんだ。その買い物と荷物運びを、私と一緒に行って手伝って欲しいんだが――」

「はい？　構いませんよ」

　ジョン・Ｑが妙に生徒に気を回してるからだろう、立たつ木き霜夜は不思議そうな顔をする。

　しかしジョン・Ｑとしては、この締めどころが肝心なのだ。最後にきっちり仲直りする時間を設けなければ、クラスは分裂したままだ。だが空腹で糖分の足りない頭では、まとまる話もまとまらない。――とまあこれは、今回の件で相談に行ったフヴェルの入れ知恵である。

「急いで店に行くとしよう。――ところで、四し方ほう君は？　実はむしろ男の彼に頼もうと思ったんだが」

　霜夜は「見かけません」と困ったように首を振る。

「ジョン先生」

　ジョン・Ｑは声に振り向く。やって来たの立木ヒロと真ま名な辺べ麻あさ奈な、長な川がわ律りつの三人だった。

「今日はどうもありがとうございました。喜き連つれ川がわ君たちも多分来ると思いますけど――」

　むぐ、とジョン・Ｑは言葉につまる。思った通りの展開だ。このままだと身動きが取れなくなってしまう。だがここは、素直に頼んでしまえばいいかと考え直す。

「気持ちは嬉うれしいんだが、ちょっといいだろうか。最後にＨＲホームルームをやるので、全員に帰るのを待つよう、伝えてもらえるかな。帰り支度だけして、待っていて欲しい」

「ああ……そうですね。分かりました」

　教師としての狙ねらいを察してくれたのか、ヒロは頷うなずいた。ジョン・Ｑは頷き返すと、今度は麻奈の方に視線を向ける。

「バタバタしていて悪いんだが、ちょっとだけ訊きいてもいいかな？　君は魔法というかその……いわゆる呪じゆ文もんを、どこで誰だれに習った？」

「え、私ですか？」

　突然話を振られた麻奈は、驚いた表情を浮かべる。ジョン・Ｑは頷いた。

「実は君の使っている呪文は、私が友人のためにまとめ上げたものなんだよ。――もっともこれも四百年ほど前のことで、その長い年月の間に拡散したのかもしれないが。友人の足跡を、何とか追えないものかなと思っていてね」

「ああ……」

　真ま名な辺べ麻あさ奈なは首を傾かしげる。

「もしかして先生は、アーティガルの知り合いなんですか？」

「それだ！」

　勢い込むジョン・Ｑに「誰だれ？」と立たつ木きヒロだけが不可解な表情。そしてジョン・Ｑの代わりに、同じように驚いた顔の律りつが教える。

「ボクの命の恩人だよ――。剣の持ち主だった人」

「なるほど。……えっとつまり真名辺さんと長な川がわさんとジョン先生には共通の知り合いがいるってこと？」

　よく分からないという顔のヒロに、麻奈は肩をすくめた。

「妙な縁ですね……。もっとも最後に会ったのは、だいぶ前ですが――」

　フム、とジョン・Ｑはすっかり興奮してしまう自分を感じた。

　アーティガルの剣に、アーティガルの魔法、そして彼も持っていたカドゥケウス伝令使の杖に鏡像国家。立木ヒロの周りは、アーティガルに関係のあるものばかりで、全すべて埋まっている。

「それで今、アーティガルはどこにいるか、君は何か知っているかい？」

　興奮するジョン・Ｑの気分とは裏腹に、麻奈は難しい顔をする。

「どこにも何も……天球儀会ソシエタス・スフアエラで幹部をやってますが」

「天球儀会ソシエタス・スフアエラ？」

　しばし沈黙するしかなかったジョン・Ｑは、肩を落として大きくため息をついた。

「そうか……よりにもよって。いや地下室に閉じこもっていた私が、どうのこうのと言う権利もないことだが」

　悔やむジョン・Ｑの隣では、立木ヒロがこちらも不思議そうな顔をしている。

「大丈夫ですか？」

「いや何でもないんだ……」

　ジョン・Ｑはまだ混乱した頭のまま、手を振った。

「それよりもＨＲホームルームの通達、よろしく頼むよ。私は少し出かけてくる」



　土曜夜の週末の校舎は、全くの闇やみに閉ざされていた。どの棟にも明かりはなく、点ともるのは赤い火災報知器のランプのみ。白い光が漏れているのは、格技室のある一角だけだった。

　そこからだけはこもったような人の声が響いてきており、今も扉を開けて、人影が出てきた。

　屋内からの光にかろうじて照らされた人影の一つは、異国人の教師。もう一つは女学生の格好である。

　彼らはさらに屋内に向けて二、三のことを告げた。格技室の扉が閉まると、二人は話しながら早歩きして、校舎わきを通り、校門の方へと向かっていく。

　――ようやく出ていくようだな。

　賭かけのつもりでギリギリまで待ったことが、どうやら吉と出たようだった。執事ステファノーは、赤い化粧の顔でほくそ笑んだ。もう諦あきらめるべきかと、悩んでいたところだったのだ。おまけに魔術師についていくのは、鏡像国家である。もっとも除外したかった存在の一つが、自らこの場をあとにしてくれるらしい。

『迷宮』作戦の決行に、これほど好都合なことはない。全すべての準備は整った。もはや今を逃して、他ほかに開始のチャンスはない。

「待て……不審な……」

　息も絶え絶え、ほとんど這はいつくばるようにして出てきた男が、ステファノーに手を伸ばす。男は无耶志国ムサシノクニが立たつ木きヒロにつけている監視者だった。ここへ侵入するために、戦って倒したはずだったが、生きていた。

「討ち漏らしがございましたか。これは失礼」

　執事ステファノーはポケットから小さく細い銀のナイフを取り出すと、それを男に向かって投げる。それで男は首の血管を切られ、絶命した。何せこの作戦の要かなめは、隔離による時間稼ぎにある。隠し通すことは不可能だろうが、発覚は遅れれば遅れるほどいい。

　ステファノーは内ポケットを探さぐると、そこから小さな木箱を取り出した。

　この中に『カエル・ドロイア』――トロイの城壁の名で広く知られる迷宮の種が、入っている。迷宮蒐しゆう集しゆう家かである天王星カイルスから作戦遂行のためにと、人手を介して渡されたものだった。

「さて……」

　木箱から白手袋で掴つかんで取り出したものを眺め、ステファノーは感嘆の吐息を漏らした。そこにあったのは何とも見事な、黄金の仔こ牛うし像だったのである。

「これほどまでに、見事なものか！」

　自分の持つものを、ステファノーはしげしげと眺めた。ただの呪まじない石か呪じゆ符ふが出てくる、そう思いこんでいた。だがその美しさは魔性を秘めたかのような輝きで、暗くら闇やみの中に燦さん然ぜんとしてある。

　――何かおかしい。

　その考えが、唐突に執事ステファノーの脳裏にひらめいた。彼はこれを盗み出し、何もかもを投げ捨てて逃げようと思ったのだ。あんなどこの誰だれともしれないガキどものために、この美しいものが使われる必要はない。そう思った。卑いやしい彼にはあまりにも、抗あらがいがたい誘惑だった。

「そこで何をしている！」

　そう鋭い詰きつ問もんがあった。声はすでに十分に調査済み、无耶志国ムサシノクニの忍しのび、風かざ祭まつり出海いずみである。先ほど殺した男の仲間だ。

　名な残ごり惜しい思いを引きはがすようにして、ステファノーは我に返った。そう。任務中なのだ。彼は急ぎ、黄金の仔こ牛うし像を満月にかざした。それで機能を開始すると、渡された時すでに、説明を受けていた。

　だがその次に起きた激烈な反応に、彼は我が目を疑った。辺り一面の地面が、全く静かに音もなく、どんどんと陥没を始めたのだ。ステファノーの位置を中心に、すごい数の真円の波が、繊細な形を保ったまま、波打つように広がっていく。

「バカな、何だこれは！　聞いた迷宮『カエル・ドロイア』と違う!!」

　今はまだ迷宮となる前――胚はいの段階である。しかしその複雑さは、想定していたものとは桁けた違ちがいだった。おまけに取り込もうとする範囲が、これまた想像を超えて広い。

　このままでは体育館だけではなく、その周囲までも全すべてを、迷宮が飲み込んでしまう。見つけてくれと言わんばかりの、巨大な構造物ができてしまう。手広くやっても、ステファノーとトリンキュローのわずか二人では、対処ができるわけがない。

　――手違いがあったのだ。そう結論づけるしかなかった。

「ならば作戦は中止か……」

　それができるとステファノーは、まだ思っていた。

　この巨大迷宮は、満足に形成されない。なぜならこれほどの規模のものなら、儀式準備自体もまた入念に行われる必要があるからだ。核となる呪じゆ物ぶつ一つでどうにかなるものではない。

　だが現実は、ステファノーの思ったようにはならなかった。その場の空間を地下へと盆状に押し広げつつある迷宮は、急速に定着していく。すでに学校内のあちこちに準備されていた何百という落書きのような魔法陣。それがいよいよ、機能を始めたのだ。

　魔法陣は本来なら、まともに役に立つようなものではない。ただ、堤に穿うがたれる小さな穴でも、それが並んだところに大きな津波が押し寄せれば、折れて割れる原因ともなりえる。

「ああ、あ、馬ば鹿かな……」

　変化の中心、仔牛像を放ほうって逃げ出すわけにもいかないステファノーは、足下にできた幾多の溝に挟まる。そしてまるで臼うすに嵌はまったように、絶叫を残して挽ひきつぶされた。

「何なんだ、一体！」

　自分も二の舞になりかねない出海いずみは、そこから大きく跳び逃げる。

　轟ごう々ごうと音を立て、まるで『地面にできた渦うず』さながらの模様が広がっていく。そして辺り一帯は勢いのある速さで、回転しながら沈没を開始した。



    

  
    
      
第四章





　ヒロはジョン・Ｑの伝言を試合参加者に伝えた。

　格技室の清掃を終えた彼らは、そのまま三々五々に散っている。ヒロもまた格技室の扉の外で、ジョン・Ｑと霜そう夜やが帰ってくるのを待っていた。

　床が高い格技室は出てすぐのところに三段だけの階段がある。そこに座り、ヒロは考えこんでいた。

　夜空には満月があり、明るく輝いている。しかしそのまん丸な感じというのが、妙に落ち着かない。不吉なもののように感じていた。

　――いや、違うか。

　ヒロは心中で打ち消す。今のこの心の中の重苦しい気持ちは、風景とは何の関係もない。

　自分の実力というものを、ヒロは思い知らされた。喜き連つれ川がわに完敗したのだ。付け焼き刃では、どうしようもない。それだけの努力を、喜連川はこれまでの人生でしてきたのだ。喜連川が勝てるのは正しい。

　ヒロは喜連川にすら勝てない。そしてその喜連川にも越えられないかもしれない壁。

　――アーティガルさんか。どんな人なんだろう。

　そうボンヤリと思う。

「ここにいましたか……」

　そう声をかけてやって来たのは、悩みの根源である麻あさ奈なだった。

　すでに部室で制服に着替え、帰り支度を終えた彼女は、試合に使った杖つえだけを持っている。これは持って帰るのだろう。

　麻奈はその場を左右に見回す。しかしいい座り場所が見つからなかったのか、勝手にヒロの隣へ座り込んだ。

「先ほどのＱちゃん先生の話についてですか？」

　ヒロはひとまず、素直に頷うなずいておいた。そして一応言っておく。

「――その呼び方、流は行やってるみたいだけどやめてあげなよ」

「本人は喜んでいますよ」

　――別に喜んでないよ。と、そう言おうと思ったが、まあ今は、これ以上は置いておく。

「真ま名な辺べさんは、何かジョン先生の話で気がついたことあった？」

「ええ……。あのですね、彼の言うアーティガルという名の人物が、私の魔法の先生というところまでは、了解していますよね？」

　ヒロは頷うなずいた。麻あさ奈なの師に当たる人物は現在、天球儀会ソシエタス・スフアエラにいる。その人物と会談の場を設けることを、ヒロたちの王国はひとまずの方針――行動目標としていた。

「……その人が、前に真ま名な辺べさんが言ってた『どうしても会いたい人』なんだよね？」

「いやいや……ちょっと待って下さい。――すみませんが、何か誤解がありませんか？」

　困った顔をして、麻奈は言う。「誤解？」とヒロは聞き返してしまうが、麻奈は顎あごを指で挟む仕草のままヒロの方を向いた。「一度、整理しましょう」と提案する。

「まず私が会いたいという『彼』は、私に『魔法使いとしての生き方』を教えてくれた人間です。魔法を教わった『アーティガル』という名の人物は、全くの別人ですよ？」

「えっと二人いるってこと？」

「だから、最初から別人ですよ。あなたが混同しているだけだ。そもそも『彼』とアーティガルなんかと一緒にされるのは、不本意ですね」

「不本意って……。えっと――」

　言いかけてヒロは口ごもり、改めて麻奈に訊きく。

「――じゃあアーティガルさんとは別人として。そもそもその『彼』って人の方の名前は、何て言うの？　いや呼びにくいしさ。混乱する原因になってるし。問題がないなら教えて欲しいんだけど」

「言えませんね。秘密です」

　そう答える麻奈は、恥じらうようでいながらも、それでいて楽しそうに言う。壁だった。

　ヒロはちょっとムスッとしてしまう。情けないことに、ヤキモチを焼いているのだ。

「どうして名前が秘密なのさ？」

「聞いたらあなたは笑うからですよ。教えられませんね」

「笑う？　じゃあ、アーティガルさんの方と会談の席を設けたいって、何でなの？　先生と生徒で、天球儀会ソシエタス・スフアエラにいるって分かってるなら、直接会いに行けばよくない？」

「色々ありましてね。私は後ろ盾なしに天球儀会ソシエタス・スフアエラと接触するわけにはいかないんですよ。……本当に、できれば一生、関かかわりたくはなかった」

「でもそれじゃあなおさら、どうしていま魔法の先生に会いたいの？」

「それなんですが――」

　急に神妙な面持ちになって、麻奈は言う。

「あなたの家にかかっていた幻術のこと、憶おぼえていますか？　私が最初にあなたの家へ行った時、魔法陣を造って潰つぶしたものです」

　ヒロは記憶を探さぐり「ああ……うん」と頷いた。

　実はヒロはつい先月まで、両親と姉の霜そう夜やという家族を現実と思いこんで、生活を送っていた。明らかな不自然にもかかわらず、ヒロはすっかりそう思いこまされる魔法にかけられていた。麻奈が幻術を破ったことで、ようやく不自然を自覚したのだ。

　その麻あさ奈なが言う。

「――あれはアステカに伝わる方式のもので、私はアーティガルから習って知っていた。しかしセシリアに訊きいてみたんですが、彼女の使用する幻術の方式は、あなたの家にあったものとは違う」

「そうなの？」

「そうです。あれは十中八九、アーティガルがかけたものです」

　ヒロはしばし首をひねったまま、黙り込む。

「……つまり、どういうこと？　真ま名な辺べさんの魔法の先生が、実は霜そう夜やとも知り合いだったってこと？　それで俺おれに幻術をかけた？」

「ええ。もっとも私と霜夜さんはまともな話し合いにならないので、セシリアに頼んで聞き出してもらっているんですが。どうも上う手まくいっていないらしい。かといって無む理り強じいもできませんし。……ただもしかすると一連の事件は、実は私の周りに張り巡らされた策謀なのかもしれない。何者かが私の未来に、干渉しようとしている」

　その麻奈の言うことは、ヒロには意外な視点だった。

　確かにヒロにとっては全すべてのことは、ヒロの身の回りで起きた事件だ。

　だが実際は麻奈の先生・アーティガルが、律りつの命の恩人となり、剣を与えた。

　アーティガルは鏡像国家の持ち主で、同じ境遇のセシリアに麻奈と対決させた。

　そしてアーティガルの友人であるというジョン・Ｑが、麻奈の担任となった。

　この一連の流れの中に、ヒロもまた一つのパーツとして巻きこまれただけとも、見ることができるのだ。

「それは会ってみる必要がありそうだね――確かに」

「ええ……。しかも私にとっては、今年は『彼』と再会する約束の年です。その今年になって事態が大きく動き、その背後にアーティガルの影がちらつく。ここからは飛躍ですが、おそらくアーティガルは、『彼』について何か知っている」

「なるほど……」

　ヒロは頷うなずく。裏の事情は何だかよく分からないが、麻奈のためにしてあげられることがある。その事実に安あん堵どした。おそらくこれは思いこみのようにも思うのだが、ひとまずやるべきことはある。全てはそのあとで考えようと思った。

　と、その時になってやっと、ヒロは奇妙なことに気がついた。空は夜の晴天なのに、先ほどまで見えていた満月がなくなっている。空を探すと東の端にそれを見つけた。だが急に動き出した月は、まだ止まってはいない。そのまま今度は北の空へと向かっていく。

「何……？」

　答えはなかった。麻奈も異常に気がついたが、無言。そしてようやくヒロは、いま自分が座っている地面の方が回転しているのだということに気がついた。校舎も何もかもが、ゆっくりと回っている。

　そうする間に、その回っている校舎が溶けだした。まるで均ならされるように、徐々に高さを失っていく。その一方で、全く別の何かが壁のように立ち上がろうとしていた。いや周囲全体は何の音もないまま、地面へと沈んでいくのだ。

　気がつくと格技室の中からは、声がしなくなっている。辺りは人の声のない静寂に包み込まれていた。

「真ま名な辺べさん――！」

　無事を確認するようにようやく一言。それがヒロの限界だった。

　巨大な波紋が波立つよう歪ゆがみながら、突如生まれた大きな縦穴は、その腹の中に広大な学校敷地を飲み込んでいった。



　霜そう夜やとジョン・Ｑが向かったのは、学校からそうは離れていないコンビニの一つだった。

　ひとまずジョン・Ｑの財布から出るものなので、霜夜は商品選択をジョン・Ｑに任せ、自分は店外で待つことにした。少し考えなければならないこともある。

　霜夜は先の試合の間、喜き連つれ川がわをずっと見張っていた。しかし明確な動きがない。チャンスはいくらでもあったのにだ。

　喜連川は確かに、律りつに関心を示している。そしてそれ以上に、ヒロに興味があるようだった。だがシッポを見せるかに思わせて、きわどいところでひらりとかわしていく。それは余裕なのか、それとも目的が、出海いずみや霜夜の考えるものとは違っているのか。

　――こちらからしかけてみようかしら？

　霜夜は腰の後ろの二丁ある銃の重みに、意識を向ける。相手の本性をあぶり出してしまえば、あとは正面からしかけられる。

　ただまあ、こんなことは霜夜の側で決められるはずもなかった。場を離れる霜夜の代わりに、出海がヒロを護衛している。その彼と相談してみなければならないことだった。

　そこで霜夜は思考を一いつ旦たん打ち切る。

　コンビニのガラス越しに大きな袋を四つ抱えたジョン・Ｑが、出てくるところだった。両手がふさがっている彼のために、霜夜は扉を開けて押さえておく。

　缶だの小分けの菓子だのの入った袋を一旦地面に置いたジョン・Ｑは、大きく息をついた。身体からだは若いのだが、基本的に運動不足らしい。

「……袋を一つ頼めるかな？　私の方で三つは持つ」

「大丈夫ですよ。半分持ちます。力はありますから」

　そう言って霜夜は、大きな袋の二つを持った。別に全部を持ってもいいのだが、それはジョン・Ｑの方からすれば体裁が悪いだろう。そう気を利かせる。

　だが礼を言って二つの袋を改めて持ったジョン・Ｑは、そのまま二つともその場に取り落とした。中身の缶ジュースが重たげな音を立て、駐車場代わりのアスファルトに転がる。

　ジョン・Ｑの驚きの理由は、彼の視線を追った霜そう夜やにもすぐ分かった。目の前すぐそこに見えていた学校校舎の姿と影が、今まさにどんどんと形を崩しながら、地面に沈んでいくのだ。

「何なんだ、これは……。ちょっと待ってくれ！」

　唸うなるように言ったジョン・Ｑは、見た目での判断をやめ、急いで携帯電話を取り出す。

「どこへ連絡を？」と訊きく霜夜に「国連、――いやフヴェルだ」と言い返す。

「情けない話だが、竜ドラゴンたちに訊くのが一番確実で早い。向こうでもこの魔力の流れは、気がついているはずだ」

　さらに訊こうとする霜夜を、ジョン・Ｑは手で押しとどめる。

「ちょっと待って繋つながった。私だ、ジョンだ。いま何が起きているか、そちらは把握しているか、フヴェル？」

　その呼びかけに対し、妙に低い女の声が、スピーカーの方から漏れ聞こえた。

『ああ、ジョン。こちらでも確認した。――動く時には一度に動くものだな。待った時間は長かったが、始まってみれば意外と早いものだ』

「早いって……？　始まるって何が？」

『全すべてが始まり、全てが動く。天球儀会ソシエタス・スフアエラと最終決着をつけるのだ。――今夜これからな』

「何を言っている？　――そんな唐突な夢想じみたことは、横に置いておいてくれ。それよりも生徒たちが、学校に閉じこめられた可能性がある。何が起きているのか知らないが、救出に手を貸して欲しい」

『その必要はない。彼らは彼らでどうにかする。そういう人選だ』

「……意味が分からない、フヴェル。お前、何か知っているのか？」

『それはその目で確かめろ、ジョン・Ｑ。私は準備があるので、もう行く』

「ちょっと待て！」

　ジョン・Ｑは怒鳴ったが、通話は一方的に切れたらしい。

「ワケが分からない……」

　神経質な表情でジョン・Ｑは言うと、携帯電話をしまいながら霜夜へ言った。

「私は竜ドラゴンたちの道場へ、様子を見に行ってくる。十五分もあれば往復できるから、君はここでしばらく待っていてもらいたい」

「分かりました」

　霜夜は頷うなずいた。ジョン・Ｑが慌あわただしくかけて行く後ろ姿を、コンビニの前で見送る。

　しかしもちろん、霜夜とセシリアはただぼんやり待つつもりはない。立たつ木き家の鏡像たちにはすでに、防御のための指令を出した。

　ヒロ、麻あさ奈な、律りつの身に何か起きた以上、立木家はセシリアの鏡像国家で守るしかない。これは攻撃である可能性もあるのだ。帰る場所をなくすわけにはいかない。

　だが突然、目の前に飛び降りてきた影に、霜そう夜やたちは困惑する。ヒロについていたはずの、風かざ祭まつり出海いずみである。

「どうしてあなたが――」

　霜夜の声に、出海は顔をしかめ首を落とす。

「天球儀会ソシエタス・スフアエラに、僕たち无耶志国ムサシノクニ側の護まもりが破られました。その仲間の警告で一いつ旦たん場を離れたら、逆に僕も締めだされてしまった」

　だがそんな経緯は、霜夜にとってもセシリアにとっても、どうでもいいことだった。霜夜たちが思っている以上に、事態は深刻だったのだ。

「一体、何が起きているんですか？」

「天球儀会ソシエタス・スフアエラが、学校の周辺に巨大な迷宮を展開しました」

「迷宮？　それで今、ヒロさんの周りには？」

　出海は苦々しげに顔をしかめ、無言で横に首を振る。

　霜夜はしばし、何も考えられなくなった。あの学生たちの中に、天球儀会ソシエタス・スフアエラの暗殺者、トリンキュローがいるのだ。そしてその事実を知っている者が誰だれもいない。

　霜夜はすぐさま救出プランを組み立て、自分の中にいる主あるじに許可を求めた。

　――この行動で構わないでしょうか、セシリア様？

　セシリアも承認した。

「――私たちは、迷宮を目指します。ヒロさんの元に、道化師トリンキュローのことを知らせに行かなければ。協力を頼みたいのですけれど？」

　その霜夜の申し出に、出海は頷うなずいた。

「もちろんです。こちらも仲間への報告と救援は済ませました。しかし手ぶらで帰れる状況ではない」

「ならば命がけでやってもらいます。こちらはヨアルリ・エエカトルを呼びます。翼持つ者に空から偵察させ、私たちは中に突入し、ヒロさんたちと合流します」

「はい」

　示し合わせた二人は、元学校のあった方角へ向け、走り始めた。



　ヒロと麻あさ奈なの目の前で起きた学校の変化は、おおよそ現実のこととは思えない出来事だった。変な話だが、多分これは、比ひ喩ゆではない。

　夜の校庭があり満月が出ており、真っ暗な校舎が立ち並ぶ――。その『現実』が、強引に書き換えられ別の現実が上書きされていく。その光景を目の当たりにしていた。

　地形変化は回転を伴いながら、何重もの円形通路が重ね合わされた形へと移行していく。

　ヒロと麻奈はこの間、全く動くことができなかった。しかし幸い、二人の身に直接の害は、何事もない。それぐらい二人の周囲で起きた変化は、大らかなものだった。

　徐々に現実の変換も、速度が落ちてくる。気がつくとヒロの頭の上には屋根が張り出してきており、天井ができていた。向こう側には大雑把な柱が立ち並ぶ。

　変化前は外にいて直じかに月を見ていた二人だが、今いる場所はどこまでもずっと続くように見える通路の真ん中だった。

「変化が止まりましたね……」

　隣にいた麻あさ奈なが、周囲を見回して言う。ヒロもそれにならう。

　広大な整理された通路と壁と柱は、一いつ旦たん完成してみれば、コンクリートや鉄の使われた人工的なものに見えた。

　ただそれは実際のところ、素材に使われたというだけの話である。よく見ると人工的な各素材は、グネグネと歪いびつに曲がっている。

　例えば目の前の壁にある扉は全体がわずかに傾いていて、その一方の端は伸びているのだが、もう片方は縮んでいる。ものすごく自然に、歪ゆがんだ台形の扉へと変化していた。

　既視感と違和感で発狂した世界。まるで騙だまし絵のようだった。

　ひとまずヒロは通路のようになったその場所を、半ば手探さぐりで横切った。壁の向かい側にある柱の間からは、外を覗のぞけるようだった。

　だがそこから広がる光景に、ヒロは再び言葉をなくす羽目になった。

　柱の向こうは途切れて何もなくなっており、すぐ下まで５ｍメートルほどの絶壁となっている。この大きな段差が何十段と続いているのだ。そして全体としては、巨大なすり鉢状になっていた。

　その二段か三段下の階層は、月明かりの下で土そのままの色のように見える。おそらくあれは、元は土の地面だった校庭の一部だろう。それが新たに現れたこの地形に、そのまま巻きこまれたのだ。

　――何なんだこれ。

　今度はこの巨大なすり鉢の底へと、ヒロは視線を下ろす。ヒロが今いる場所から見て、一番下まで六十段分ほどの大きく円を描えがく通路の天井が見えている。単純に計算すれば３００ｍほど下になるが、見た感じではさらに深そうに見えた。まるで地の底である。

　そこには闇やみがわだかまって居座っているかのようで、何も見えない。なのにその闇へ視線を向けているだけで寒気のようなものを感じ、ヒロは身を引いた。

「どうなってるんだろう」

　そう言いながら戻ってきてみると、麻奈はつま先立ちで杖つえを掲げ、天井をつついている。

「どうしたの、真ま名な辺べさん」

　ヒロの問いに麻奈が答える前に、結果が出た。カチリという音と共に壁の歪んだ部分に明かりが点ともったのだ。よく見ればそれは、壁と同じように変形した蛍光灯だった。

「明かりがつくの!?」

「場所によっては、ということのようです。もっともここも、スイッチの方が天井に、天井の照明の方は壁に移動しているみたいですね。それでも、地面との連続性は保たれている……」

「電線は繋つながってるってこと？」

「はい。多分水道なんかも、使えるものがあるかもしれません」

　麻あさ奈なの返事に、ヒロは随分と不思議なことになるものだと感心する。

　もっともこれはどうやら完全ではないようで、ついた蛍光灯もあったが、消えたままの蛍光灯もある。

　ひとまず確保された明かりの下で、ヒロは改めて周囲を見てみる。やはりここは格技室のすぐ外のようだった。ただ、いくつかある扉は、どれも盛大に変形してしまっている。一見して、ノブを引いてまともに開きそうではなかった。

「この向こう、壊せば格技室の中に続いてるのかな？」

「さあ、試してみないことには……」

　麻奈が言うのでヒロはひとまず扉を叩たたいてみる。返ってきたのは妙にこもった音だった。

「何か――ものすごく厚くなってる？　どういう基準なんだろう」

　おそらく、何もかもが変わったわけではない。変形するべきものとするべきでないものが選別されていなければ、ヒロも麻奈もただでは済んでいない。

「要するに地続きだったものだけ、空間位相がずれてしまっているようですね。私やあなたのような人間――地面から分離された存在は巻きこまれていない」

「でもじゃあこれって、随分手の込んだもの、っていうことにならない？」

　ヒロの問いに麻奈は「そうですね」と頷うなずいた。

「あなたを含めて、学生たちの誰だれかを狙ねらったのだとすれば、随分と大げさな仕掛けだ。だったら別に何か狙いがあって、それに巻きこまれたのか……」

「まあひとまず推理は、ここから出て、それからだよ真ま名な辺べさん」

「出られますかね？」

　暗い表情で麻奈は言う。

「これが見た通りのものなら、私たちはそう易やす々やすと脱出することは不可能に思えます。他ほかの人たちがどうなっているかも、気になりますし。私としてはまず、地域社会研究部の部室を探すことを提案しますが……。あそこには色々と、魔術に必要な備品がある」

「まあ確かに、あれだけ色々なものがあればね」

「何を言ってるんです？　私は今日の試合で不測の事態があった時に備え、先に学校へ来て用意をしておいたんですよ。もっともこの状況は、予想の斜め上を行っていますが……」

「頼りになるなあ……。でもそれじゃあ、まずは部室へ行くべきだね」

　ヒロは素直に、麻あさ奈なの申し出を後押しする。確かに装備の補充があるのは心強い。

　ただ――とヒロは左右を見回す。問題はまずその部室が、本当に見つかるかどうかだった。

　今、目の前にあるのは、緩く円を描えがくように続く通路。そして少し行ったところに、一段下の階へと向かう横道の階段があるだけだ。校舎は完全に、このすり鉢状の構造をした建物に、取り込まれてしまっている。どこに部室が埋まっているのか探すこと自体、随分と骨が折れそうだった。

　しばしヒロが考えこんでいると「立たつ木き君！」と通路の向こうから声がかかる。律りつだった。

　そのそばには玲れい子こと他ほかにも何人かがいて、律を先頭にやって来る。律と最初に戦った竹たけ田だや、喜き連つれ川がわと戦った弓術者・島しま浦うらなどもいる。律は先の試合で随分と活躍したので、自然と彼女を中心に、人がまとまる形になったようだった。

　急いでこちらへ向かいながら、律は言う。

「よかった。無事で」

「長な川がわさんたちは無事？」

「うん。こっちは全員大丈夫だよ。それよりもすぐ近くにいたはずなのに、結構引き離されたみたいだね」

　近くまで来た律はそう言うと、ヒロの肩をポンと叩たたいてウンウンと頷うなずく。その律のあまりにも明確な安あん堵どは、ちょっと大げさな反応にも思えた。みんなの前で妙に特別扱いされるのは照れくさい。

　もっともそんな余裕も、お互い無事という幸運のおかげかとヒロは考え直した。実際建物がこれだけ変形している状況で、もし狭い一室に閉じこめられでもしていたら、大変なことになっていたかもしれない。

　そう考えると律たちの方こそ無事だったのが、酷ひどく幸運なことに思えてきた。ヒロがホッとした表情を浮かべると、律の方は赤くなって下を向く。

　そして律は、なぜか平手で自分の頭を二度叩いた。

「違う、いま考えるのはそうじゃなくて。えっとつまり、何なのこれ？　何か採掘所みたいになってるけど――」

「採掘所？」

「こう、社会科の教科書の写真で見たようなさ。山削って段差にしてさ」

　律の感想にヒロはなるほどと思う。確かに先ほど柱の間から見た風景は、切り崩された山の感じに近いかもしれない。

　律はヒロの隣にいた麻奈に向かって訊きく。

「真ま名な辺べさんは、何か知ってるのこれ？」

　麻奈は横に首を振って答えた。

「いえ。まだ全く把握できていませんね。そもそも一体、何が起きたのやら」

「長な川がわさんたちの方は、元々どこ辺りにいたの？」

　ヒロの問いに、律りつは斜め上の方を指さした。

「ボクたちは格技室の中にいて、変化が起きてからは二階上にいたことになるのかな？」

「二階上？」

「ああ――うん。あちこちに新しく、階段ができてるんだ。ただ、ここって格技室のすぐ外でしょ？　……元々そんなに離れてなかったはずなんだけど。何だか真まっ直すぐ下りてくることもできなくて」

「途中はどうなってました？」

　麻あさ奈なの問いに、「大体どこも、ここと一緒だね」と律は答えた。

「ただ、結構迂う回かいした感じかな。高さを考えずに直線距離で考えれば、そんなに離れてない……よね？」

「そうかもね。みんな、分断されちゃってるのかな……」

　ヒロは律の引き連れてきた集団を見る。この中には同じチームの出海いずみや、優勝者となった喜き連つれ川がわの姿がない。

「部屋の清掃を終えたあとは、みんな三々五々に散ってたからね」

「うん。人数的にはこっちが半分ぐらいの十四人で、それ以外は喜連川クンを中心に集まってたように見えたから、だいたい二つの集団に分けられちゃってる状態だと思う」

「まあ今のところ差し迫った状況でもないし、大丈夫か……」

「いえ、あまりのんびりと構えていない方がいいでしょう。急いで喜連川君たちを捜しましょう。長川さんから、そのことを引き連れてきた彼らに伝えて下さい。彼らは今はあなたに、リーダーシップを感じている。私たち二人は、それについて行く形を取ることにしましょう」

「分かった。えっと――急いだ方がいいのかな？」

「そうですね。これは恐らく迷宮です。迷宮というのは本来、不吉な場所だ」

　暗い表情で言いきる麻奈に、律は唾つばを飲み込んで頷うなずくと背後の玲れい子こやその他ほかに、指示を伝えに行った。ヒロと麻奈もそのあとに続く。

「不吉なの、真ま名な辺べさん」

「ええ。そもそもです、立たつ木き君。迷宮というのは祭政一致の場、城じよう塞さい神殿なんですよ」

「城塞……？」

「支配者が儀式により神と対話し、人々を動かすという古代社会の形式がありました。神殿が政治の中心だったんです。しかし戦争があれば敵は、神殿にいる支配者とその財産を狙ねらってくる。そこで神殿は敵の侵入を防ぐために、迷宮化したんです」

「ああ、日本の城もそんな感じだね。堀があったり抜け穴があったり」

　ヒロの方をちらりと見て、麻あさ奈なは頷うなずいた。

「そういうことです。珍しく察しがいい。つまり迷宮というのは、武装した神殿なんですよ。……しかし城と神殿の二つが一緒になった時、ある作用が起きた。神の声を訊きく神官が、神殿で迷ってクルクルと目を回した。それは死へと近づこうとする『神への舞』そのものだったんです」

「え、何で目を回すのが――」

「道を迷い、目を回し、感覚を麻ま痺ひさせる。自分がこの世にいる感覚との離別が、死の感覚をもたらすんですよ。――古代の迷宮に住む神官たちは、無自覚なまま擬似的な臨死体験を得て、神との対話に臨むようになった」

　嫌な雲行きの話である。ヒロは生なま唾つばを飲み込み次の言葉を待つ。麻奈は言った。

「そして迷宮の祭は、死と対面する祭儀へと、変へん貌ぼうしていった……」

　その言葉の途切れ目を待っていたかのように、低くて太い音が鳴り響いた。あちらこちらにこだまする。法ほ螺ら貝がいを吹いたかのような音は、その後も鳴り止やむことがない。

「……喜き連つれ川がわ君たちなのかな？」

　ヒロがそう自信なさげに訊いた。何やら音は、呼吸でもするかのように細かく途切れたり、音程を変えたりする。機械や自然現象が立てる音にしては、不規則でせわしない。おまけにこのすり鉢状の構造のあちこちから、いくつもいくつも聞こえてくるようになる。

　突然、麻奈は通路の壁を指さす。ヒロはビクリとして恐る恐るそちらを振り向いた。

　そこは大きく壁がくぼんでおり、中央に質素な台座に嵌はめられた巨大な斧おのがある。

「な、何なのこれ？」

「斧ですね」

　そのまんまの答えが返ってきた。ヒロはもう一度、斧を見る。それは金属製のようだが表面に光沢はなく、くすんだ灰色だった。

　柄つかは背丈ほどの長さがあり、その頭は大きな両刃となっている。刃やいばは真まっ直すぐではなく、両方とも緩やかに丸い弧を描えがいていた。

「元から学校にあったものじゃないよね？　当たり前か。この迷宮と一緒に出現した？」

「そうでしょうね。城に常設するなら槍やりか斧だ。剣は所有し持ち歩くことに価値がありますから。つまり城塞たる迷宮に斧はつきものですね」

「つきものかなあ……」

　情けなくヒロが言うのと同時。何かが聞こえたような気がして、ヒロは「シッ」と唇に指を当てた。期せずして麻奈も、全く同じことをしてヒロを見る。それは足音のように聞こえた。

　律りつたちとは他ほかの、クラスメイトかもしれない――というのがヒロの期待だった。しかし響いてくるのは非常に重たい足音だった。何かが、この造られた環状通路の暗くら闇やみの向こうからやって来る。近づいてくる大きな足音に、その場の全員が黙った。通路の向こうに注目する。

　そしてその姿が、暗くら闇やみの中に現れた。



　巨大な体たい躯くは予想の通り。両手いっぱいを広げれば通路を完全にふさげる大きさだった。そして人の形をしているが人間ではない。その首の上にのっているのは牛の頭だ。

　牛頭はヒロたち人間を見つけると、その赤い充血した目を嬉うれしそうに歪ゆがませた。そして喉のどの奥から「ヴェー」と長く伸びる笛のような鳴き声を上げ、こちらへ突進してきた。

　――さっき聞いた音だ。

　そう気づいたヒロは、続いて戦せん慄りつした。あれだけたくさん聞こえたのだ。こんなものがここに一体、何体いるのか。

「向こうは攻撃の意志がある。一気にやるぞ」

　そう口早に言ってヒロの横を通り過ぎていったのは、竹たけ田だだった。試合で刀につけていた留め具を外すと、その真剣を一振りして構える。

「戦っちまうけど倒していいんだよな？　魔法使い」

　試合での鬱うつ憤ぷんがたまっているからか、この異形を前にして、恐れるどころか楽しそうですらある。

「構いません」

　麻あさ奈なは答えた。

「どうせ私たちは襲われるために、ここに呼び込まれたのでしょう。ためらいを残して行動するのも危険です。倒してしまいましょう」

「よっし！」

　竹田は突っ込んでくる牛頭に、刀を手に立ち向かう。その巨大な腕をかいくぐると、股ももに一撃を浴びせた。立ち止まった牛頭が竹田を追おうとすると、今度はその肩に矢が刺さり、注意を逸そらさせる。

　矢を射たのは、喜き連つれ川がわといい試合をしていた島しま浦うらだった。

「仕上げ！」

　竹田は調子がかった声を上げると、膝ひざの裏を斬きる。巨大な牛頭が身体からだをかがめるのと同時に、喉のど元もとを切り裂いた。血を吹き出し、牛頭は前のめりに倒れ、絶命する。

　フウと息をついた竹田は、得意顔でサポートの島浦に親指を立てた。つき合いがいいのか、島浦の方も無言でそれに答える。

　そのやり取りを見ていたヒロは、腕を組んで黙って見ていた律りつに気がつく。難しい顔だ。

「どうしたの、長な川がわさん？」

「……彼、実力はあるんだけどね」

　難しい顔のまま、律りつは考えるように言う。

「骨に当てなかったし。刀が潰つぶれないように気をつけて戦えるんだ。ちょっとやな言い方をすれば、実戦慣れしてる」

「それは確かに、ちょっとやな感じだね……」

　危険人物を見る目のヒロと律に、声が聞こえたのか竹たけ田だは怒鳴った。

「実家が肉屋なんだ！　家業も手伝う。生き物の解体には慣れてるってだけだ!!」

「納得したよ」

　すぐに謝るヒロに、竹田は機嫌を損そこねた態度で言う。

「大体、刃物振り回す覚悟っていうのは――」

　その竹田の横で、倒れていた牛頭が起きあがる。まるで眠っていていま目覚めたかのような、自然な動きだった。おまけによく見てみれば、先ほどつけたはずの傷すら完全に跡形もなく治っている。

「何だよ、これ……」

　呆ぼう然ぜんとして全く動けない竹田に、牛頭が巨腕を振り下ろす。

「突撃縦列ジヤベリン！」

　律の魔法――最初から釘くぎの形で現れたマーメット十体を、牛頭に向けて放つ。直撃の寸前でその牛頭の胴は穴だらけになり、拳こぶしは狙ねらいを逸それて竹田の横に落ちた。それで竹田は我に返って逃げ出す。しかし牛頭の方はしばし揺らめいたかと思うと、胴の穴が修復され息を吹き返す。またしても復活したのだ。

「真ま名な辺べさん、これって？」

「分かりませんが、不死身ということなんでしょうね。それが目の前の現実だ――。しかし……牛の姿のアンデッド？」

　麻あさ奈なもよく分からないようだった。ただ非常事態なのは確かである。ヒロはすぐさま両腕にカドゥケウス伝令使の杖を呼び出し、実体化させる。

　その左右の螺ら旋せん柱ちゆうを背中側で合わせると前方に展開した。そのまま牛頭の方へ走り出す。

　これで貫けば、あらゆる物体は幽体へと変わる。あらゆる存在を現実に干渉不可能なものに変えることができる。不死か不死でないかは関係ない。

　ヒロは距離を置く竹田と入れ替わるようにして、カドゥケウス伝令使の杖を牛頭に叩たたき込んだ。螺旋柱の回転に巻きこまれ、貫かれた牛頭は姿を薄くし、やがて完全に消滅してしまう。

　しかし次の瞬間にはヒロが通り過ぎた場所、牛頭が元いた場所に、そのままの姿で再び現れ、立っている。

「まさか！　カドゥケウス伝令使の杖でも倒せない!?」

　ヒロは驚きと共に叫んだ。ヒロの武器は、相手の存在を絶対に消滅させるはずだった。その前提を、何の理屈もなしにいきなりひっくり返された。とにかく『効いていない』。この牛頭は無敵が決定されている。

「――もしかして幻」

　それなら理屈は通る。

　しかし振り向いた牛頭はヒロを目がけて拳こぶしを振り落とす。カドゥケウス伝令使の杖が回避の指示を送り、ヒロはかろうじて攻撃を避よけた。代わりに床は割れ、その床の割れ目に、ヒロは足を取られそうになる。

「現実ですよ。少なくともその牛頭は、実在し、肉体を持っている。ここは敵の手の内です。我々は取り込まれている。遠征戦なのだから、効かない力もあるのでしょう」

　確かにヒロも、これが幻とは思えなかった。牛頭は息をしており、その鼻音が聞こえる。肉は熱を持っており、目の前でそれが力を持ってうねっている。

　だが麻あさ奈なの説明はいかにも苦しい。麻奈自身ですら、にわかには信じがたいという声色だった。

「とにかく倒せませんよ、立たつ木き君。逃げましょう」

　麻奈の言葉が全員に伝染する。いやむしろ、そうするしかなかった。彼らは自分たちがやって来た方角へ、ジリジリと後退する。

　だがその最中、先ほどヒロたちが見つけた大きな斧おのを、今度は竹たけ田だが見つけた。

「ちょうどいいのがあるじゃないか。使ってみよう」

「何でだよ！」

　律りつが止めるのも聞かず、竹田は刀を鞘さやに戻すと、大急ぎで両手を払い、巨大な斧に手をかける。両刃の重たげな斧は、簡単に台座から外れた。

「学校に最初からあったわけがない。だったら重要なアイテムかも」

「ゲームじゃないんだから、わざわざ慣れない武器使う理由がない。ただの飾りか、逆に罠わなかもしれないじゃないか！　余裕があるならともかく、この状況で――」

　そう律が言っている間に、竹田は斧を持ち上げて両手で構えた。そしてにじり寄ってくる牛頭に対たい峙じする。

「コイツの重い一撃なら――」

　大きくスイングするように振る。律をはじめ周りの学生たちは危なっかしさに文句を言いながら、距離を取るように逃げ出した。しかし竹田の振るった斧は牛頭まで届かず、空振りする。

　スイングを途中で止められない竹田は、スキだらけの背中を敵に見せてしまう。

「――まずい」

　一いつ旦たん逃げていた律は、慌あわててフォローに入る。

「密集隊形フアランクス！」

　その号令で数に余裕のあるマーメットは、五重の巨大な盾を作る。それで牛頭が竹田に振るおうとした重い拳こぶしを受け、律りつ自身の剣は敵の足下を斬きり裂く。

「避よけてくれ長な川がわ！」

　せっぱ詰まった竹たけ田だの声に、律は横目だけで振り返り、慌あわててその場を跳とび退のいた。一周してきた重い斧おのの頭が、いま律のいた位置を薙なぐ。そのまま斧の刃は通路の壁に勢いよく叩たたきつけられ、ボキリと折れてしまった。

「意外と脆もろい。使えないな」

「感想とかいいから、走って！」

　律は叫ぶ。竹田は壊れた斧を放ほうると、素直に律に従った。

「すまん。力が入りすぎた。悪気はなかったんだが――」

「もういいから！」

　足下に傷を負った牛頭は、慎重な足取りながらも追ってくる。

　――難しいな。

　ヒロはそう思う。

　自分たちの有利な点はたった一つ。ほぼ全員が自分たちの武器を持っていることだ。対して敵の牛頭は素手。このことは決定的であっていいはずだった。

　だが相手の身長は４ｍメートル近くあり、そこから振り回される両手は、武器を使う人間よりもリーチが長い。矢などの飛び道具か魔法以外は、相手の両腕をかいくぐるしかない。

　そうやって危機をかいくぐって致命傷を負わせる。だがその結果は、牛頭が痛みにうずくまる数秒の足止めである。

　相手が一匹なら、それでも何とかなる。しかし先ほどからの鳴き声は、数十あった。それがどんどんと集まりながら周囲を包囲してきたら、ヒロたちはとても保もたない。

「これはジリ貧だ。確かに真ま名な辺べさんの魔法がいるね。――みんな、俺おれが通路を道案内するから、ついてきて」

　この先どうするか決められずにいたクラスメイトたちは、ひとまずヒロに頷うなずいた。倒すことのできない敵を牽けん制せいしながら、慎重に後退する。

「どうやって部室にたどり着くか、あてはありますか？」

　ヒロは麻あさ奈なにだけ分かるよう、小さく横に首を振った。

「……そうですか」

　二人の会話を聞いていた律が、小声で割って入る。

「ただこう――学校内が飛び飛びになってるんじゃなくて、全体がねじれてつながってる感じだから。通路に取り込まれてる建物の特徴から、大体の方角は割り出せるよ。それにこれは、転校して日の浅い彼らより、ボクたちの方が見分けつけやすいと思う」

「まあそうですね」

「悪いけど、集団の後ろには長川さんがついて。その方がみんな、安心する。俺は先導しながら、前での警戒に当たるよ。何かあったらすぐ呼んで、長な川がわさんと入れ替わるようにするから。真ま名な辺べさんは新につ田たさんについててあげて。彼女には集団の真ん中にいてもらった方がいい」

「分かりました」

　速やかに三人は分散する。

　全員を導くことになったヒロは通路を行き、その先で耳を澄ます。自分たちの足音にかき消されるが、金属を打ち鳴らす音、そして人の声だ。

「喜き連つれ川がわ君たちも戦ってる。すぐ近くだ。まずは急ごう！」

　そう全員に声をかける。

　だが他ほかの階層の通路は、ここからでは全く見えず、音を辿たどるしかない。

　迷宮のあちらこちらに反射する音に、ヒロは慎重に耳を傾けた。いよいよそれがはっきりした時、ヒロは慌あわてて律りつを呼んだ。



　――何だこれは！

　学生たちに紛れるトリンキュローの頭は、怒りで内から破裂しそうだった。

　周囲に目をやってもほとんどはただ真っ暗な闇やみで、そこからはいくつもの獣のようなうめき声が響いていた。すでにすっかり、周囲を囲まれている。何重に取り囲まれているのか想像もつかない。

　さらにすぐ後方では、人間と獣の声の調子が変わり始めている。叫び声とかけ声と吼ほえ声が混じりながら、武器の打ち鳴らされる音、身体からだが壁に何度も打ちつけられる音が響く。

「止まるな！　止まるな!!　先に行け」

　殿しんがりの者からは、集団に前進を促す指示が、怒鳴り声で出される。まるっきり敗走だった。

　――なぜ、こんなことになった？

　沸騰する頭で、トリンキュローは考える。

　トリンキュローたちはほどほどに立たつ木きヒロを追い込む程度でよかった。天球儀会ソシエタス・スフアエラの水星メリクリウスが立木ヒロと密ひそかに繋つながりを持つ証拠を見つけ出す。それだけでよかったはずだ。だから様子を見るためだけの、低質な迷宮という打ち合わせだった。

　だがこれは、そんな生やさしいものではない。おそらく世界で一、二を争う、最も巨大で最も脱出困難な大迷宮だ。そう、『迷宮の一つ』などと呼ばれるものではない。これはおそらく『迷宮ラビユリントス』そのものだ。

　迷宮蒐しゆう集しゆう者しや・天王星カイルスの至宝、最古にして最大の、脱出不可能と言われる、神話の城じよう塞さい神殿。

「……これではまるで、この場にいる全員の抹殺が目標のようではないか」

　誰だれも聞くもののない闇に向かって、トリンキュローは呻うめく。

　最初の腹づもりと全く違う方向へ、物事は進み出してしまっている。天王星カイルスは自分を使い捨てにするつもりでいると――そう判断するしかなかった。

　状況は把握できず、行き場の決まらない疑心暗鬼ばかりが渦巻く。

　とにかくトリンキュローは、何も知らされていない。それは確かなのだ。

「見切り時か……」

　そう呟つぶやいて、笑う。天王星カイルスは別に主あるじとして、ありがたい男でもなかった。未練もない。

　とにかくトリンキュローは、一族とともに生き残らなければならなかった。その願いを果たせぬ主であれば、もう用はない。



    

  
    
      
第五章





　だが怒りで頭の中をいっぱいにしているのは、トリンキュローばかりではなかった。

「何だこれは！」

　暗黒に一点のみ、あふれるような白い光の満ちる色のない部屋。

　その広大な空間に、トリンキュローの主・天王星カイルスの怒声が響き渡る。

　この天球儀会ソシエタス・スフアエラの幹部のみが集つどうことの許される場所『天てん球きゆう廟びよう』では、音が減衰しない。そういった術がかけられている。そのため老人・天王星カイルスの驚き怒る声は、この廟にいる天球儀会ソシエタス・スフアエラ八幹部全すべてに筒抜けであった。しかしそれを気にする余裕は、今の彼にはなかった。

　そもそもこうして幹部を召集したのは、水星メリクリウスを引きずり出し、また全員監視の前でその化けの皮を剥はがすためだ。天王星カイルスの方で遠見の術を用意し、待ちかまえた上で、しかしこの事態である。いつの間にか天王星カイルスの秘宝中の秘宝が盗み出され、勝手に稼働している。

　白髪の老人、天王星カイルスは周囲を睨にらみつけた。その様を他ほかの天球儀会ソシエタス・スフアエラ幹部たちは、全く白けた表情で見返してくる。小こ馬ば鹿かにしたように冷笑を浮かべ、それを隠そうとしない者までいる。

　――誰だれだ、敵は！

　白髪の老人は、その外見に反して鋭すぎる怒りの視線を、なおも周囲に走らせる。

　何かの手違いで部下のステファノーが迷宮ラビユリントスを持っていったというのは、全くありえないことだった。五千個の魔ま法ほう鍵かぎがかけられた『どこにも蓋ふたのない石いし櫃びつ』の中に、厳重に保管された秘宝である。持ち主の天王星カイルスですら二十年に一度しか、直じかにその目で見ることはない。そういう代物だ。それがなぜ、あそこにあるのか。

「――宝を盗み出した盗賊がいる」

　天王星カイルスは憎悪の視線を水星メリクリウスに向ける。この男がやったに違いなのだ。自分が敵意を持って陥おとしいれようとしていることを、この男は気づいた。だから逆襲に転じたのだろう。それで自分はこのザマだ。

　その水星メリクリウスが、向けられた憎悪に今ようやく気づいたというように、天王星カイルスへと視線を返してくる。その視線は冷静で涼しい。まるで部外者が赤の他人を見るような目だ。

　おまけに他ほかの幹部が、割り込むように口を開く。

「――そろそろどういうことなのか、説明してもらえないだろうか、天王星カイルス。地上の一般人、それも未成年をこうまでして大げさに追い回す。これはつまり……何をやっているのだね？」

「追い込みたいのは立たつ木きヒロ。カドゥケウス伝令使の杖の持ち主にして、地神秋あき津ず洲しまや竜ドラゴンたちと、共謀せしもの！」

　落ち着かない口調で、天王星カイルスは説明する。

「迷宮に取り込まれた者の中に、彼の者の姿があるはず」

「ほう、この中にいるのか？　……それで？」

　相手の全く無関心な返答に、天王星カイルスは愕がく然ぜんとする。立木ヒロは天球儀会ソシエタス・スフアエラに弓引いた者。組織の敵対者だ。なのに顔さえ知らず、それが当然という態度だ。

　しかし相手は彼のその表情を、不快そうに睨にらんだだけだった。

「……君の失敗の報告は受けている。しかし地上で起きる問題――いわゆる『日本対策』は全すべて君に任せているのだから、私の与あずかり知るところではないよ」

「それはそうですが……」

「君一人では仕事を満足にできず、我々が力を貸す必要があるのかな？」

「いえ……」

　今や冷や汗と恥をかいているのは、天王星カイルスだけだ。そんな彼に浴びせかけられるのは、ただただ冷ややかな嘲ちよう笑しようである。

　実際天王星カイルスは、混乱に陥っていた。隠した方がいいことと、話さなければならないこと。その区別がつかない。そしてこれは本当に、水星メリクリウスがやったことなのだろうか？　一人で？　五千個の魔ま法ほう鍵かぎを自分に気づかれないよう、一人で解いたのだろうか？

　――落ち着いて考えれば、そんなことは不可能なのである。

　だから自分は安心して迷宮ラビユリントスを保管しておけた。

　実際は幹部の多数が結託して、天王星を嵌めたのではないのか？

　――何だこれは……。

　冷や汗を浮かべる天王星カイルスへ、続けざまに声が飛ぶ。

「話はまだ途中だ、天王星カイルス。この状況の説明をしてもらおう」

「いや、あ……」

「冗談ではないよ、天王星カイルス。私たちは純粋に怒っているのだ。なぜなら今回の事件というのは、君の用意したショーだろう？　自分の力を見て下さいというわけだ。その無意味さに、我々は怒りを感じているのだ」

「わざわざと呼び出され、無為な茶番を見せられている。迷宮ラビユリントスというのは、確かにすごいものだね。しかしだからどうしたというのだ？　子供を怪物にくびり殺させる残酷ショーでも、見せたかったのかね？　――嫌いではないが、筋立てが荒すぎて興ざめだよ。悲劇にしては、悲壮さの演出が足りない」

　苦笑が声に混じる。

　――そんな下げ衆すびた目的で、やっているのではない。

　自分の中だけで、天王星カイルスは反論した。そしてそこに、救いの手がさしのべられる。

「よいのではないでしょうか、天王星カイルス」

　そう告げたのは、若木の木肌のような鮮やかな色の髪を結ゆい、身をゆったりとした銀白の衣装で覆おおった乙女である。彼女こそが天球儀会ソシエタス・スフアエラの長おさ、木星ユピテルだった。

　もっとも、天てん球きゆう廟びように集まった者たちが真っ先に見るのは、乙女の方ではない。彼女の足下に広がる漆黒の巨大な影の方だった。

　それは木星ユピテルの姿勢、光の向きに全く関係なく同じ形――、巨大な顎あごを持つ獰どう猛もうな獣の頭の形だった。獣の影の額ひたいに立つ乙女・木星ユピテルは、笑顔で周囲に、そして天王星カイルスに問いかけた。

「天王星カイルスはよくやってくれています。迷宮ラビユリントスの使用は、実に思い切った判断。見事で完かん璧ぺきな仕事ではないでしょうか？」

「私は――」

「もしも――」

　突然に木星ユピテルの乙女は、ギロリとまなじりを見開く。

「……これが何者かの企たくらみなどであれば、天球儀会ソシエタス・スフアエラの幹部数名が共謀したということです。一枚岩の組織が！　――そんなことがあるでしょうか？　あるわけがない。ならばこれは何者かの企みなどではないということです」

「しかし――」

「天王星カイルス。あなたは組織の完全を疑うのですか？」

　愉快そうに乙女は――いや、長おさ・木星ユピテルは訊たずねた。

　当然これは全すべて、天王星カイルスとそれを嵌はめた者に向けた皮肉なのだ。木星ユピテルは何をおいてもまず、自分の組織の中で仲なか違たがいを始めた者たちがいることを怒っている。

　ならば天王星カイルスの野心は、もはやここまでだった。ここで木星ユピテルがわざわざでっち上げた話に乗らないと、自分は殺されるしかない。

　もったいない話だが、水星メリクリウス造反の最も重大な証拠となりえた立たつ木きヒロは、もう消してしまうしかなかった。今回は負けたのだ。別の手を考えるしかない。

　天王星カイルスは姿勢を正し、腰を折る。

「お察しの通りです、木星ユピテル。しかし私のミスで、いくつかの手違いがあり、取り乱しました。これは事実です。私の身に代えても、追加の戦力を送ることをお許し下さい」

「必要なのでしょうか、天王星カイルス？」

「恥ずかしながら我が策は、今のところ不完全でもあります。しかし天球儀会ソシエタス・スフアエラの行うことは完全のみ。失敗と敗北は許されません。残念ながら今はまだ、我が力不足ゆえに、不安があると言わざるをえません。重ねて、追加戦力の派遣をお許しいただきたく――」

　そう願い出る天王星カイルスの様子に、木星ユピテルは満足そうに頷うなずいた。

「完全であることは、何よりも必要なこと。許可しましょう。――それでいいのですよ、天王星カイルス」

「はい……」

　疲れた面持ちで、天王星カイルスは頷いた。当面の問題は回避できた。しかしこの事態をまず収拾しなければならない。とにかく、天王星カイルスは考えなければならなかった。実際、いくつか重大な問題がある。

　実は現在の迷宮ラビユリントスは、嵌はまった者を殺すようになど調整されていない。儀式遂行という本来の目的のために、『ラビュルス』が設置されたままだった。儀式の条件が成立してしまえば、迷宮ラビユリントスは解除されてしまう。

　秘宝まで持ち出し、全幹部を召集し、その結果見せたのが茶番となれば、天王星カイルスの立場はかなり深刻なことになる。

　何としても儀式の成立を邪魔し、絶対に阻止しなければならない。

　幸い東京に派遣できる戦力のあては、いくつかあった。

　――やりようはある。

　徐々に天王星カイルスの顔には、笑みが戻ってくる。

　慌あわてることはない。天王星カイルスにはまだ、勝つための手が十分にあるのだ。

　水星メリクリウスは秘宝を盗み出すのに、たいそうな手間をかけたろう。そのわりには、あっさりと片がつきそうだった。

　それどころか天王星カイルスの追加戦力により立たつ木きヒロが追い込まれれば、水星メリクリウスは動揺を見せるかもしれない。何らかの言い逃れできない行動に出ることも、考えられる。そうなれば、元の計画通りである。まだ逆転のチャンスさえあるのだ。

　天王星カイルスは勝ち誇った笑みを水星メリクリウスに向ける。水星メリクリウスはそれに気づき、天王星カイルスに向き直った。彼は相手に申し訳なさそうな、――そして同時に哀れむような表情を浮かべていた。

　瞬間、天王星カイルスは鳥肌立った。

　違う、全く違うのだ。

　――そうではない！

　とんでもない目眩めまいに襲われ、天王星カイルスはよろめく。絶望感に吐き気すら覚えた。

　立木ヒロの脱出など、水星メリクリウスは最初から考えていない。そうではなく、水星メリクリウスは立木ヒロに、迷宮ラビユリントスの儀式を完遂させようとしているのだ。――だとすれば、どうなるのか？　最初から儀式自体が全すべての目的だったとしたら？

　もう数年、この男が天球儀会ソシエタス・スフアエラに戻ってきてから、最初から最後まで、何もかもが全て！　そのためだけに!!

　水星メリクリウスの狙ねらい。それは天王星カイルスが長おさ・木星ユピテルの怒りを恐れ、空想することすら禁じてきた、『ある手段』なのだ。

　そしていま凝視する水星メリクリウスは、天王星カイルスの予想を見抜いたかのように頷うなずいた。その目は揺らぎも後悔も己が立場への執着も、一切ない。

　天球儀会ソシエタス・スフアエラは今日、滅ぶのだ。

「馬ば鹿かな……そんな…………」

　ようやく呟つぶやく天王星カイルスの顔色は、すでに土気色を通り越していた。一度に数百歳も、歳としを取ってしまったかのようだった。腰が砕け、その場にへたり込んでしまう。

　何事か？　と訊たずねる他ほかの者の声も耳に入らず、天王星カイルスは焦点の合わない目で、ただブツブツと呟き続けていた。



　喜き連つれ川がわは留め具を外した己の刀で、四体いる牛頭の一頭に斬きりつける。敵はその巨体にもかかわらず、肘を、腕を、両断される。

　それで相手は一いつ旦たん倒れた。戦闘不能になったかと思うのだが、しかし次の瞬間には再び襲いかかってくる。いつの間にか手足はひっつき、傷は全くなくなっている。

「どうなっているんだ、コイツら！」

　いくら倒しても倒せない。

　そうやって目の前の状況に意識を奪われていた喜連川は、他の者の苦戦に気づくのが遅れた。知らぬ間に後方の仲間たちは横合いを突かれ、乱戦となっている。

　同郷の喜き連つれ川がわの仲間たちもいるのだ。そうそう後れを取るようなことはない。しかし列が分断されると身動きが取れなくなる。指示が伝わらないし、かといって置いて行くわけにはいかない。そうやって足止めを食らっていると、次々に不死身の牛頭が集まってくる。

「……やばいなこれは」

　誰だれにも聞こえぬよう、喜連川は一人で呟つぶやいた。泣き言など、今はリーダーである喜連川には許されない。許されないが、この戦いは勝てないがゆえに負ける。負けるということは、死ぬということだ。

「ボンヤリするな、こういう時は突破だ！」

　女の声に、喜連川は顔を上げた。いま自分の対たい峙じする牛頭の向こうから、長な川がわ律りつの率いる集団がやってきた。彼女の操る魔法人形――マーメットが、四体の牛頭たちを一斉に横へと薙なぎ払う。

　この圧倒的なダメージも効果はなく、牛頭たちはすぐに再生を始める。しかしとにかく通路は空いた。この隙すきに律たちの集団は喜連川たちと、ほとんど無理矢理合流した。

「このままこちらへ進む！」

　そう断言してどんどん後ろへ行ってしまう律に、喜連川は「あてはあるのか？」と訊きいた。律は振り返らないまま「ひとまず」とだけ答え、乱戦の方の手助けに行く。

　ともあれ危機を救われた喜連川は、刀を構えたまま大きく息をついた。

　そして律のあとに続こうとしていたヒロを睨にらんだ。

　ヒロの方も気づくがその真意が分からず、何事かと身構える。だが喜連川は急に肩の力を抜くと、はっきりとした声でヒロに言った。

「一時休戦といこう」

「？」

「こちらの話だ」

　喜連川らしくもなく照れを隠すような、妙にふてぶてしい態度である。

　――ああもしかして、真ま名な辺べさんのことか。

　すぐにそうヒロは思い至った。

　こういう異常事態で意識から飛んでいたが、ほんの一時間ほど前に、麻あさ奈なを賭かけて試合をしたのだ。あれは試合の体裁を取ってはいたが、実のところ子供っぽいケンカだった。

「別に気にしてないよ」

「……？　そうか」

「心配しなくても、約束もちゃんと守るよ。それは大事なことだし」

　それを聞いた喜連川は、今度は顔をしかめる。

「今その話か。お人ひと好よしと、他人に言われないか？」

「約束を守りたいだけだ。ズルイのって嫌いなんだ。それよりも、そちらは何か目め処どは立ってる？　何もないならこのままこっちを手伝って欲しいんだけど」

「俺おれたちはノープランだ。そもそも事態が掴つかめん。長な川がわはどこへ行こうとしている？　そっちの方針を聞かせてくれ」

　二人は会話しながら、集団の殿しんがりにつく。追ってくる牛頭に対処しながら、ヒロは喜き連つれ川がわに言った。

「相手にはあらゆる武器が通じない。だから魔術師の装備がいると思うんだ。真ま名な辺べさんが地域社会研究部の部室にいろいろ用意してるから、一いつ旦たんそこを目指す」

「分かった。確かに集団相手の足止めの手段が欲しいな。やはり俺も、法術師の一人でも連れてくればよかったか……。いや今のは無駄口だった」

　喜連川は自分を戒めるように言う。その表情は本当に、心底まいってしまっているようにヒロには見えた。

「ひとまず俺たちは、前に回ってみんなを先導する。通路の壁を調べれば、大体の場所は分かるから。喜連川君は、後ろを守ってもらいたい」

「分かった。先導は任せる」

　その答えにヒロは頷うなずき、列をかき分け、律りつの姿を追った。

　何せ敵は全すべてあとをついてくる。喜連川にかかる圧力は相当なものであるし、おまけに後退路はない。ヒロとしては一刻も早く、部室までの道を見つけ出すしかなかった。

　ただ周囲の風景は、見覚えこそあるもののどこがどこだか見当をつけるのはかなり難しい。おまけに緩く曲がっているため、全く見通しが利かなかった。その先に何があるかは、結局カンと運である。

「駄目だ、下がって。一旦後退。こっちは行き止まりだ！」

　突然前方から律の悲鳴のような声が上がる。

　袋小路に追い込まれたら、そこで彼らはお終しまいなのだ。列は急停止し、方向転換する。

　しかし今度は殿の喜連川が、慌あわてた声を上げた。

「突進してくる。備えてくれ――」

　声が終わらないうちに、酷ひどい衝撃が列全体を襲う。ヒロは周りの人間ごと、３ｍメートルほど後ろに吹き飛ばされた。最初の衝撃が抜けると、呻うめくような声がいくつも、後方から漏れる。

「大丈夫!?」

　すぐさま訊きくヒロに、「俺は」と喜連川が人の列の向こうから答えた。

「ただ何人かケガ人が出ている。――こいつ竹たけ田だ……だったか？　どうもまずい。とにかく早く分岐を探して、そっちに人を流してくれ。後ろが人の壁だと、こっちは身動きが取れない」

　喜連川の指示通りに、列の真ん中にいたヒロは分岐の上り階段を探し、確保した。それに麻あさ奈なも協力する。

　まずは苦い顔の律りつがこの階段を行き、他ほかがそれに続く。

　麻あさ奈なといた玲れい子こには、先に上るようヒロから頼んだ。彼女は青ざめて死人のような顔ながら、はっきりと状況に対応しようと、冷静であろうとしている。頷うなずいて階段を上った。

　さらにそれに遅れて、牛頭の突進で傷ついたらしいケガ人たちが、階段に運び上げられる。彼らを守って後退してきた喜き連つれ川がわは、ヒロに言った。

「スマンがしばらくここで時間を稼ぎたい。上の通路を行くにしても、ケガ人に最低限の治療をさせたい。しばらくこの場を守ってくれ」

「分かった」

　ヒロが頷いてカドゥケウス伝令使の杖を構える。一方の喜連川は気合いを入れるように深呼吸して、五体ほどいる牛頭の列に突っ込んだ。

　敵集団の後方に飛び出し、喜連川自身が牛頭の進路を引っかき回す囮おとりになる。ヒロも戦って階段口をふさぎながら、大ケガを負った竹たけ田だを横目で確認する。

　肩を担かつがれた竹田は、意識はあるものの頭から大量に出血し、グッタリとしていた。

　だが奇妙な現象にヒロの目は留まる。

　竹田の流した血は垂れたその場で留とどまることなく、非常に細い川を作って、どこまでも流れて行くのだ。ヒロたちがいま来た道を、ずっと遡さかのぼって行く。床が元からそのように傾いているのか――。

　――いや、この迷宮は血を吸っている。

　その自分の想像に、ヒロは鳥肌立った。

「真ま名な辺べさん、これって――」

　だが答えはない。振り向くと麻奈は、律が向かいそうになった行き止まりの方を見ていた。そこには先ほども見た大きな斧おのが、通路をふさぐ壁の手前に飾られている。

　ヒロは麻奈に訊きいた。

「どうしたの、真名辺さん？」

「……あの斧が、両刃斧ラビユルスだったんですよ。そういう意味だったのか」

　半なかば呆ぼう然ぜんと、答えにもならないことを呟つぶやく。そして麻奈は走り出し、その大きな斧のある行き止まりまで行ってしまう。

「どうしたの？　真名辺さん！」

　しかし麻奈は台座から柄えの長い両刃の斧を取り外すと、すぐに引き返してきて、今度はそれを持ったまま牛頭の方へ向かって行く。

「――ちょっと！」

　ヒロは慌あわててあとを追うが、今の麻奈はなぜか、ためらいがなかった。全力疾走である。距離が縮まらず、全く制止が間に合わない。

　――まずくないか、これ。

　ヒロは焦りを覚える。一目見れば、無理と分かる状況だった。

　おまけに麻あさ奈なに気づいた牛頭は、彼女に向かい突進してくる。その巨体に比べ、大きな斧おのを持つとはいえ、麻奈の姿はいかにも小さい。たとえ麻奈が上う手まく急所を断たって敵を倒しても、勢いのまま重量で圧殺される。

　――間に合わない！

　駆け寄るヒロは、目を覆おおいたくなった。

　しかし次に起きたことは、ヒロの全すべての予想を覆すものだった。

　麻奈がほとんど力を入れられないまま、振るったように見えた斧。その刃の先に合わせるように、牛頭の巨体が真っ二つになったのだ。その倒され方は傍はたから見ていて、あまりにも不自然な光景だった。斧で叩たたき割ったというより、刃のある位置で牛頭の巨体の方が自分から裂けたようにすら見えた。

　倒された牛頭は真っ二つに裂けたまま血をドクドクと流し、床に転がる。

　その血は竹たけ田だの血と同じく、床に弾はじかれたようになると重力に従って、迷宮のどこかへと向かい流れて行く。そして真っ二つになった身体からだの方は、そのままピクリとも動かなくなった。

「今回は復活しない……？」

　信じられないものを見る目で、階段口にいた全員が、その死体を凝視した。構わず麻奈は牛頭たちを、次々と屠ほふり一掃してしまう。あまり斧の上手い使い手ではないが、それでも危なげなく五体全てを倒してしまった。

　この大きな斧が敵の弱点であったことは、もはや言うまでもないことだろう。

　だが他ほかの武器ならどんな攻撃でも絶対に復活し、斧が武器なら倒されてピクリともしないのだ。

　この差別的ともいえる違いは、一体何なのだろう。そうヒロや喜き連つれ川がわを含む全員が考え、説明を求めて静まりかえってしまう。

「……一体何が起きたの、真ま名な辺べさん」

「解説するとですね」

　まだ考えをまとめているのか、麻奈は小さく首を傾かしげながら言う。

「牛の頭というのはすでに、『月の聖獣』として飾られているんですよ」

「月？」

「そう、角が三日月の形をしているでしょう」

　麻奈が指さす先を、全員が見る。確かに倒された牛頭には、白く張り出した角が生えている。

「つまりこれは『月ルール』なんですよ。私たちもそれに従わなければならない」

　意味不明のことを麻奈は言う。ヒロははたと思いついて、自分自身を指さした。

「月？　新しい月！」

「もうとっくに中古ですよ。……いつまでも厚かましい人だ」

「中古……」

　へこんだヒロは放ほうっておいて、代わりに喜き連つれ川がわが訊きく。

「その『ルール』に従うって、どういうことだ？　理解できるように頼む」

「牛頭は月で飾っているのだから、こちらも月で飾らなければいけないんです。なぜだかまでは分かりませんが、それで対等だ」

「対等……？」

　麻あさ奈なはさらに説明する。

「……この両刃斧ラビユルスは、迷宮ラビユリントスの語源です。迷宮のあちらこちらに両刃斧ラビユルスが設置されていたから、この名で呼ばれるようになった。ただこの柄えの長い、おそらく銀製の両刃の斧おのというのは一体何なのか。それが分からなかった」

　言いながら麻奈は、長い柄の両刃斧ラビユルスを、高く掲げる。その両側に膨らんだ斧の刃は、銀色の丸い円の形を作り出す。

「満月……」

「そう。これが人間の側が使用するべき、月の祭器なんですよ。これでやっと五分五分というわけだ」

「何だか感覚的すぎて、まだ今ひとつ分からんが――」

　喜連川は考えながら、言う。

「ひとまず、戦い方のあることはこの目で確かめた。こいつを最優先でかき集めよう」

「いや――」

　ヒロは異論を唱える。

「ひとまず一本あれば十分で、それは喜連川君に使ってもらえばいい。あとは俺おれも含めて、これまで通り、足止め中心に回ろう」

「しかし――」

「脆もろい武器だし、使いこなすのは難しい。通路が狭いから、全員でブンブン振り回すってわけにはいかないよ。持つ人間はほどほどの数の方が、柔軟に対応もできる」

　ヒロが説明する間に、麻奈は無言で両刃斧ラビユルスを喜連川に渡す。両手でそれを持ってみて重さなどを量りながら、喜連川は顔をしかめる。

「……確かに振り回されるな」

　納得したように頷うなずく。ヒロは続けた。

「途中で見つけた両刃斧ラビユルスは、どんどん使っていこう。ただ足止めする役と、とどめを刺す役は分けておくのを前提にしよう。その上で誰だれが両刃斧ラビユルスを使うべきか、決めていけばいい」

「分かった――」

　喜き連つれ川がわは斧おのを両手に大きく息を吐き出した。



　ヒロたちはようやく反撃の方法に気づいた。

　そしてその様子を、迷宮の全く反対側から見ている人物がいた。

　柱の間からようやく見える、学生たちが右往左往する有様。それをじっと目をこらすようにして見ている。――四し方ほう邦くに城たちだった。

　全すべてを企たくらみ、そして計画を実行した四方は、含むところのある笑いを浮かべた。

「やれやれ……。ようやく、といったところか」

　この迷宮ラビユリントスが正確に展開できるよう、地脈の調節を行ったのは彼だった。さらに安定化の方策として、渦巻き魔法陣をあちらこちらに描き記したのも彼だ。

　水星メリクリウスとの共同作戦は成功したのだ。そしてヒロたち――いや麻あさ奈なは、企みの真意に気がつきつつある。最後の正解にたどり着くのも、もう時間の問題だろう。

　――茶番はこんなところだな。

　そう四方は判断する。彼としては計画を完全なものとするため、これからもう一働きしなければならない。

　四方は懐ふところから正方形の符――祈のみ紙がみを取り出した。

　すると途端、それは瞬く間に大きな白鳥へと姿を変えた。

　だが鳥の形は伸び上がるように頸くびを伸ばしたまま、今度はその身体からだを黒く染めていく。大きく羽ばたいた白と黒の鳥は、「ゲゲ」とアヒルのような声で鳴いた。

「仕事だ大おお虚ぞら。私を向こうまで運んでくれるかな」

　その頼みに作り物の鳥は「ガガ」と鳴くと宙へ羽ばたく。四方はその太い足の一本に掴つかまった。その身体は軽々と、迷宮の空に舞い上がる。



「長な川がわさん、一いつ旦たん距離を取って！」

　カドゥケウス伝令使の杖を両腕に構えたまま、ヒロは隣の律りつに言った。剣を手にした律は頷うなずき、同じ指示を支援に回っていた麻奈や周囲の者に出す。

　ヒロたちが目標とする部室は、もう目と鼻の先だった。だがその途中の道を牛頭がふさいでいて、一旦停止・戦闘となっていた。

　ところがこのことで、今度は集団の後ろについてきていた別の牛頭の一団に追いつかれてしまった。

　両刃斧ラビユルスを任せた喜連川は、現在後ろ側の敵に向かっている。先頭のヒロたちは通用しない武器で、しばらく時間を稼ぐしかなかった。

　律が後退するのにあわせて、ヒロは側面から攻撃をしかける。

　それで牛頭の進路を変えるつもりだった。だが今回は牛頭が素早く、後退する律を追いかけようとする。

「こっちだ！」

　突進しながらヒロは大声で喚わめき、注意を逸そらそうとする。それを助けるように矢が飛んで、三本立て続けに牛頭の腕へ刺さる。振り返ると弓を構えた島しま浦うらが頷うなずいた。

　ヒロはそのまま牛頭のわきに飛び込んで、カドゥケウス伝令使の杖の柱の螺ら旋せん溝こうで、牛頭の巨体を薙なぎ払う。

　敵の胴を一直線に薙いだヒロの攻撃は、本来ならその存在ごと相手を幽体に変えてしまうはずだった。しかし今回も牛頭はしばらく揺らめいたかと思うと、何事もなかったかのように復活した。島浦が射た矢すらその場に落ち、傷のあとさえ残っていない。

　ヒロは完全復活した牛頭の攻撃に備えて距離を取る。

　――ホント一体、どうなってるんだ？

　毎度のようにそう思うが、文句を言っても仕方がない。と、直線に銀色の光が走った。牛頭は真っ二つになり、その向こうに両刃斧ラビユルスを持った喜き連つれ川がわの姿が現れる。

「大丈夫か？」

「こっちは――」

　ようやく答えたところで、喜連川はまた列の後ろ側から呼ばれる。次の敵が早速現れたようだった。喜連川は手振りだけでヒロに前へ進むよう告げ、列の後ろに舞い戻る。

　出発しようとするヒロは、床に立て膝ひざをつく律りつを見て言う。

「長な川がわさんは、大丈夫？」

「うん――。ああ、ケガとかじゃないから」

　律は突然顔を上げ、何度も元気そうに頷く。

「みんなのこと、ボクが守らなきゃね。――その、立たつ木き君のことも」

　言いにくそうに言う律が不思議で、ヒロは沈黙する。律はため息をついて立ち上がった。

　だが彼女は再び、その視線を牛頭の両断された死体に戻す。いや律が見ているのは、正確にはその隣の床だった。迷宮を流れて行く血に気づいたのかと思ったが、どうやらそちらではないらしい。

「どうしたの長川さん」

「うん……」

　答えながら律は、考える表情のまま床からサッと何かを拾う。それは、先ほど島浦が放った矢だった。牛頭の矢傷から落ちたものだろう。

　すでに矢は完全な形ではなく、半分になっている。牛頭に刺さった部分はなくなっているのだ。

　律は歩きながら、首を傾かしげる。

「このなくなった先って、結局どこに、どうやって消えたんだろう？」

　律りつのその問いに、ヒロも考える。

「傷を治す魔法か何かの時に、体の中に取り込まれたんじゃないかな？　消化するみたいな感じで。刺さったままだと、結局傷は治らないから……」

「うん。でもこれは、射られて刺さった時に、牛頭の身体からだから落ちたんじゃない。立たつ木き君が致命傷を与えたタイミングで、床に落ちたんだ。刺さっていた部分がなくなった……」

「……そうか。つまり治癒の魔法みたいなのが働くのは、タイミングがあるってこと？　毎回いちいち治してるんじゃなくて、一気に全身を治療するってことかな？」

「うんうん。確かにそういう感じだよ。治療の魔法のタイミングっていうのは、とどめを刺した時なんだよ。ボクの見た限りでは。牛頭はケガを負う。しかし殺されると、完全復活するんだ。食い込んだ武器の金属さえ消化して、全快する」

「効率重視ってこと？」

「効率いいかな？」

　律が戸惑ったように言う。そしてそれを少し離れた場所で聞き耳を立てていたらしい麻あさ奈なは、突然気がついたというように「なるほど！」と声を上げた。

「完全にまっさらになって、新たに現れているわけだ」

「いや、どういうこと真ま名な辺べさん？」

　ヒロの問いに麻奈は、急いで説明を始める。

「つまり、両刃斧ラビユルス以外で倒された牛頭は、そのつど迷宮ラビユリントスの側で回収され、補充されているんですよ。別の一体が、新たに出現している。これがどうやっても牛頭が倒せなかった理由です。実際は倒されていて、そこに補充が来ている」

「入れ替えてるってこと――いやそれじゃあ」

　想像してヒロは、軽く青ざめる。

「それじゃ――例えばこの迷宮には千匹ぐらいの牛頭が最初からストックしてあって、しかもそれを迷宮の好きなところに、好きな形で配置できる能力があるってこと？」

「そうなりますね」

　麻奈の答えに、ヒロはしばし口を噤つぐむ。

「……だったらこれを仕組んだ人は、今この瞬間に、俺おれたちを牛頭の大群で完全に取り囲んで、圧殺してしまえない？　なのにそれをやらずに、敢あえて今みたいな戦いをやらせているっていう――」

「はい」

「それじゃまるで、ゲームじゃないか。誰だれかの手のひらの上で、遊ばれてるみたいだ」

「落ち着いて下さい。違いますよ。いま考えているところなんですが――」

　まだまとまらないという表情で、何とか麻奈は言う。

「要するにこの迷宮ラビユリントスは、侵入者を抹殺するための装置ではありません。そうではなく、神殿なんです。ある儀式を行わせようと、支援している」

「儀式？」

「そう。月の祭器を帯びたもの同士による、牛と人間とを殺し合わせる儀式だ。闘牛などの元になった形ですよ。だから月の祭器を使わずに牛頭を倒すと儀式不成立と判断され、死んだ牛頭の代わりに、新しい牛頭が補充される」

「もしかして――俺おれたちのうち誰だれかが死んだとしたら、それも儀式の成立にカウントされるの？」

「……それはそうでしょうね。ただ、敵が単なる牛ではない分、人間には好都合にできている」

　ヒロは丸太のような両腕を振るって暴れ回っている牛頭を見て、再び麻あさ奈なの方を見る。

「好都合なの、アレ？」

「おそらく本来は、牛と人間両方の犠牲が必要な儀式なんです。あのモンスターのような牛頭は、一匹で両方を代用してくれている。とにかくいま重要なのは、この迷宮ラビユリントスに単純な敵意が宿っているわけではないということです。自動的に儀式を進行させようとしているだけだ」

「――そうは言ってもね」

　ヒロは小さなため息をつく。自分たちは何の断りもなく、この残酷な儀式とやらに、参加させられたのは事実なのだ。それは敵意であり、悪意なのではないかと思う。



　その後もヒロたちは、どうにか牛頭を退け、倒しながら、新校舎のものと思われる壁を含んだ迷宮部分に到達していた。

「あった、ここだよ！」

　律りつが歪ゆがんだ扉を指して言い、手をかける。しかし最初から傾いた扉は、開きそうにもない。やって来た麻奈が、目を細めて言う。

「構いません。扉を吹き飛ばしましょう」

「それって真ま名な辺べさんが決めていいことじゃないんじゃ……」

「緊急事態です」

　麻奈はヒロを手招きすると、よろしくと言う。まあ、一番適任だろうなと自分でも思うヒロは、頷うなずくとカドゥケウス伝令使の杖の螺ら旋せん鉄柱を扉に叩たたき込む。そしてそのまま、扉部分をきれいに消滅させた。

　一番乗りでヒロが部室の中に入ると、そこはもう部屋というよりただの窪くぼみのようだった。部屋の縦横の長さが変わってしまっている。室内の風景も、地震でもあったかのようにごちゃ混ぜになっていた。

　何しろ床から分離しているもの――例えば椅い子すや机は、この迷宮の空間変形には巻きこまれていない。部屋の形が変わったことで、麻あさ奈なが乱雑に立てかけていた備品類はあちらこちらに落ちて散乱していた。麻奈はその中を、引っかき回して探しまわる。

「ありました。手伝って！」

　麻奈が入り口に向かって呼ぶと、すぐに何人かが部室に入ってくる。麻奈はヒロと彼らの前で、背の高さほどもある黒い布の包みを開いた。そこには台座つきの巨大な石の杭くいのようなものが並んでいる。

「方尖塔オベリスク――太陽の防御結界だ。三本ありますから、封鎖すべき部分にできるだけ等間隔で並べて下さい。そうすれば月の聖獣は、この間を通過できなくなる」

　すぐにヒロは頷うなずくと、他ほかの者と協力して、壊した扉の部分に三本のオベリスクを並べた。そして全員部室の中に入るよう、促す。

　一方の麻奈は、今度は別の場所をひっくり返し始めた。大きな帽子を見つけると、まず被かぶり、次にマントのようなものを引っ張り出して纏まとう。

「何なのそれは」

「飯い綱づなと言います。――異キ形マ生イ物ラ退治の時に私が使っている装備です。天てん狗こう、天あま狐きつねと呼ばれるものだ。あとはこれ――」

　さらに麻奈が引っ張り出したのは巨大な木箱だった。背負うための紐ひもがついている。

「これが『管くだ狐ぎつねの軸じく匣ばこ』。これだけあれば、私の方はだいたい大丈夫です」

　しかし装備が整ったと言う麻奈は、さらに部室の別の一角を引っかき回し、取り出した古めかしい本を調べ始める。そして何か考え事をするように、そのまま手を止めた。麻奈の様子に、全員の視線が集中する。

　麻奈も急いでいないわけではない。一いつ旦たん本を閉じると、深呼吸する。

「落ち着いて聞いて欲しいんですが……実はこの迷宮から出る道は、現時点で存在していません。これは一つの大きな『儀式』なので、途中参加はできますが、退出することは基本的にできない」

「どういうことだ？　よく分からん」

　喜き連つれ川がわが、せかすようにそう訊きく。麻奈は言葉を探しながら、視線を落とす。

「……まず迷宮にいるということは、魔術的には半死半生の状態と同じだと考えて下さい。迷宮の外が生者の世界であり、迷宮の底が死者の世界です。生者が死者になることは可能ですが、死者が生者に自力でなることは不可能。それと基本的に同じです。なお悪いことに、私たちは魂の緒たる『アリアドネの糸』を、最初から持っていない」

「持っていない場合は、脱出不可能ということか？」

「そういう話ではなくてですね……」

　麻奈はゆっくりと言葉を選びながら、どう説明するか考える。

「具体的に言うと、出口なんて、最初からないんですよ。迷宮ラビユリントスの一番外側の通路には、高さ５００ｍメートルぐらいの垂直の絶壁があるだけなんです。しかしこれを登る方法がない」

「ちょっとした足場があれば、何とかやってみるが――」

　喜き連つれ川がわはそう言うが、麻あさ奈なは横に首を振る。

「全員が脱出できないと、解決になりませんよ。あと空間を曲げてできた絶壁ですから、自然物のようなデコボコはありませんね。ツルツルの壁です」

「それはさすがに、脱出は無理だな……」

「いえですから、空を飛んでいければいいんですよ。今の状況でその方法を持っているのは、立たつ木き君だけですが……」

　ああ――、と全員の目が納得と共に、ヒロに集中する。カドゥケウス伝令使の杖をいつでもどこでも引き出せるヒロだけは、空を飛ぶことができるのだ。

　当のヒロはは左右を見回し、オドオドして言う。

「――全員運ぶよ？」

「残念ながら、それも現実的ではない。立木君だけだと、一往復で一人を外へ運ぶのに、10分ほどかかるでしょう。人数が三十人なら三百分。全員脱出するのに五時間かかります。オベリスクに余りがない今の状況では、ちょっと考えられないセンですね。まあそれもいざという時のために、検討しなければならない。ここで治療しきれないケガ人が出た時などはね……。ただ――」



    

  
    
      



    

  
    
      　麻あさ奈なは律りつを見る。

「別に立たつ木き君が頑張らなくても、ご近所の竜ドラゴンのみなさんが助けに来てくれれば、あっという間なんですがね……」

　今度は律に全員の視線が集中する。律はキョロキョロしながら頷うなずいた。

「……そう言われてみれば、放置だよね師匠たち。気づいてないのかな？」

「竜ドラゴンに限ってそれはありませんよ。……まあ脱出はどちらにしろ、最後の手段です。もう少し自発的に、我々の手でこの迷宮ラビユリントスを脱出する方法もある」

「というと？」

　喜き連つれ川がわの問いに、麻奈は頷く。

「迷宮ラビユリントスは結局、神殿なんです。儀式遂行のために出現する施設。ですから儀式が終われば、神殿は解体されるはずです」

「祭の櫓やぐらのようなものか。――だが真ま名な辺べ。そもそも俺おれたちのやらされている儀式とは何なんだ？　何がクリア条件になる？」

「我々がやっているのは百ヘ体カ犠ト牲ン祭ペ。牡お牛うしと人間を戦わせ、両者百体分の血を神に捧ささげるという儀式のようです。このクレーター型の迷宮ラビユリントスは、聖なるワイン皿クラテールであり、供物の血で満たされる聖杯クラテールでもある。私たちは何者かに、神への供物とされてしまった」

　麻奈の予想は酷ひどい。しかしそれで喜連川は取り乱したりはしなかった。

「だからあの牛頭たちは、牛と人間の両方の犠牲を、一手に引き受けるための存在となるのか……。これについては用意がいい。両刃斧ラビユルスも準備されていた。儀式としての厳正さはあるが、しかし儀式の目的は参加者の抹殺ではない？」

「そうなります。両刃斧ラビユルスを使って牛頭を百体倒せば、人間側の犠牲なしに、この儀式を完了させられる」

「なら、話は決まったな！」

　喜連川は決断と意志をこめて、周囲の仲間たちにそう活を入れる。

　だがここで、麻奈は雰囲気の腰を折った。

「待って下さい。この状況というのは、私たちに都合がよすぎる」



「都合がよくて、何か問題があるのか？」

　わずかに苛いら立だった声で、喜連川は麻奈に言った。ヒロと律も顔を見合わせている。それでも、麻奈としては言っておかなくてはならない。

「牛と人の供物というのは、豊ほう穣じようの神、海の神へとあてたものです。その祭を、死へと下りて行く迷宮ラビユリントスにおいて、我々は行うことになる。この儀式の最終目的は、海での死者――海での生殺与奪全権を担になう海の神に、何事かを願うという形で終わります。しかし我我の中に、海での死者に関して海神に用のある人間がいますか？」

　全員が互いの顔を覗のぞきこむようにする。また別の者は小声で言葉を交わす。しかし誰だれの顔も『ピンとこない』という表情しかない。

「一体何を言ってるのか、さっぱり分からんぞ。真ま名な辺べ。まずは迷宮ラビユリントスからの脱出が先で、それ以外の事情はどうでもよくないか？」

「違うんです。実は我々全員が、この儀式にある共通の一つの目的を持つことができるんです。あの事実を知っている者は、この中にはいないんですか？」

　声を張り上げる麻あさ奈なに、ヒロが思い出したように「ああ……！」と言葉を漏らした。

「輪切りにされた『さまよえるオランダ船フライング・ダツチマン』……」

「それです」

　麻奈は手を打つ。

「天球儀会ソシエタス・スフアエラの棺車カタフアルクは、幽霊船を棺ひつぎに閉じこめることで、浮遊動力源としています。宙に浮いている。我々が儀式を完成させ『さまよえるオランダ船フライング・ダツチマン』の消滅を海の神に願ったとしましょう。六隻の棺車カタフアルクは動力源を失い、全すべて墜落する」

「……つまり天球儀会ソシエタス・スフアエラの空中要塞都市スノー・クリスタルが墜おちるのか？」

　呻うめくような喜き連つれ川がわの声に、麻奈は頷うなずいた。

「明日には――いえもう今日ですか。この一日で十二年間についての全ての決着が、ついているかもしれない」

「ならやるべきじゃないか！　確かに都合がいい」

「本当にそうですか？」

　麻奈は興奮する喜連川に、冷静な声で返した。

「これは、――もう分かってると思いますが、偶然ではなく何者かの企たくらみです。私たちはその歯車にされた。供物である百体の犠牲のうちの一人が例えば竹たけ田だ君であっても、筋書きを書いた人間には構わなかったわけです。そういう人間のために、まだ歯車として回ってやるんですか？」

　その問いに喜連川は答えることができず、うなだれる。彼だけのことではない。仲間を巻きこむ決定だ。

「じゃあどうするんだ？　このままというわけにもいくまい。――魔術師の意見は？」

「迷宮ラビユリントスの儀式は、途中まで進めましょう。その間に使者を立てて、真意を問います。――そういうわけで立たつ木き君。ちょっと无耶志国ムサシノクニの大だい道どう寺じさんのところにでも聞いてきて下さい」

　麻奈はヒロを見て、そう言った。

「先ほどの話どおり、空を飛べる装備が手元にあるあなたは、迷宮ラビユリントスを脱出できる」

「俺おれだけ脱出でいいの？」

「ええ。あなたなら交渉相手の隠し事に翻ほん弄ろうされることもないでしょう。あなたの得意分野だ。とにかく急いで」

「分かったよ。でも聞いてくる先は、大だい道どう寺じさんでいいの？　フヴェルさんのところの方がすぐ帰ってこれるけど」

「私の考えている通りなら――」

　麻あさ奈なは自分の思考を確認するように、一人頷うなずく。

「竜ドラゴンたちは出撃したあとでしょう。道場街跡はもぬけの殻だ」

「……そう、なるのかなあ」

「大丈夫。そんな手間は必要ないよ」

　月を背に、大きな翼の影が羽ばたく。月光で白と黒で彩いろどられた、巨大な鳥。その鳥に掴つかまった人影が、そう答えたのだ。喜き連つれ川がわが、警戒した厳しい声で問う。

「四し方ほう邦くに城たちか？　何なんだ」

「手間をはぶきに来たんだ。私が案内人だ。――大体、行方ゆくえ不明のクラスメイトが現れたんだ、喜連川君。もう少し心配してくれてても、いいんじゃないかな？」

　眼鏡めがねを押し上げて空とぼける四方に、麻奈は直接質問をぶつける。

「つまり迷宮ラビユリントスは、あなたの仕組んだことですね？」

「そうなるね」

「では牛頭が私たちを襲ってきたのも、あなたの――いえ京都の神じん祇ぎ省しようの目もく論ろ見みであると？　しかし案内人などと言うわりには、遅いお出ましだ。全く遅い……」

「謝ってもいいけど、こっちは敵の手のひらで踊ろうっていうんだ。そうおいそれと、ネタは割れないよ。それにしても牛頭？　そんな風に呼んでいるのかい？　もっと愛らしく『牛のひと』と呼びたまえよ。あれでなかなか愛くるしい生き物だよ？」

　入れない結界に腕と脚あしだけ突っ込み、バタバタとしている怪物の姿を見て、四方はにっこり笑って言う。しかし麻奈は鋭く言い返した。

「知りませんよ、馬ば鹿か馬ば鹿かしい。――何も知らされず、あなたたちの目論見に振り回されるこちらの身にも、なってもらえませんか？」

「ああ、その件に関しては違うよ。そうじゃない。私は仕込みの手伝いだよ。全すべては彼が、――そこの彼が、十二年前に決めたことなんだ」

　そう言った四方邦城の真まっ直すぐ指さす先は、間違えようもなくヒロである。ヒロは驚いた顔で、調子外れの声を上げた。

「俺おれ!?」

「そうだ、君だ！」

「？　いやだって、十二年前って……俺はまだ四歳の、ただの子供だよ？」

「違うね。十二年前の時点で、君はまだ三歳だよ。一年分、歳としをサバ読みしているんだ。君はまだ本当は十五歳――本来なら中学三年生だ」

　完全に理解不可能のまま、ヒロは無言で押し黙った。そんな様子に、神じん祇ぎ官かん・四方は大きくため息をついた。

「計画はそろそろ大詰めなんだ。全部思い出してもらおうか。――長川史郎君」

　全すべてが沈むような、深い沈黙があった。

「……えっ？」

　一瞬遅れて、長な川がわ律りつと真ま名な辺べ麻あさ奈なは、同時にヒロを振り返った。



    

  
    
      
第六章





　それがヒロの、本当の名だった。

　ヒロは額ひたいに手を当てる。

　十二年前のあの日、一歳年上の姉と逃げていた。姉の名は長川律。

　そして空から怪物が墜落してきて――その後の記憶が曖あい昧まいにしかない。何かふわふわとした思い出になってしまっているのだ。

「君は逃げている途中、あるものを追って地上に来た水星メリクリウス――正確には地上に降りた彼の五つの鏡像リフレクシヨンのうちの、一つと遭遇した」

　四し方ほうが、ヒロの代わりに説明する。

「水星メリクリウスは竜ドラゴンミーミルの墜落という大惨事を、目の当たりにした。しかし生身ではないため、神器であるカドゥケウス伝令使の杖を使えない。そこで三歳の君を緊急に、鏡像国家『ミシュコアトル』の王にし、代わりに自分が生身でその場に実体化した。いわゆる『とりかえ子チエンジリング』が起きたわけだ」

「……とりかえ子チエンジリング？」

「そう。テスカトリポカの件で、君はすでに知っているだろう。王というのは入れ替え制の人ひと身み御ご供くうだ。だから水星メリクリウスは君と自分の立場を入れ替えた。当時の君は冠ケテルの印を持った、しかしたった三歳の子供だ。鏡像国家を返せと頼めばすぐ返ってくると水星メリクリウスは思っていたらしい。――だがそうはならなかった」

　四し方ほうの話でようやくヒロもうっすらと思い出してきた。

　とにかく、自分が連れ込まれた鏡の王国は、子供大人に関係なく、わけの分からない世界だった。そしてそのまま、大量の情報が流し込まれた。そのほとんどは、麻あさ奈なの情報だった。水星メリクリウスは天球儀会ソシエタス・スフアエラの一員として、逃亡したＡエＳイＡサ――麻奈を追跡するために地上に降りたのだ。

　そして鏡像国家のバックアップを受ける三歳のヒロは、大人のように判断することが可能だった。状況がまだよく分からないヒロはその場を離れ、彼女に会いに行った。これがヒロの夢の中に出てくる少女、つまり十二年前の麻奈だ。

　――麻奈のために、天球儀会ソシエタス・スフアエラは倒さなければならない。

　そう誓ったヒロは、地上で途方に暮れる水星メリクリウスと、再び接触した。片腕を失った青年姿のヒロを見た時、生身の水星メリクリウスはまず呆あきれたような顔をした。

　あの時彼は、こう言った。

「私は人々を救いたかった。お前の命もまた救った。説明がなかったのは悪かったがしかし、あの状況ではどうしようもない。もう気が済んだだろう。素直にそれを返してくれないだろうか？」

　しかしヒロには、もう次の目的ができていた。

「やらなければならないことができた。あなたと交渉がしたい」

「交渉？」

「三つある。それを果たしてくれれば、鏡像国家『ミシュコアトル』は返す」

　水星メリクリウスは不愉快そうな顔をしたが、ヒロは構わず彼に言った。

「――まず第一の望みだ。十二年後でいい。あなたのカドゥケウス伝令使の杖の残りを、オレに譲ってもらいたい」

　確かヒロは、そんな風に言った。

　この鏡像国家の中には、大量の情報が詰まっている。それをいちいち引き出して、ヒロは喋しやべっていた。

　カドゥケウス伝令使の杖の情報もまた、全すべて知ることができた。

　カドゥケウス伝令使の杖は本来、四片で一組のものなのだ。

　別に左右が非対称なのではない。水星メリクリウスは左手用を、二つに分けて左右の手に持っているだけだ。もう二片で構成される、使われていない『右手用』が存在し、アメリカに死蔵されている。そのことを十二年前のヒロは、鏡からの情報で知っていた。

「……二つ目は？」

　答えを出さずに水星メリクリウスは訊きいた。しかしあの時のヒロはこだわらず、素直に答えた。

「オレは天球儀会ソシエタス・スフアエラを十二年後に倒す計画を考えた。それにあなたも協力してもらいたい」

「何――」

　半信半疑の水星メリクリウスに、青年は計画の詳細を話し始めた。

　十二年間潜伏し、しかし蒔まいた種が一斉に発芽して一本の木になる。確実に天球儀ソシエタス・スフア会エラの虚を衝つき、その長おさ・木星ユピテルと天王星カイルスに復ふく讐しゆうする。

　そんな完かん璧ぺきで酷ひどい計画だった。

「なぜお前が、天球儀会ソシエタス・スフアエラを倒さなければならない？　子供じみた正義心からか？　人を大勢殺す悪の組織だから倒したいのか？」

「あいつらは許せない」

「私はお前の決意を訊いている。疑っているのだ。つまらない復讐心や正義の味方ゴッコのつもりなら、私はその計画には乗れない。この取り引きはなしにして、お前から鏡像国家を取り戻す方法を、一から考え直す。――本当のことを、教えてくれ友よ。お前はなぜ、天球儀会ソシエタス・スフアエラを倒そうとする？」

　真しん摯しに訊かれ、それでようやくヒロは答えた。

「天球儀会ソシエタス・スフアエラがあるから、小さなＡエＳイＡサは惨みじめだ。一生逃亡の日々を過ごすことになる。オレは彼女が安らげる世界を用意したい。天球儀会ソシエタス・スフアエラには消えてもらわなければならない」

「……そういうことか。彼女と会ったのだな」

　ようやく水星メリクリウスにも合点がいったようだった。

「分かった。計画に乗ろう」

「仲間を裏切れるのか？」

「言われなくても仲間は救う。ただ仲間ではないものも大勢いる。天王星カイルスと木星ユピテルは仲間ではない。組織の行動には、今では疑問がある。そういうことだ。それよりも三つ目は何だ？」

　ヒロは答えた。

「……小さなＡエＳイＡサに、魔法を教えてやって欲しい。魔術師として独ひとり立ちできるようになれば、彼女の心は解放される。そもそも地上に降りていきなり一人じゃ、どうにもならない」

「待て待て。それはつまり、私に彼女を育てろということか？　……理屈は分かるが。そういうことを簡単そうに言うから、子供は扱いにくい」

　しかしこの時にようやく、水星メリクリウスは小さく笑った。

「三歳の子供が四歳の子供に一ひと目め惚ぼれして、天球儀会ソシエタス・スフアエラを倒すか。何ということだ」

「そんなことは言ってない」

「言ったも同じだ」

　それから、ヒロと水星メリクリウスは事細かに計画を決めていった。

　そして十二年という月日が、流れるような速さで過ぎたのである。

　麻あさ奈なは育ち、独ひとり立ちする。それと同時に水星メリクリウスは天球儀会ソシエタス・スフアエラに戻る。

　彼は出戻りの身の少ないコネを全すべて使って、迷宮蒐しゆう集しゆう家かであった天王星カイルスを日本対策の統括者に推挙した。そして裏では迷宮ラビユリントスを盗み出す方策を、数年がかりで密ひそかに練る。

　全ては計画した通りに進んでいったのだ。

　唯一ともいえる手違いはおそらく、カドゥケウス伝令使の杖の委譲が早まったことだろう。その結果、水星メリクリウス自身の使うカドゥケウス伝令使の杖がヒロに贈られた。

　だから代わりに水星メリクリウスは、アメリカで死蔵されていた残り半分を、自分の元に取り寄せたのだろう。

　これは立たつ木き寛ヒロの名を得た長な川がわ史し郎ろうが、鏡像国家テスカトリポカと敵対してしまうという、一つの大きな手違いが起きたからだ。

　十二年前、霜そう夜やがヒロと取り交わした契約は、ひっくり返ったのだ。



　学校敷地を呑みこんだ巨大な縦穴。

　その内部に霜夜は、出海いずみが常備している緊急パラシュートで下りていた。ヨアルリ・エエカトルの到着が待てず、出海の力を借りたのだ。

　今はヨアルリも到着しており、上空から迷宮ラビユリントスを偵察している。

　ただ、各通路の天井の張り出しが邪魔で上う手まくいっていない。ヒロたちどころか霜夜たちの位置すら、ヨアルリはまだ発見できていなかった。おまけに霜夜と出海は今、牛の頭をした三体の怪物に取り囲まれていた。

「引き返しても仕方がない。前側の二体に！」

　出海は言うと、霜夜の承知を確認する間もなく、怪物の眉み間けんにクナイを投げつける。それはひとまず刺さるが、巨体の怪物にとって大した傷にはなっていない。

　逆に牛頭の振るった巨腕は、教室と廊下を区切る壁だったものを一撃で叩たたき割った。いや区画ごと根本から外れ、教室側に投げ出されたようになった。

　一発一発がただ事ではない。何しろその巨体は牛の形質を受け継いでいる。体重が１トンあって、それが暴れているのだ。破壊の結果も並大抵ではない。

　――捕まったら、一発でアウト。

　霜夜は慎重に――しかし大胆に行動する。飛び散る破片を跳んで避よけながら、床に落ちた教室窓枠の残骸に着地。脚あしで踏んでスケートのように滑りながら、勢いを殺す。そのまま二丁拳けん銃じゆうを出海の方へと向かった牛頭の背に向け、引き金を引いた。

　射撃の反動で霜そう夜やを乗せた窓枠は、通路を滑る。

　一匹目は出海いずみにまかせるとして、その後ろにもう一体、牛頭がいる。こちらは霜夜たちに向かって、壁ギリギリまで腕を伸ばしたまま猛突進してきた。逃げ場をふさぎ、突進力で相手を追い込む。牡お牛うしそのものの反応である。

　だがこの腕に左右四発の弾丸を集中して吹き飛ばす。弾たま切れ。できた隙すき間まに窓枠から飛び降りて走った霜夜は、身を滑らせた。

「セシリア様！」

　そう言った時には、銃を持つ霜夜の腕と内部にいるセシリアの腕は、位置を分離していた。セシリアの左右の手は、腰の後ろから弾倉を、親指と人差し指で引き抜く。霜夜の方は、空からになった弾倉のロックを解除。これをセシリアが小指と薬指で引き抜いて、すぐさま新しい弾倉を差し込んだ。

　新たな銃声が、その場の音を埋めつくす。

「先に――！」

　まだ一体目に手こずる出海が、そう言う。霜夜は一瞬迷ったが、言われた通り踵きびすを返した。

　――すぐに追いつくはず。

　そう結論する。真まっ直すぐ霜夜たちの通ったあとを、追ってくるだろう。追跡行動は、出海の専門分野である。子供を扱うように、手取り足取りしてやる必要はない。



    

  
    
      



    

  
    
      「それよりも、ヒロさんはどこに……」

　霜そう夜やとその内部のセシリアは、迷宮上空を飛ぶヨアルリ・エエカトルに意識を合わせた。だがヒロたちの姿は、まだ見つからない。

　走りながらヒロを思い、霜夜は黙考する。

　――十二年前、霜夜は鏡の力で、ヒロに呼ばれた。

　もちろんテペヨロートリーこと霜夜を日本に派遣したのは、セシリアの指示である。だが単独行動中の霜夜に対し、『長な川がわ史し郎ろう』は直接、コンタクトを求めてきたのだ。

　そしていざ行ってみれば周囲には結界が用意されていて、主あるじのセシリアには情報を送れない状態にされてしまった。

　現れた青年『長川史郎』は、鏡像国家『ミシュコアトル』の王だった。

　――不快な男。

　それが霜夜の抱いた第一印象だった。

　四つあるテスカトリポカという鏡像システムは、ひとまずそれぞれ独立している。ただ基本的な仕組みが同じであるため、相手がモラルを軽んじている場合、一方的な情報窃盗ができてしまう。

　最初に会った時点で彼は、セシリアのこと、テスカトリポカの陥っている問題。その全すべてについての情報を、勝手に得ていた。『最悪』の一言だった。

　そんな青年が求めたのは、彼自身の養育だった。彼は自分がまだ三歳の子供でしかないことを明かした。そして代わりに霜夜は、十二年後の十五歳の誕生日に、彼が生いけ贄にえとなることを要求した。すでに限界を迎えていたセシリアを、解放するためだ。

　霜夜はこの絶対の交換条件を、酷薄に告げた。一方、鏡像の長川史郎もまた、これを引き受けた。その表情から、全てが分かった上で霜夜を呼んだのだと、察することができた。

　彼は将来、力を必要としていた。そのために最初から、テスカトリポカが欲しかったのだ。

『長川史郎』は翌日、水星メリクリウスという男を紹介してきた。だがその正体は奪われた鏡の持ち主、ミシュコアトルその人だった。もちろん鏡像国家に属する霜夜は、彼を知っていた。

　ミシュコアトル本人は、すでに『長川史郎』に協力することを決めているようだった。

「新たな生活のための全ての用意は、こちらで準備できる。幻術も、彼の家族としての新しい姿を得る、鏡像リフレクシヨンとしての力も」

　そう彼は言った。実際、テペヨロートリーとしての霜夜は、主のセシリアに似すぎていて、異国人にしか見えなかった。それを、日本での生活が問題なく送れる日本人としての姿に、改造するというのだ。

　目的に適かなっているのだから、霜夜の方に異存はなかった。

　それからまた数日後に、霜そう夜やは三み度たび、指定された場所へ行った。当の『長な川がわ史し郎ろう』はすでに、鏡像国家を出たあとだった。青年の外観を捨て、本来の三歳の子供に戻っていた。

　だがこの小さな男の子は、鏡の力で底上げしていた分の記憶について、すっかり忘れてしまった様子だった。

　いや憶おぼえてはいるらしく、霜夜の顔などは分かった。しかしそれに付随する情報がどういったものなのか、子供の頭では理解できなくなっていたのだ。

　――それでどうも霜夜は、毒気のようなものを抜かれてしまった。

　以降は『長川史郎』を『立たつ木き寛ヒロ』として、セシリアの後継者にするべく順調に育てていった。

　最初はただの、ビジネスライクな取り引きだったのだ。

　しかし今では――。

　――霜夜がヒロに抱く感情は『恋』ではない。ただ、ひとりぼっちだったセシリアと同じく、その心は孤独で飢えていた。ひとりぼっちだった霜夜は、ヒロを育てることでそうではなくなった。

　だから、独占していたかったのだ……。

　それは不完全な愛情だが、鏡像リフレクシヨンの霜夜がやっと持ちえる最大限の好意の感情だった。

『どうしたの、テペヨロートリー？』

　セシリアの呼びかけに、黙考中の霜夜は首を振った。

「何でもありません――」

　霜夜は、立木ヒロという存在が真ま名な辺べ麻あさ奈なのためにあることを知っていたはずだった。

　麻奈のために、ヒロは全すべてをかけている。

　今さらそれを、どうのこうのと言っても始まらない。もう遅い。

　――だから霜夜は、麻奈のことが大嫌いだったのだ。



　長川史郎の名。

　それこそがまさに、真名辺麻奈が探し続けていた名だった。

　――なぜこんなところで。

　全くの場違いな状況で、十二年ぶりに聞く羽目になったその名に、麻奈は目め眩まいを覚える。

　長川史郎。それは確かに十二年前、青年だった『彼』が麻奈に名乗った名前だった。

　十二年後の再会を約束し、しかし待ちきれず、ずっと探していたその名だった。

『彼』は麻奈の元から去った。その代わりに現れたのが、アーティガルという名の異国の魔法使いだった。

　麻奈はそのアーティガルの元で、『彼』のために魔法を極めようと心に誓った。何しろ『彼』は巨大な力――天球儀会ソシエタス・スフアエラと戦おうとしているのだ。だったら力はいくらでも、必要なはずだった。

　名前も自分で考えた。真ま名な辺べの姓は、ひとまず最初に彼女が生活の世話になった家の名から。名の方は麻あさ奈なにした。もっと勝手に決めてよかったのだろうが、再会した時に『彼』が自分は誰だれなのか分からないのは困る。

　その後、アーティガルは八年間彼女を育てたあと、自分が天球儀会ソシエタス・スフアエラの幹部・水星メリクリウスであることを明かした。

　敢あえてそれを明かしたということは、『ここまでだ』ということだと麻奈は察した。彼女は独ひとり立ちし、アーティガルは天球儀会ソシエタス・スフアエラに戻った。

　そして――

　麻奈は同じように驚く律りつへと、視線を向ける。麻奈が中学時代に律と出会うことになったのもまた、この『彼』の名ゆえだった。

　麻奈にとって現在いるこの『荏えの原はら』の土地は、ずっと特別な場所だった。ここは『彼』と出会った場所だったからだ。

　そこで同じクラスとなった『長な川がわ』という律の姓は、あまりにも気になった。この土地で、『彼』と同じ姓を持つ人間と出会ったのだ。赤の他人ではないのかもしれないという思いがあった。

　だがもちろん、それだけで決めつけることもできない。簡単には踏み出せなかった。いや探索の優先順位が、それほど高くはなかった。

　何しろ十二年前のあの時は、大勢の人間が住む土地を離れて避難中であり、入り交じっていたのだ。この土地に『彼』のいたヒントがあるということすら、ほとんど麻奈の願望だった。

　たまたま出会った同姓の同級生を当たるよりは、電話帳でも片っ端から当たった方が確実なのである。しかしそういう方法で『彼』が見つかるとは、なぜか思えなかった。

　だから麻奈はとにかく、魔術の世界に向け、耳を澄ますことに決めていた。そうしていれば『彼』のことは、いつか必ず耳に入る。それでいいはずだった。

　だが、そうは思っても長川律の方が、放ほうっておいてはくれなかった。

　律は何やら、麻奈のことが非常に気になるかのような素振りを見せるのだ。

　もちろん彼女は、直接話しかけてくる場合もあって、この時はだいたい無駄話をする。こういう時に律は、とにかく明るく振る舞っていた。

　だがほとんどの時間は、麻奈の周りを右に行ったり左に行ったりしながら、時々遠回しにこっちを見る。そしてまた行ったり来たりの繰り返しだ。

　まるでこの頃ころの律は警察官か刑事のよう、――いや、動物園のクマのようだった。

　随分あとになってから、麻奈は自分が律に問題児扱いされていたのを知った。しかしそれについては、何だかなという感想しかない。

　とにかく、麻あさ奈なの気づきは全く別のところにあった。長な川がわ律りつには過去に、強い影響を与えることになった人物がいるということだ。もちろんこれは両親・親類や友人、教師である可能性の方が大きかった。

　だが物事をはっきりしないまま放ほうっておくことのできない麻奈は、律を占いに誘った。律の方はその誘いに素直に乗ってきた。

　もちろんこの時に麻奈が行った占いは、当て推量の類たぐいではなかった。厳密な心理テストに相当するものだ。

　現在の律の性格を、まず割り出す。その上で彼女の身に過去、何があったのか推察するテストだった。十二年前から日本では、土地土地によって現実が異なる。従って正面から訊きいても、まともな答えは返ってこない。実際の律にはどういう記憶があり、それを元にどういった人格が作られているか。そこが問題なのだ。

　この結果は結局、麻奈の期待したものにはならなかった。

　確かに長川律には兄弟がいた。

　しかしそれは弟だった。兄ではなかった。守りたい人であって、守られたい人ではない。

　だったら『彼』と関係のあるはずがなかった。少なくとも何の手がかりにもならないと、判断するよりなかった。

　そう思っていたのに、こんなところに突然『彼』は、立ち現れたのだ。



　麻奈は呆ぼう然ぜんと、ヒロの顔を見る。

　――そう。

　今まで起きた全すべての事件は、ヒロが自分で仕組んだことなのだ。

　大勢の人々を巻きこみながら、ただ一人『彼女』のために。

　だがそれは果たして、許されることだったのだろうか？　ヒロにとって。麻奈にとって。

　ヒロも麻奈の方を向いた。そして次に、律の方へ目をやった。

　全くの沈黙の中、麻奈はヒロに呼びかける。

「あの……」

　だが黙って麻奈を追い越した律の鉄てつ拳けんが、ヒロを吹き飛ばした。麻奈の伸ばした手はやり場なく空中を掻かく。その間だけですでに律はヒロを再びひっ掴つかみ、その上に乗っかかり、何度も殴る。

「何なんだよ、それ……。今さら何なんだよ、それは！」

　大声でそんな風に叫びながら、律は泣き出していた。その殴る拳こぶしも、割とまともにヒロの頬ほおや額ひたいに食い込んでいる。

「お前は一ヶ月の間、何も食べられなかったことがあるか？　半月眠らなかったことがあるか？　夢を見れば毎回お前が出てきて、目の前で殺されるんだ！　そんなボクを、お前は陰で利用していて！」

　また殴る。麻あさ奈なは止めようと二人の方へ向かうが、それを喜き連つれ川がわに止められる。喜連川ははっきりと言った。

「お前は関係ない」

「でも『彼』は、私のために――」

「だから何だ？　立たつ木きがやると決めて、やったこと、やっていることなんだ」

「……」

「立木の男に、恥をかかせるな」

　喜連川の言うことは正しく、麻奈は肩を落とす。律りつの過ごした十二年間を考えれば、麻奈のかける言葉はなかった。

「お前は――！」

　十発は殴って、律は食いしばった歯の間から金切り声のような息を漏らした。顔を腫はらせたヒロは、ようやく口を開く。

「……ごめん、姉さん」

「ごめんだ!?　ボクのことなんか、どうでもいいんだ。どうでもいいんだろうお前は！　他人の人生は、お前にとって何だ！　大体お前、これから一体どうするんだよ!!　もう父さんも母さんも、お前のこと憶おぼえてないんだぞ？　もうお前の帰るところなんか、どこにもないんだ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「それは――」

　ヒロはようやく律りつの腕を押し掴つかみ、殴る手を止める。

「――俺おれも、多分最初から、十二年前から承知してたと思う。分かった上で、やろうと思った」

「家族を捨てて、ボクのことまで利用してか！」

「そうだ」

　律はヒロの手を思い切りふりほどくと、もう一発、思い切り殴った。

「自信なんかないクセに、演技をするな！　覚悟がないクセに、口先であるフリをするな!!　ここにいる全員の命がかかってたんだぞ、つき合いきれるか!!」

　そう怒鳴ると頭をかき回しながら立ち上がり、行ってしまう。

　ようやく起きあがることのできたヒロは、顔を押さえてため息をついた。そのヒロが顔を上げ何かを見たので、麻あさ奈なも視線を追う。そこには喜き連つれ川がわがいた。

　喜連川は無言のまま、律を追いかけるように行ってしまう。

　まあ今は、律についていてもらった方が安心だろうと麻奈も思う。ヒロはようやく、何度か首を振り、瞬まばたきしながら立ち上がった。

　顔は酷ひどいものだが身体からだは無傷なので、歩くのに問題はないらしい。

「あ……」

　麻奈はその様子を見てもまだ、どう言葉をかけるべきか、決められなかった。だがヒロの方が先に、それを手で制す。

「大丈夫。これぐらい。どうってことないから」

「そうですか。……そうですね」

　麻奈は消沈して答えた。まだ麻奈自身がそうであるように、ヒロも、そして律も、混乱しているのだ。

　何かもっともらしいことを言ったところで、それはすぐに嘘うそになる。だから麻奈もしばらくは、極めて普段的な態度で、ヒロに接することに決めた。

「……今後ですが、方尖塔オベリスクの結界を残していきます。拠点にしましょう。ケガ人を収容する場にもできる。――もちろんそれだけでは籠ろう城じよう戦になってしまいますので、我々は打って出て牛頭を狩ります」

「分かった。それじゃあ行こう……」

　ヒロが言うまでもなく、喜連川がなんとか律をなだめつつ、再出発の指示を出してくれている。もう準備は整いつつあり、それにヒロは「自分も行けるから」と声をかけた。

　結局麻奈は最後まで、何か言葉をかけることができなかったのだ。

　代わりに、秘密をばらしてまだ得意満面で立っていた神じん祇ぎ官かんの方へと向かった。そしてその向こうずねを、思い切り蹴け飛とばしてやった。



　とにかく、ことは始まってしまっている。

　お膳ぜん立だてはされていて、周囲はそれが達成されることを前提に、話を進めてしまっているのだ。ヒロたちは一気に反撃に転じることとなった。

　だがこれまでのように、牛頭に押され続けることはない。この迷宮ラビユリントスで何をすればいいのか、どのようにすればいいのか。それは四し方ほうの案内ですでにはっきりしていた。

　ケガを負った者たちとその世話係は地域社会研究部の結界に残り、他ほかの者は迷宮の牛頭退治を開始した。同時に両刃斧ラビユルスも回収していかなければならない。

　先頭となって一行を率いるのは律りつと喜き連つれ川がわである。一方ヒロは殿しんがりを務めることになった。だが――。

「ちょっと落ち着いていけ、長な川がわ！」

　慌あわてたような喜連川の声が先頭から聞こえる度、ヒロはそちらに気を取られる。

　律の戦いは鬼気迫るもので、両刃斧ラビユルスを持つ喜連川はついていくのがやっとなのだ。もちろんそれで律が他の足を引っ張ったりはしない。だが今のペースでは律が保もたない。

　――いや、自分が律を心配していることに、したがっているだけだ。

　ヒロは醒さめた目で、自分をそう分析した。

　律に対する申し訳なさを、心配するフリで埋めたいだけだ。

「来ますよ――」

　部室から新たな荷物を担かつぎ、マントを羽織った麻あさ奈なが、硬い声で注意を促す。見ると通路の向こう側から牛頭がやって来る。殿のヒロたちは、これを食い止めなければならない。ヒロはカドゥケウス伝令使の杖を出現させ、身構えた。ヒロ自身は相変わらず足止めしかできないが、今は両刃斧ラビユルスがあり、それを持つ生徒の一人が、すぐ後ろについている。

「今は集中して下さい。私が言うことではありませんが……」

　重ねて言う麻奈に、ヒロは黙って頷うなずいた。もっといろいろ話したいことがあるのだが、この状況で何も思いつかない。

「まず俺おれが足を止めるから、ついてきて」

　そう殿の一団にヒロは指示する。だが動き出すより早く、列の中ほどで新たな声が上がる。ちょうどそこに上層から下りてくる階段があり、これを通って牛頭の集団が下りてきたのだ。

　すぐさま麻奈が言った。

「私が回ります」

　そうヒロと、列の後方で両刃斧ラビユルスを持つ一人に告げる。

　次の瞬間には麻奈は身を翻ひるがえしている。と、マントだったものがいつの間にか板状に硬化し、両足のわきに新たな大きな足を作る。同時に麻あさ奈なが背負ってきた箱の肩ひもが外れ、足の構造の方がそれを支えた。

　すでに列の方は、前と真ん中と後ろで押され、押し合いへし合いの身動きできない状態になっている。それを麻奈は新装備の脚力の一歩によって、一気に飛び越えた。続いて迫る通路の天井を反転して蹴けり、二歩目。

　着地の三歩目で牛頭の肩口に思い切り蹴りを叩たたき込んだ。だが麻奈の攻撃は重量不足で、大した効果を与えていない。不意打ちだったこともあって牛頭は半歩後ろへ下がっただけだった。その結果できたわずかなスペースに、何とか麻奈は着地する。

「真ま名な辺べさん！」

　ヒロは言うが、自分の方の敵もすでに目前に迫っていた。最初に発見した一匹の後ろに、もう一匹いる。この場は動けなかった。

「無茶だ」

　その場を離れられないヒロは、首だけで何とか振り返って叫ぶ。しかし麻奈は逆に叫び返した。

「大丈夫ですよ、ここからが魔法だ！」

　変形した脚あしに支えられた箱――『管くだ狐ぎつねの軸じく匣ばこ』が基部を軸にぐるりと周り、その側面を真まっ直すぐ正対する牛頭に向ける。そこから三角の柱が飛び出、次にその柱同士が何本もの鉄官で繋つながれる。まるで一個の魔法陣のようになった。

「『the tower』of destruction［立てられた剣の崩壊］！」

　その呪じゆ文もんで杖つえから発した細かな雷光が、一枚の輝く円盤を造り牛頭の巨体を弾はじく。

　続いて今度は右側に箱が振れた。

　先ほどとは逆側の面から、別の柱が起きあがる。

「『the sun』of righteousness［降り注ぐ正義］」

　それはこれまでにも何度か見た呪文だった。火の玉が飛んで、破壊をもたらす呪文。しかし今回その火の玉は、柱の間に発生して留まった。そしてまるで火山の噴火のような、形まであるかのような火を噴き出し、辺りを薙なぎ払う。

「立たつ木き、よそ見をしているな！」

　そう叫んだのはこちらへ来ようとする喜き連つれ川がわだった。空気を裂く音に気づき、ヒロは半ステップ後ろに下がる。その目の前を、牛頭の巨大な拳こぶしが通過する。

「……こんな近くに」

「ボンヤリしているからだ！」

　さすがに怒鳴りながら喜連川が横を通り過ぎ、両刃斧ラビユルスを手前の牛頭に叩き込む。さらにもう一人の両刃斧ラビユルス持ちと協力して、今度は奥の牛頭を斬きり倒した。

　両方の始末をつけた喜連川は振り返ると、ヒロを言いたいことのありそうな目で見る。ただその時間もなく、無言のまま横を通り過ぎただけだった。喜き連つれ川がわはすぐに、麻あさ奈なが足止めしている方へ向かわなければならない。

　仕事を終え去っていく喜連川と入れ替わりに、大きな鳥を肩に乗せた四し方ほうがやって来る。

「やあ、危なっかしいもんだ」

　そう言ってヒロに笑いかける。まだ呆ぼう然ぜんとした気分のヒロは、困った顔のまま言った。

「気が散っているよ俺おれは。今は集中しないと――」

「まだ気にしてるのかい？」

「君は……ホント他人事だなあ」

　わざわざ最悪のタイミングで真実をぶちまけておいてと思う。もっともそれは、ヒロの言いがかりであるのも分かっている。別段、四方はヒロを陥おとしいれたいと考えているわけではない。そんな理由はない。

　当の四方は言う。

「無神経だったのは謝るよ。ただいつかは誰だれもが認めなければならない真実だ」

「――俺も後悔してるわけじゃない。けれど、何でこんな他人のことを、平気で踏みにじるような方法だったんだろうとは思ってる」

「国を造るなら結局、戦う者はいるよ。誰かがそこに来る。自分の姉の位置に別の誰かが入ってくれればよかったかな？」

「そうじゃない」

「どちらでもいいさ。全すべて済んだことだよ。気にしないことだ」

　――コイツ、分かってない！

　ヒロは息をついて首を横に振る。四方という人間は、馬ば鹿かなのだ。こういう苛いら々いらした態度はできるだけ他人には見せないようにしているが、今はセーブが利かない。

「何も済んでない――！　原因を作ったのが十二年前だとしても、長な川がわさ――いや、姉さんが苦しい思いをしてるのは今なんだから」

「別に傷ついてなんてないさ。混乱しているだけだ。すぐ許してくれるよ」

「何で君に、そんなことが言えるんだ!!」

　いい加減我慢ができず、ヒロは怒鳴った。

　しかし四方は冷静に言う。

「例えば君に、十二年もの間、死んだことを悔やんだ人間がいたとする。だが彼は生きていた。――その時に君が傷つく理由なんて、あるんだろうか？」

　確かにそれはその通りで、ヒロは二の句が継げなくなる。四方は重ねて、静かな声で言った。

「いいかな？　精神状態がグダグダなのは、長川律りつではない。君だけだ」

「俺が？　俺だけ……？」

「そう。十二年前に自分の始めたとんでもないことが、突然目の前に降って湧わいて、君は恐怖を感じているんだ」

　その指摘に、ヒロは絶句した。

　四し方ほうの言う通りだろう。突然いろいろなものが乗っかってきて、ヒロは逃げだしてくなっているのだ。四方は言う。

「ただ忘れないで欲しいのは、当時の君もやはり、その恐怖を感じていたということなんだ。それでも実行することを決めた。そしてもう全部、動き始めている」



　戦闘が終わり、喜き連つれ川がわはつい先ほど牛頭を真っ二つにした両刃斧ラビユルスを振るった。刃を濡ぬらしていた赤い血が、ビシャリと床へ一列に叩たたきつけられる。そしてその血はいつものごとく、床の微妙な傾きに従い通路を這はうようにゆっくりとどこかへと流れて行く。

　見ると、倒した牛頭の死体から出る血も、同じように赤い川の流れを作っていた。当たり前だがあまり気持ちのいい光景ではない。気が滅め入いる。

　かいた額ひたいの汗を袖そででぬぐうと、あとはできるだけ見ないようにした。それよりもこの戦闘の谷間に、やっておかなければならないことがある。

　喜連川が律りつの姿を探すと彼女は肩をそびやかしながら、早歩きで行こうとするところだ。移動を始めた集団の先頭へと向かおうとしていた。

「ちょっと待て、長な川がわ」

　呼び止める喜連川に、律は振り向く。最初から顔が怒っている。

「何さ？　手短に頼むよ。駄話してる場合じゃない」

「いやそりゃ、そうだが……その。立たつ木きのこと、許してやったらどうだ？　言ってみれば、生き別れの弟さんなんだろ？」

「今は無理だよ。この話はお終しまい。無駄口を叩いている暇があるなら警戒についてよ。両刃斧ラビユルスの一本、まかせてるんだからさ」

　恐こわい声でそう言うと、さっさと行ってしまう。喜連川も一度は追おうと思ったが、どう言ってもこじれるだけだろう。もう放ほうっておいた。ここで律とギクシャクすると、戦いの指揮が混乱する。

　それに喜連川は、そもそも律に関するある任務を帯びて、この学校に来ているのだ。ここで無理をして関係が悪化すると、あとの仕事がやりにくくなる。

　――あとの仕事、か。

　喜連川は苦笑する。つい先ほどまでは、このままこの迷宮ラビユリントスで死ぬことすら考えていた。それが、勝利の可能性と方法が示された途端、先の先を考える余裕が出てきている。

　そして律も、同じようなことを考えているのだろうと、思い至った。

　確かに今は無理なのだ。時間をかけるしかない。

「どうしたの？　喜き連つれ川がわ君」

　そう声をかけてきたのは、新につ田た玲れい子こだった。その場に仁王立ちして苦悩していた喜連川は「何でもない」と答えて歩き出す。すでに集団はかなり先へと進んでおり、喜連川は最後尾近くにいた。こちらはこちらで手が必要になるかもしれないので、位置は保つ。

　そのまま喜連川は、すぐ後ろをついてくる玲子に話しかけた。

「新田はこのまま、ついてきてていいのか？　結界のある部室の方は安全だ。そっちに残っていてくれていいんだが」

　迷惑なのを隠そうとは思わなかった。実際これは、今の気分とは関係のない話で、八つ当たりではない。戦力に全くならない人間を連れてきているのは、純粋に不安だった。

　だが玲子は気丈に答えた。

「私、今日は結局何にもしてないから随分元気だし。律りっちゃんはあんな状態だし。そういう時に何もせずに、ただ待ってるわけにもいかないでしょう？」

「その気分は分かるが……」

　不安は不安である。

「それで、ついてきて一体何を？」

「うん、これ」

　そう言って玲子は、持っていたノートを渡した。喜連川が見てみると、そこにはビッシリと、地図が描かれている。迷宮の構造自体が隙すき間まない造りなので、やたら細かい。しかしそれでいて、見にくいということはない。

「私、こういうのは得意だから……」

「合流前の分からあるが？」

「そこを書いたのは部室についてからだけどね。記憶力には自信あるし」

　どこで牛頭と戦闘し、倒したかどうかも書かれている。何度も復活され、戦闘が無意味だった時点の分もだ。ひとまずの喜連川たちが倒したい目標は百匹。それもきちんと玲子の方で、カウントされている。

「しかしこの迷宮には、出口はない。そう聞いたはずだ。地図を作る意味があるのか？　いやもちろん、部室に帰れる道だけは分かった方がいいが……」

　だが玲子の作ろうとしている地図は、そういう場当たり的なものではない。例えば現在の迷宮は真円のすり鉢状になっているため、全体の大きさはだいたい分かっている。地図にはその迷宮の全すべてが一枚の紙に入るよう、最初から調整されているのだ。玲子はこの迷宮を、余さず歩くことまで視野に入れている。

　ひとまず喜連川はノートを返した。受け取った玲子はすぐに、いま歩いた道を地図に描き加える。

「真ま名な辺べさんが、『迷宮は迷うのに身を任せる儀式』って言ってたからね。出口がないっていうのは、他人を儀式に乗せようっていう罠わなみたいなものなんだと思う――私も、何かよく分かってないんだけどね」

「いや、確かに、迷うからといって手放すのではなく、理でねじ伏せてしまえるものか……」

　――色々な考え方をする人間がいるものだな。

　喜き連つれ川がわはそう、全く感心してしまった。

　玲れい子こは自分の内心の衝動から、極めて地味な仕事をコツコツこなしているのだ。そして実際のところ、彼女がやっているのは全体戦略のとりまとめ役なのである。軍師どころか一将に足る存在と言えるだろう。

　いやもちろん、戦いなどに使うにはもったいのない才能である。

「喜連川に欲しい力だな……」

「何か言った？」

　聞こえなかった玲子は、聞き返してくる。そしてさすがに喜連川は自重した。こんなところで、言いだす話でもない。代わりに、もっと手早い話の方をする。

「こんな時に何なんだが……」

「どうしたの？」

「やはり俺おれは学級委員長というのは、降りようと思う。人をまとめるのに、俺という人間が最適とも思えない」

「一体どうしたの、唐突に？　……そりゃ私も確かに、剣術試合みたいなので決めるのは、不条理だと思うけれど。適任だと思うよ？　喜連川君を慕ってついてきてくれてる人も、たくさんいるし」

「あれは彼らが、俺に合わせてくれているんだ。俺が彼らのことを考えた結果じゃない。俺は、誰だれかに俺自身を合わせようと思ったことがないんだ。喜連川はそれでいい。しかし今のクラスという有象無象の集団を束ねるのであれば、新につ田たの方がよさそうに感じる」

「別に束ねるって――そういうノリでもないけどなあ……」

「ああ。それでいいのだろう。任せた」

「……私はかまわないけど、みんなを納得させてからだね。今はどのみち無理だし。でも、もしかして喜連川君。実は試合やりたかっただけで、あんまり学級委員長やる気なかったでしょう？」

　玲子は喜連川を睨にらみながら、笑った口元でそう指摘する。だが喜連川は、生き真ま面じ目めな表情で答えた。

「半分成り行きだったが、試合は正直やりたかった。得るところが大きいからな。もっとも俺は、負った責任もまた、必ず果たす男だ。――ただ何せ、最善というのは、俺の都合とは関係ないからな。今回は譲る」

「調子いいなあ……」

「そうだな」

　喜き連つれ川がわにとって適材適所は全く当然の結論なのだが、玲れい子こや他ほかの者は怒るだろう。

　――こういう時、立たつ木きならどうするのか。

　そんなことを考えながら、喜連川は集団の先頭に目をやった。そこではまた新たな戦いが始まっている。

「俺おれたちも前に行こう、新につ田た。スコアをつけてもらおう」

　両刃斧ラビユルスを担かつぎ直す喜連川に、玲子は慌あわてて頷うなずいた。



　月光の雲海。その上を掠かすめるように、地ち龍りゆう・フヴェルゲルミルは飛んでいる。岩のようなその肌は、ほとんど背景の雲に紛れこんでいた。

　竜ドラゴンの見下ろした視線に映るのは、どこまでも海。海面につくり出された波が満月の光を反射し、肌き理めの細かな鱗うろこのように見える。

　陸地も目には入るのだが、時刻はすでに深夜の二時。明かりは消え、ほとんどがただの暗くら闇やみにしか見えない。

　その風景の中に唐突に浮かぶ存在が、空中要塞都市スノー・クリスタルである。六方向に棺車カタフアルクの船体が張り出した、空の構造物。

　その上に点ともる光は、これまでの夜間偵察で見る時より多い。さすがに天球儀会ソシエタス・スフアエラも、この異常事態の行く末を正確に把握したのだろう。

　だがもう遅い。

　包囲の網は十二年の長い歳月をかけ、もはや完全に彼らを包み込んでいるのだ。

　フヴェルゲルミルの後ろを、静かに雲を割って浮かび上がってくる大きな影が二つある。

　いずれも竜ドラゴン。部下のネマウススとマトレスだった。

　最初に状況が判明した時点で、天球儀会ソシエタス・スフアエラが次に打とうとする手は、実に単純。日本列島上に潜伏させた追加戦力を迷宮ラビユリントスへ送り込み、海神わたつみ降臨の儀式を妨害すること。

　従ってフヴェルゲルミルたちは先回りし、これを全すべて叩たたいた。他の仲間もじきに、この空で合流する。

　さらに夜空を見上げる。奇妙に明るく繰り返し瞬く星が、いくつも天に見えていた。

　空気の揺らぎによるものではない。竜ドラゴン同士で交わされる発光信号というのが、その正体である。

　三時間前に世界の各所から飛び立った竜ドラゴンたちは、現在、地球低軌道に到達している。そして空中要塞都市スノー・クリスタルが海上に墜落するのを待っていた。

　墜落を合図に満月の空から、世界中の竜ドラゴンが大群となって一斉に降ってくる。それはまさに神の振るう大おお槌づちとなって、天球儀会ソシエタス・スフアエラの上に振り落とされるだろう。

　――全ての元凶たる、最も古き竜ドラゴン。

　その存在を地上と歴史の記録から、消滅させるために。



　それぞれの思いはどうあれ、拠点を得たヒロたちの牛頭退治はその後、順調に進んでいった。

　役割分担もはっきりとしており、効率的・効果的に牛頭を狩っていく。

　回収した両刃斧ラビユルスの数はすでに十本。

　疲労した者、ケガを負った者を二回入れ替えた頃ころ、ヒロたちはついに下層へと進み始めた。麻あさ奈なと四し方ほうが共同して、通過者がいれば警告を発する魔術の仕掛け――いわゆる『鳴なる子こ』をあちこちの通路に設置したのだが、それが鳴らなくなったのだ。部室の周りでウロウロしていても、もう牛頭は現れない。

　そしてヒロたちは、まず最下層を一つの目標に定めた。もちろん最下層といっても、真まっ直すぐ下りていく道などない。二階層分下りて、一階層分を上る。その繰り返しだった。

　行きつ戻りつしながら、時には下りる階段の見つからない通路に沿って、その階層をぐるりと一周したりする。だがとにかく、牛頭を見つけ出し、百体を倒さなければ終わらないのだ。

　何度となく戦い、もう記録者である玲れい子こ以外、倒した数が分からなくなり始めた頃、ヒロたちは奇妙な場所に出た。通路の壁が突然なくなったのだ。全員が不可解さにざわめきながら、慎重に進んでいく。

　闇やみに目をこらしてようやく気づいたヒロは、思わず声を上げた。

「天井もなくなってる？　いや、ここはもう通路じゃなくなってる――」

　拍子抜けしてすぐに反応できないヒロに、玲子の元に行っていた麻奈が告げる。

「ここが迷宮ラビユリントスの最下層ですよ。聖杯クラテールの底だ」

「最下層――？」

　ヒロは通路の庇ひさしが邪魔にならないところまで行き、周囲を見上げ、見回した。

　円形舞台のよう、とでもいうのだろう。辺り一面３６０度、どちらを向いても、シンとした迷宮ラビユリントスの柱と庇とが見えている。確かにここは盆の形をした迷宮ラビユリントスの底であり、また中心でもあった。

　そして天には満月がかかり、星明かりと共に迷宮ラビユリントスの全体で反射された光が、この場所へ導かれ照らされている。薄ボンヤリとした明るさが、霧のように周囲を満たしていた。

「ここまでで倒したのって、何体？」

　ヒロの問いに玲子が直接答える。

「九十九だよ、立たつ木き君。あと一つ」

　ヒロは軽く手を挙げて「ありがとう」と礼を言った。しかし内心では『まいったな』とため息をつく。

　迷宮の未調査部分に、最後の一体がいる。それをヒロたちは、これから探しだし、倒さなければならない。ここからさらに足を伸ばすことになる。

　ヒロは振り返って、他ほかの者の様子を見た。

　先ほどからこちらを見てくれない律りつも、そして喜き連つれ川がわも、すでに大分疲労がたまっている顔だ。他の者も同様である。こういう状態で敵に当たるのは危なっかしい。

　――焦ることはないか。

　そうヒロは考える。残りはあと一体だ。

「みんな、提案なんだけど。俺おれたちは一いつ旦たん部室まで戻って、仕切り直した方がいいと思う。何せ迷宮探索だから、行動予定の立て直しを――」

　足下でピチャリと、水の音が跳ねる。

　視線を下ろしたヒロは水音の正体に気づき、「うわっ」と思わず跳とび退のいた。そこには床ではなく、真っ赤な水面が広がっていた。血の水たまり、いや真円の池となっている。迷宮ラビユリントスで供物として流された全すべての血は、ここに集合していたのだ。

　そして池の表面にはもやが立ち、変化が起き始めている。

　波立つ、泡立つ――というのではない。血の水面から分離を始めた赤い粒パーテイクルが、次々とそのまま宙に浮かび上がっているのだ。さらに粒は円運動しながら組み合わさっていく。この血の池の血を使い、何か巨大なものが現れようとしていた。

　ヒロが慌あわてて他の者たちの元へと戻るのと同時、麻あさ奈なが呟つぶやくように言う。

「まさに丑うし満みつ刻どきですね……」

「え？」

「供物の儀式の進行により、集められた血が神しん威いを帯び始めているんです」

「もう始まっちゃってるってこと？　いや、でもまだ百体目が――」

「ですから、これが百体目ということのようですね。探す手間だけは省けたわけだ」

　麻奈がそう言う間にも、集められた血は全てが完全に宙へと浮かび上がった。池は干上がり、その底だった土色のタイルのような模様が露あらわになる。

　そして円状に並ぶタイルの中央に現れたのは、筋骨隆々とした真紅の怪物だった。

　牛の頭はこれまでと同じ。ただこれまでの牛頭たちの倍近い身長を持つ。

　また何より違って思えるのは、これまでの牛頭たちはあくまで血と肉の身体からだを持った、実存する獣だったということだ。

　だがいま現れる体たい躯くは、彫像のように神々しい。自信にあふれるその姿は、まさに真紅のミノタウロスと呼ぶにふさわしい。

「これが星神アステリオス……」

　麻奈の呟きに神じん祇ぎ官かん・四し方ほうも頷うなずく。

「星の神、筒男命ツツノヲノミコトだな。墨江神スミエノカミとも言う――」

「いやちょっと待って。海の神様じゃなかったの？　何で星の神様が出てくるのさ？」

　ヒロの問いに麻あさ奈なが振り向いた。

「昔は海に船を出す時、星を見て位置を特定しました。つまり星の神は航海の神であり、海の神の眷けん属ぞくです。これを倒して百体目の生いけ贄にえとして捧ささげ、百ヘ体カ犠ト牲ン祭ペの総仕上げとし、最終目標の海神わたつみを呼び出します」

　そして身構えた麻奈は、最後にボソリとつけ足した。

「……つまり、海老で鯛たいを釣ると言うわけですね」

「罰当たりだなあ……」

　ヒロの呆あきれる声に、喜き連つれ川がわの号令が重なった。

「来るぞ、散開しろ！」

　だがそう言われるまでもなく、ヒロたちは自分たちが寄り集まっていた場所から、散り散りに逃げ出す羽目になった。アステリオスが、その巨大な腕を振るったのだ。

　もちろんバラバラに逃げるだけではない。同時に相手を取り囲むように各自が移動し、反撃の機会をうかがう。これぐらいのことができるチームワークを、ヒロたちはすでに築いていた。そのまま今度は包囲を狭める。

　――今までの敵なら、これで十分通用した。しかし、星神アステリオスは空中を稲妻のような一条の流れとなって飛び、あっという間に別の場所へと再出現する。

「何をッ！」

　すぐさま最も近くにいた律りつが、剣で斬きりつける。だがそれも効果がない。外はたから見ていても、まるで粘性の高い油を切っているようだった。手て応ごたえこそあるらしいが、刃やいばは何事もなく通り抜けてしまう。実際、何の効果もないのだろう。

　そしてまたもや瞬間移動のように、星神アステリオスは別の場所に現れている。斬りつけても斬りつけても結果は同じである。両刃斧ラビユルスかそれ以外かという以前に、これほどの巨体にもかかわらず、ほとんど誰だれも攻撃を当てられない。

　喜連川は効果のない戦闘に舌打ちする。

「手に負えんな……」

「貸して！」

　走り込んできた律が、剣を鞘さやに収めながら怒鳴る。この急な要請に喜連川は両刃斧ラビユルスを垂直に立て、手を離した。バランスを崩す間にそれを律がしっかりと掴つかみ、その後に腰の刀を抜いた喜連川が続く。

「こんな時に苛いら々いらするな、長な川がわ！」

「ムシャクシャしてるだけだ！　苛いら立だってなんかいない!!　――右行って」

　指示に従い、右に大きく迂う回かいした喜連川が斬りかかる。その太た刀ち筋すじは鋭く速い。だが、元からアステリオスには通用しない攻撃だ。相手はわざわざ避よけたりしなかった。見分けがついているのだ。

「そこで飛んで！」

　律りつの指示が頭の真後ろから響く。てっきり反対の左側に回ったと思っていた喜き連つれ川がわは、その不吉な声にすぐさま指示に従う。ハンマー投げのように両刃斧ラビユルスを振り回した律が、限界まで身体からだを低くして、床ギリギリ、靴底のすぐ下を通り過ぎた。

「死角狙ねらい――効くのか!?」

「星は雲に隠されれば無力！　死角はちゃんと死角になる!!」

　律が限界まで振り回した両刃斧ラビユルスが、床に接触し、タイルの段差に当たって突然止まる。その衝撃で、律の身体は跳ね上がった。

「長な川がわ――！」

　喜連川の勘違いの声の間に、律は最後の仕事をする。跳ね上がりの最頂点で手に持った両刃斧ラビユルスの柄えを、引っ張り上げる。

　叫びと共に律の落下とは逆、まるでシーソーのように両刃斧ラビユルスの重い両刃が跳ね上がった。垂直の斬ざん撃げき。

　これに対しアステリオスが反応してできたことは、本当にわずかだった。半歩退ひいて身体の中心は外したものの、両刃斧ラビユルスはその大きな腕を、肩から斬きり落とした。

　着地しとどめを刺すには至らなかったことを知った律は、飛び跳ねるようにその場から退く。ただ腕を落とされたアステリオスは、濁にごった大声で叫びながら、両りよう膝ひざを床についた。

「もしかして、やったのか？」

「そんなに甘くはありませんよ」

　すぐにやってきた麻あさ奈なが、そう喜連川に釘くぎを刺す。ヒロや四し方ほう、他ほかの者もいた。律の攻撃が成功したので、すぐに追い打ちをかけられる態勢だ。

　しかし結局、彼らはそれをためらうしかなかった。

　腕を落とされたアステリオスは、何やら様子がおかしかった。そう見えた途端、身体のあちこちが割れて裂けた。

「元々が不定型な存在ではあるが――」

　呆ぼう然ぜんと喜連川が言う間にも、つぼみの花が咲くように、頭から王冠状にぱっくりと割れる。割れた先は地面につき、そのまま八本の足となった。そしてそれを繋つなぐ中央には、女の胴が出現する。頭は変わらず牛頭だが、その口は耳元まで裂け、数えられないほどの牙きばが生える。

「……何だかさっきより、怒ってないか？」

「それは怒るでしょう」

　ヒロと喜連川は顔を見合わせる。

「謝っておく、か。――何せ相手は神様だからな」

　喜き連つれ川がわの言葉に、麻あさ奈なは脱力のため息を漏らす。

「……ご自由に」

「それよりも、真ま名な辺べさん。性別が入れ替わってるのは？　今までは牡お牛うしで――」

「単に正体を現しただけですよ。牛というのはそもそもが豊ほう穣じようのシンボル。女性的な存在です。牡牛ですら、女性と結びつけられる。ましてや牛鬼は牡牛を束ねる女王、水辺に住む鬼女として知られるものです」

　それを受けて、四し方ほうも頷うなずく。

「まあ本邦的には、鬼の土つち蜘ぐ蛛も化だね。この一体に、九十九体分の血を使ってるから。つまり君がこのまえ戦った、巨人アルゴス・パノプテス全てを見る者と同じような存在ということだ。あれとはまた数が違うが、これもまた国かみだ――」

　そう説明しながら、身振りで注意を促す。ついに牛鬼が動き始めた。

　その突進の有様はこれまでのような隙すきが多いものではない。脚あしの間を避よけてやり過ごすようなことは、考えられなかった。おまけに辺りを踏み荒らす八本の脚の間には、凶悪な顎あごがあるのだ。あちらこちらで「逃げろ！」の声が飛び交って、彼らは散り散りバラバラになる。車で追い回されてるようなものだった。おまけに速度はかなり速い。

　しかもさらに質たちの悪いことに、先ほどまでの流体移動まで可能なようだった。距離を取って安心していると、瞬間移動のようにすぐ近くに現れる。この最下層の際まで追いつめられ、逃げ遅れる者が出る。

「誰だれかが一いつ旦たん、止めないと」

　ヒロは思い切って飛び込み、その進路上に立ちふさがる。接近する牛鬼の脚に向けてカドゥケウス伝令使の杖の螺ら旋せん柱ちゆうを振るった。遅れた者が、逃げる時間を稼がなければならない。

　しかしヒロの試み空むなしく、攻撃は素通りしてしまう。相手は空中に支えられた液体であり、儀式の形を取らないとやはり効果はないらしい。進路は直進のまま変わらない。

　――逃げ遅れがまだ一人！

　両刃斧ラビユルスを任されているらしいが、その重さにもたついている。だがそこへふわりと、風のように身軽に跳ねる獣がそのそばへ降り立った。背に乗るのは四方である。

「君だけ乗って」

「しかし斧おのが――」

　四方はもう何も言わず、自分が乗った白と黒の獣に指示を出す。角があり、鬣たてがみがあるその獣は逃げ遅れの一人を乱暴に口にくわえると、タン！　と跳び上がった。それだけで悠々と接近する牛鬼の背を飛び越え、ヒロのそばへ着地する。手が空からっぽの救出者を、そこでようやく解放した。

「斧の代わりに命を拾ったね」

　悪意はないのだろうが嫌味にしか聞こえない言葉に、相手は感謝もせず他ほかの仲間の方へ行ってしまう。「やれやれ、嫌われてるな」と四し方ほうは嘆息した。

「何なの、この生き物……」

　すっかり呆あきれて訊きくヒロに、四方は気を取り直した笑顔を浮かべた。

「狛こまを見るのは初めてかい？　名は大おお地つち。大おお虚ぞらでもあり、大おお海なみでもある」

　言う間にも獣はスルスルとしぼんでいき、四方の手元に収まってしまう。そこにあるのは白と黒とで区切られた、正方形の札だった。

「まとめて久く治ぢ良らと言う。白黒の不思議な生き物さ」

　気取って言う四方の背後では牛鬼が進路を変え、別方向に突進をかけようとしていた。

「余裕あるね」

　そう言ってひとまずヒロは別の方角へ走る。走りながらカドゥケウス伝令使の杖を構える。

　慌あわててついてきた四方が、その様子を見て早口に言った。

「さっきも効かなかっただろう？　これもまだ儀式だ。両刃斧ラビユルスを使わなければ、相手を倒したことにはならない」

「大丈夫、足止めはできる。それをやる！」

　そう言ってヒロは、いま喜き連つれ川がわや麻あさ奈なたちが戦っているのとは反対側、牛鬼の背面側へと回り込む。

　基本的に人型からこの蜘く蛛も型への変化は、戦闘能力の増大をもたらした。脚あしが増えており、より攻撃的である。前後左右に広がる形で、あらゆる方向に打撃を繰り出せる。

　しかし、先ほどと体積が変わったわけではない。つまり広がった分、高さが低くなっている。――液体移動の時の高さもだ。

「注意しろ、液体化する――」

　喜連川が注意を呼びかける。押し込まれている牛鬼は、後方に一いつ旦たん引いて距離を取り、態勢を立て直すつもりのようだった。だがその後方に走り込んでいるヒロは、カドゥケウス伝令使の杖の螺ら旋せん柱ちゆうを地面に叩たたき込んでなお走った。この場の地面を構成していたタイルは地面を割る強い力に弾はじかれて盛大に立ち上がり、壁を造る。その壁に阻はばまれた牛鬼の水流は、大して距離も取れないまま、改めて出現する。

「いい感じだ、立たつ木き！」

　そう声をかけた喜連川は、自分の持っている両刃斧ラビユルスを、思い切り回転を効かせてヒロに投げた。自分は先ほど床に落ちた両刃斧ラビユルスを拾い、壁際の牛鬼を追いつめる作業に参加する。

　――無茶するな。

　飛んできた両刃斧ラビユルスを何とか鉄てつ籠ご手てでキャッチしたヒロは、自分も牛鬼との戦いに加わる。先ほどのような移動妨害用の障壁は、臨機応変に造っていくしかなかった。あまりやりすぎると集団で活動するヒロたちの側も、行動を縛られる。

「いや――」

　自分はもっと積極的に攻撃するべきと、ヒロは考え直した。カドゥケウス伝令使の杖の螺ら旋せん柱ちゆうを、エーテル推進器として稼働させる。両刃斧ラビユルスを片手に、多足の牛鬼に突っ込んだ。

「立たつ木き!?」

　喜き連つれ川がわが驚いた声を上げるが、構わない。半ば宙に浮いたまま肉薄し、両刃斧ラビユルスを振りかぶり、振り下ろす。

　――これで届く！

　だが牛鬼の目がこちらを見たのとほとんど同時に、視界の外から脚あしが飛んできた。振り下ろされる両刃斧ラビユルスの刃を、真横から猛烈な勢いで弾はじく。空中のヒロは武器ごとバランスを崩した。

　あとは防戦の一方となる。牛鬼はヒロに両刃斧ラビユルスを構えさせない。隙すき間まなく連携した攻撃で、態勢を立て直す余裕を与えないのだ。

「どこからでも来る……」

　口の中で呟つぶやく。牛鬼の脚は、蜘く蛛もと似ているようでかなり違っている。関節がどちらにでも曲がるので、死角がない。想像もつかない方向から、いきなり攻撃が飛んでくる。

　そうやって左右に注意の目を向けていたヒロの真正面には、いつの間にか何十本という牙きばを生やした牛鬼の巨大な顎あごがある。

「――ック！」

　緊急の逆制動をかけたその目の前で、岩の蓋ふたのような上うわ顎あごが落ち、大音を立てた。ヒロはこの隙に、何とか距離を取り直す。

「立木、そんなことまでやる必要はない！」

　喜連川が怒鳴ったが、ヒロは「これでいい」と答えた。

　ヒロが始めた戦いである。これはヒロの敵だった。この戦いだけは、他人に任せておいていい戦いではないのだ。ヒロが先頭に立ち、全員を率いていかなければならない。

「もう一回やって、注意をこっちに引きつける！　その間に攻撃を!!」

　ヒロは再びカドゥケウス伝令使の杖に指示して、牛鬼に突っこんだ。

　そんなヒロの様子を見た律りつは何か言おうとしては、やめ三み度たびもため息をついて、そして突然思いついたように声を上げた。

「史し郎ろう！」

「――姉さん？」

　聞き返すようなヒロの声に、律は四度のため息をこぼす。気づきの衝撃で先走ってしまったが、今はそんなことを言っている時ではない。

「……さっき聞いた話じゃ、これは前の巨人アルゴスと同じものだ。だったら倒し方も同じなんじゃないか」

「――そうか、首！」

　牛鬼の胴体の前方、やや下にある牛頭をヒロは目指す。しかし何本もの脚あしがヒロの進路をふさぎ、圧殺せんと襲いかかってくる。どうにもしようがなくなって、ヒロは一いつ旦たんカドゥケウス伝令使の杖の力で、空中へと逃げる。

　だが律りつは、その牛鬼の反応に叫んだ。

「弱点は、はっきりとした！」

　そのまま脚の一本にマーメットを撃ちこみ、その動きを止める。

　すぐさま二本目の脚に、喜き連つれ川がわが斬きりかかる。

　三本目には麻あさ奈なの魔法が、四本目には四し方ほうの操る大おお地つちが飛びつく。さらには五本目、六本目、七本目、八本目と、次々にそれが動くことのできぬよう、他ほかの者たちも続いた。全体としては脅威である牛鬼も、その大きな脚一本が相手なら、何とかなった。

　全すべての脚を封じられ、牛鬼の動きが止まる。

「長くは保もたない！」

　律が声を張りあげる。空中で待機していたヒロは、すぐさま行動に移った。両刃斧ラビユルスを構えたまま、牛鬼の首に向かって飛び降り、振り下ろす。

　だが刃やいばを受けた表層は、鉄の板のように抗あらがい、断首の斧おのは一旦止まった。固い手ごたえが、ヒロの手首に返ってくる。

　――やらせないつもりか!?

　だが次の瞬間、牛鬼の身体からだ全てが、泡のようにはじけ飛んだ。まとまった形を取ることがすでに適かなわず、粒のように分かれたまま、その場に漂うだけの存在となる。そして。

　元々は牛頭たちの血の集合だったものは、この迷宮の最下層から天へと向け、反転した雨のように降り注ぎ始めた。

　その向かう先は、迷宮の底にいるヒロたちからは、月を目指すかのように見えた。血に染め上げられていくかのように、赤い月が空に出現する。

　――実際には重力を遡さかのぼった供物の血の珠たまは、中空で停止していた。そこで薄く丸く、レンズ状に広がって停止したのだ。この血の色のレンズは、地上の一区画に降り注ぐ月の光を、赤く赤く染め上げる。

「海うな境さか開きが始まる。――綿わた津つ見みの大おお神かみが姿を現す！」

　四方が興奮したように震えた声を上げた。

　地上に現れた巨大な赤い光のサインに導かれるように、それは姿を現した。まるで大きな物体が引きずられてくるかのような音が、海の方から響き始める。

　――この十二年間を終わらせる、最初の鍵かぎとなる存在。天球儀会ソシエタス・スフアエラに破壊をもたらす者。

　その接近の足音を、全員がじっと聞き入っていた。



    

  









    
      
終章





　空を見上げていたヒロは、周囲の視界に違和感を感じ、辺りを見回した。

「迷宮ラビユリントスが解除される――？」

　思わず口にした通りのことが、非常にゆっくりとしたスピードで、進行していた。他ほかの者も同じように、起きようとする変化に気づいた。

　元々ただの平面を、何重もの円形に織り込む形で生成されていた構造物。それが、誕生した時と逆の過程を経て、元に戻っていくのだ。

　校庭にいたことになるヒロたちの前に、地面の質感が戻ってくる。迷宮ラビユリントスのタイルのような床から、ただの土へと変わっていくのだ。それにあわせて、一いつ旦たん迷宮ラビユリントスに塗り込められていた校舎もまた、徐々に元の高さを取り戻そうとしていた。

　だがすぐにヒロたちの視線は、それと入れ替わりに出現したもの――東の海に現れた巨大な液体の塔に向かっていた。

　海神わたつみは、まだ確かな形を取ってはいない。しかしその頭に赤い満月を取り込まんとするかのように、巨大だった。それを見上げていた彼らの口からは、いくつもの独ひとり言が漏れる。

　それは必ずしも、神的なものと対面することの、感動の言葉ではない。誰だれも彼もが、達成感を口にする言葉でもない。

　彼らは、新たな戦いの引き金を、これから引こうとしているのだ。もしも四し方ほうの言う通りなら、すでに日本は動いている。世界も動いている。

　――だったらやるしかない、ってことなんだろうけど。

　正直ヒロにもまだ、ためらいはあった。今日からいきなり日本は、十二年前に失ったものを全すべて取り戻すための戦いを始めるのだ。その引き金を引けるところまで、自分たちは来てしまった。

　ヒロは麻あさ奈なを見る。そして麻奈はヒロの視線に気がつくと、一瞬振り向いただけで視線をそらした。

　しばらくはそのままで固まっていたが、やがて背を向けると、離れるように行ってしまった。

　麻奈の戸惑いがなぜなのかは分からないまま、ヒロは自じ嘲ちようした。自分は、麻奈の期待していた『彼』ではなかったのだ。

　ヒロは用済みのカドゥケウス伝令使の杖に一旦消えるよう命じた。何も持たない素手の姿に戻る。

　彼が三歳の時に企て、十二年をかけた目標。自分でやっておきながら、それをヒロ自身が、まだ受け止められずにいた。

　ただ、麻あさ奈なは救われる。多くの人に幸福をもたらす。ならば、やればいいのではないかと思う。

　そんなヒロの様子に、無言のままじっと視線を向けていた喜き連つれ川がわは、目を細めた。



　――どうすればいい？　私はどうするのか？

　トリンキュローの内心は、激しい混乱に陥っていた。

　真相はすでに、知っている。主あるじであった天王星カイルスは失脚させられたのだ。

　だからトリンキュローは生き残るため、潜伏を続けるしかなかった。この自力で脱出不可能な迷宮ラビユリントスを抜けるには、そうするしかない。

　だが立たつ木きヒロは今まさにこれから、棺車カタフアルクを落とそうとしている。天球儀会ソシエタス・スフアエラそのものが、世界からの攻撃に晒さらされようとしているのだ。そういうことであれば、話はまた別だった。

　トリンキュローの一族は、すでにその命運を天球儀会ソシエタス・スフアエラに委ゆだねている。天球儀会ソシエタス・スフアエラが滅べば、これに与くみした一族もまた破滅である。後ろ盾を全すべて失い、これから一体どうするというのか。

　――だが、問題の立木ヒロの姿は目の前にある。

　今ならトリンキュローは、決定的な一手を打つことができる。まだ間に合うのだ。だがそれをして、何か一族への利益はあるのか？　誰だれがそれを与えてくれるのか？

　――それでも。

　大局的に見れば、立木ヒロを阻止するべきだった。

　トリンキュローに天球儀会ソシエタス・スフアエラ幹部の誰かが、恩を感じる。それでいい。誰かが必ず、その功に報いてくれるだろう。一族はそれで安泰なのだ。

　だから立木ヒロが棺車カタフアルクを落とすことだけは、何としても阻止するべきだった。状況を見誤ってはいけない。自分は組織の中にある『武士』なのだ。任を全うすれば、自おのずとなるようになる。そういう幾多の契約の中にある存在なのだ。

　だが、自分の身だけは自分で守るしかない。

　――立木ヒロを阻止して、自分は逃げきることができるか？

　正体が、ばれる。

　自分がトリンキュローであったことは明らかとなるだろう。

　正体を現したトリンキュローは、敵中のど真ん中にたった一人、裏切り者として放ほうり出されるのだ。包囲を突破できるのか？

　自分は負けるのか？

　……。

　いや負けはしない。

　事を成して生き残り、全すべてを出し抜いてみせるのだ。

　その決意と実力があってこそ、虐げられた一族の再興への夢は叶かなう。

　勝つしかないのだ。

　――戦って勝たなければならない。



　巨大な液体の塔、海神わたつみはザッザッザ、と全身から音を立て、その身を揺すっているようだった。その姿は三首の巨大な生物――しかし首の先は魚という奇妙な姿だった。長い胴体に手足はなく、人の形はしていない。

　徐々にはっきりとし始めた輪郭を、全員が見上げている。だがそんな中、一人喜き連つれ川がわだけがヒロの方へと歩みだした。

「立たつ木き。ちょっと話がある――」

　喜連川が言いかけたその拍子。横合いから突然飛び込んできた二つの影に、彼の身体からだは吹き飛ばされ、組み伏せられる。二人がかりで、床に押さえつけられたのだ。

　その一人、霜そう夜やは、腹を押さえると、二丁の銃口をあばらの下に叩たたき込む。もう一人の風かざ祭まつり出海いずみは、胸の上に膝ひざで全体重をかけ、首筋に左右の手で、忍者刀とクナイを押し当てた。

「――何をするつもりだった？」

　押し殺した声で出海が言う。

「霜夜!?　それに風祭君？」

　ヒロの声にしかし、出海と霜夜の方は答えない。そして訊きかれた喜連川は普段の冷静さが吹き飛んだ激怒を浮かべる。

「お前は！」

　喜連川の方も、ただ者ではない。出海の脇わき腹ばらに拳こぶしを突きこむ。反射反応で跳ね上がる出海の両手首に、強打を加える。出海は相手の抵抗にやむなしの判断を下し、クナイを振り下ろした。しかしそれは喜連川のかざした腕に浅く刺さっただけで、はねのけられた。先ほどの手首の強打で、握力が維持できなくなっていたのだ。

「しまった！」

　出海は呻うめく。だが喜連川の抵抗はそれまでだった。

　霜夜がさらに銃口を肋ろつ骨こつの下へねじ込む。横隔膜を無理矢理圧迫され、喜連川は呼吸をつまらせた。霜夜は冷静な声で訊く。

「訊きたいことに素直に答えてくれれば、すぐに終わります。……この状態から弾丸が発射されれば、弾が体の中で跳ねるんです。肺と心臓と消化器官が破壊されて、即死できますよ？」

　突然の騒動と争乱に、散っていた生徒たちが集まってくる。すぐ近くにいたヒロは物騒なことを言う霜そう夜やに、大声で訊きく。

「一体どうしたんだよ！」

「二、三訊きたいことがあるだけさ」

　出海いずみが答え、相手に膝ひざを乗せたまま痺しびれた手首を振る。

「さて職務質問だ。君はさっき何をしようとしたのかな？　世間話かい？」

「ああ世間話だ。大体お前の知ったことか、无耶志国ムサシノクニの使い走りが!!」

　喜き連つれ川がわが暴れ、またしても霜夜が銃口を押し込む騒動になる。さらにまた声を上げようとしたヒロに、『黙っててくれ』と出海が無言のまま手で押しとどめる。

「本当のことだけ話せ」

「真ま名な辺べは長な川がわに遠慮している。そう立たつ木きに伝えようとしただけだ」

「？　じゃあ質問を変えよう。君は長川律りつに関するある特殊な任務があって、この学校に転校してきた。こちらではそう睨にらんでいる」

「……そうだ。だがいま何の関係がある」

「重要なことだ。ちゃんと話してもらおう。何が目的だ」

「千ち早はや城じようの調査だ」

「……千早城？」

　そう聞き返したのは、集まってきた学生たちの中にいた律だった。『千早城』というのは、律が巨大な神剣アレイオンを繰る時に使う、鎧よろいを兼ねた強化装備である。

「そうだ。あれは元々、河内国カワチノクニの管理する日本の宝だ。我々喜連川にとっても因縁浅からぬ存在。だがそれが国外勢力である竜ドラゴンの手に流出した。――日本が分裂している今の状況とはいえ、そういうことが地方の判断で勝手に行われるのは困る」

　出海は瞬まばたき一つ。急速に醒さめていく声で、素早く訊く。

「転校初日、肩に負っていた傷は？」

「あれはお前が、俺おれに負わせた傷だろう！　今さら居直る気か！　卑ひ怯きような闇やみ討うちをかけておいて!!」

「闇討ちじゃない。東京湾の上空での斬きり合いだっただろう。トリンキュロー」

「トリ？　何の暗号だ？　分かるように話せ！」

「どこで襲われた？」

「鬼き怒ぬ川がわの喜連川本邸を出た夜道だ」

　出海は頭が真っ白になったような顔で、その場に立ち上がった。

「……やられた」

「どういうことですか？」

　霜そう夜やの問いに出海いずみは一瞬ためらい、しかし苦渋の表情で言う。

「トリンキュローは、僕が奴やつにつけたのと全く同じ傷を別の人間に負わせて、調査の矛先を逸そらさせたんだ。奴はすごく近くにいて、しかしコイツじゃない。おまけにもう動いている――」

　そう呟つぶやいた出海は、ヒロのすぐ背後に、長く重たい刀を持って立つ人物を見つけた。すでに出海は一度見た刀だ。

　新につ田た玲れい子こ――。

　彼女はわずかな音も立てず、大人ですら手にあまる刀を鞘さやからきれいに抜き放った。

　出海にはすでに、警告を発する間もなかった。手に持ったままだったクナイを投げるべく、一瞬の動作で手の中で返し、振り上げる。そしてそれよりもさらに早く反応できたのは、ただ一人、律りつだけだった。頭では判断していない。

　反射的な動作で剣を抜き、ヒロの背後から近づく玲子の進路に、割って入ろうとする。しかし――。

「ごめん、素人しろうとじゃないんだ」

　別人のような声で囁ささやく玲子は、重厚な太た刀ちで律の細い剣をギリギリと斬きり、叩たたき割った。それは確かに、そうに決まっていた。何という失敗かと、律は歯ぎしりする。

　新田玲子は手て練だれどころではなかった。返す動作で出海の投げたクナイを弾はじく。二つの動作が重なり、たった一つの金属音にしか聞こえないほどの早業である。そんな彼女の目に宿るのは、狂気でも陶酔でもなく、冷徹な覚悟と実行の意志。律は総毛立った。

「逃げて！」

「逃げろ！」

　律と出海が同時に叫び、ヒロはようやく何か起きたことを悟る。だが玲子は焦らなかった。立たつ木きヒロが反応してからカドゥケウス伝令使の杖のサポートが現れるまでのタイムラグを、彼女は正確に計っていた。

　玲子の一撃の方が早く、生身のヒロは避よけられない。立木ヒロはまだ生きているが、もう殺されていた。

「どうして……！」

　律は悲痛な叫びを上げる。彼女は友人だった。今日の、この瞬間までそうであったはずだ。だが玲子の刃やいばは、ヒロの背に突きこまれた。

「何――？」

　そう訊きいたヒロは、自分の声の最後が濁にごるのを聞いた。目の前の腹から飛び出した、血に濡ぬれた白刃を見て、ヒロは途方に暮れた。

「何ン……なんだっ……これ、って」

　肺が引きつったようになって、上う手まく言葉が出てこない。そう思った瞬間に、口から酷ひどい勢いで、何かを吐いてしまった。

　押さえようとした手は真っ赤だった。血だと思った次の瞬間には、視界がまぶしい白と黒で覆おおわれ、何も見えなくなる。

「……ここまでやるつもりはなかったのだけれど、仕方がない」

　そう頭の後ろで呟つぶやく声も、聞き取りにくくて、誰だれの声か分からない。いやもう、何もかもが分からなくなり始めていた。目の前はすでに黒一色で、今とにかく見たいと思った麻あさ奈なの顔がどこにあるのか、それさえも分からない。膝ひざが勝手に折れて、立っていられない。

　なのにまだ最後の感触だけが残っていた。

　腹と背の皮膚を割り裂きながら、刃やいばが上へと登ってくる。

　やがて体の中で何かが破裂したのが分かった。

　ヒロの意識は真まっ暗くら闇やみの中に沈み込む。

　そして霧散するように消滅した。



    

  
    
      
あとがき



　読者のみなさま、こんにちは。お待たせしました。モノケロス第三巻です。

　今回の物語のテーマは『渦巻き』。ぐるりぐるりと回転しながら、どこにも繋つながらない図形。その線の行く先を追っているうちに目を回してパタリ、という魔術の基本です。

　……などと言うと何を大げさにと思われるかもしれませんが、実はこの『目回し』にはかなりの歴史と文化があるのです。『目回し』は生命的な不安をかき立て、同時に自分がここにいなくてもいいという陶酔感をもたらします。

　具体例を持ち出すと公園の回転遊具。そういうもので遊んだ記憶は、誰だれにでもあるのではないでしょうか？　大人ならばお酒です。このように人間は『目回し』という全く意味のない行為に、中毒的なまでの執着心を持っています。それはなぜか。

　実は人間の身体からだは驚くほどの『ここにいる』という情報を、途切れなく脳に送ってきます。しかしこれはストレスなので、誰もが時折、遮断したくなるのです。

　この身体感覚を遮断するための方法が、様々な『目回し』行動として現れているわけです。

　ではそうやって目玉をぐるりぐるりさせ、身体情報が遮断され、重力を感じないがゆえの浮遊感覚を得た人々が向かう先はどこか？

　答えは『死後の世界』です。

　感覚の麻ま痺ひの進行を、昔の人たちは死への旅と捉とらえたのです。

　この旅のための装置として、今回の作中には迷宮が登場します。そしてその迷宮の中で、ヒロたちは死者との対面を果たします。しかし――

　――というのが今回のお話でした。

　

　ちなみにこういった物語モチーフは、これまでの各巻にも存在します。一巻は種子（石）から発芽する植物。二巻は都市（密集する人々）と塔とその崩壊。基本的には一巻巻末のウロボロス・リングのテーマに沿って物語は進行しています。

　さて次の第四巻のテーマは『泉と星』。お話は今回、約一名を除いて全員が『ふりだし』へ逆戻りの状態です。全てが動き出している中、彼らは一体どうなってしまうのか。

　また天球儀会ソシエタス・スフアエラの長おさ・木星ユピテルの正体とは？　彼らの言う最難関学問メギストン・マテーマとは一体何をどうしようとする目もく論ろ見みなのか？　その謎なぞが解き明かされます。ご期待下さい。

　さて今回も最後になりました。挿絵担当の巳み島しまさん、今回もありがとうございました。さらに担当編集の笹ささ尾お氏に感謝と謝罪を。この本は特に執筆が難航しまして、気がつくと本文とボツ稿が同じ枚数という有様。色々とありがとうございました。

　それではみなさま、また次の本でお目にかかれますよう。

伊い都と工こう平へい
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　伊都工平（いと・こうへい）

　　１９７５年11月生まれ。

　　兵庫県出身、神奈川県在住。

　　著書に『第61魔法分隊１～５』

　　『天槍の下のバシレイス１，２』（共に電撃文庫）など。



　イラスト

　巳島（みしま）

　　都内に居ながらにして田舎を満喫中です。この本の原稿も、近所の山に持っていって葉のこすれあう音を聞きながら読ませてもらいました。幸せなひとときでした。

　　個人サイト「rumblefish」：‥http://q-orbit.jp/
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